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巻頭

分子科学研究所創設20周年を迎えて

総合研究大学院大学廣田榮治

10年， 20年を一つの区切りとするのは人間の知恵である。分子科学研究所創設 10周年のと

きは，創設期が終って，これから本格的な活動が開始される時期とされた。 20周年の意味はな

んであろうか。過去を振返ると同時に未来に思いをはせるという点については異論はないのでは

ないか。単にお祝に終るのではなく，分子科学のこと，その中核としての分子研のことを真剣に

考えたいものである。

設問しよう。 (1)分子研が出現して何が変ったか。 (2)分子研によって今後どの様な変化が望める

か。 (1)に対する回答は， 1975年の創設までの先人のご苦労から現在に至る分子研および周辺の

動きを注意深く分析し，評価すればえられよう。但し，力点のおきどころは人によって様々であ

ろう。ここでは私見を述べて大方のご批判をえたい。 a)世界的にも新しいハイレベルの研究所

を， きわめて短い時間（数年）に出現させることができたという経験をしたこと。 b)分子研の

みならず，周辺の大学，研究機関での分子科学研究のレベルが画期的に引き上げられたこと。 c)

分子科学の分野を中心として人事の流動性が著しく向上したこと。学問に対する先見性と情熱，

研究者のエネルギーの結集が，関係各方面の理解と支持を引出し，また実際その期待に応えた一

つの良い例である。しかし，（2）の設問を取上げる前に，分子研を含め，われわれがおかれている

環境の厳しい変化を充分認識することが肝要である。自問してみよう，一体分子研は世の中にど

のような寄与をしたのであろうか。このような発言に対して研究者は，“基礎研究の成果は短時

間には実用に繋がらない’'と反発する。しかし世の中に対する「寄与」とは必ずしも「役に立つ」

ことだけではない。人々のものの考え方を変えることは立派な寄与である。「世の中」は研究者

が考えるほど単純な判断基準ではないのである。とくに自然科学の研究の狭さ，深さに対する危

惧の声にはもっともっと耳を傾ける必要があろう。このような客観情勢を充分踏まえた上で(2)に

立ち向かわなければならない。課題は明らかである。基礎的な学問としての分子科学の存在意義

はなにか， ということであろう。分子に関する新しい知見，概念，方法論等々がふつふつと沸い

てでてくるようでなければならない。その見通しについては，第一線の研究者を中心とした研究

会を折にふれて開催するのも一策ではないか。分子科学の周辺には，天文学，材料科学，生物学，

プラズマ科学，大気科学と枚挙に暇がないくらい多くの領域がある。根幹をなすイノベーション

の泉さえ涸らすことがなければ，分子科学はより一層大きな寄与をし続けることであろう。さら
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に付け加えれば，従来にも増して人事の流動を促進すること，とくに全世界に押し広げることを

期待したい。
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「分子科学研究所創設20周年記念事業」報告

20周年記念事業実行委員会委員長中村宏樹

分子科学研究所は，昭和 50年 (1975年） 4月創設以来 20周年を迎えることとなり，平成 7

年 (1995年） 5月12日⑥に岡崎の地において記念式典が執り行われた。本記念事業の推進は平

成6年 (1994年） 6月分子科学研究所教授会議で決定され，北川禎三，小杉信博，中村宏樹の

3教授，及び内田章技術課長が幹事となり計画を進めることとなった。

平成6年 10月19日に，所長，研究主幹，施設長並びに管理局長，総務部長，経理部長及び庶

務課長からなる企画運営委員会が組織・招集され20周年記念事業の企画・運営が正式に開始さ

れた。委員会を円滑に運営するために，分子研側の上記幹事4名と総務部長，経理部長，及び管

理局各課長からなる実行委員会が組織され，中村宏樹が実行委員長の任につくこととなった。

実行委員会は平成 7年4月19日の最終委員会まで延べ 4回（10月20日， 11月15日， 2月

3日， 4月19日）開催され，記念事業実施の大綱を討議・決定した。記念事業は(1)式典，（2）講演，

(3)施設見学，（4）祝賀会，（5）賛助事業からなり，それぞれの業務を円滑に進めるために式典班（責

任者北川教授，及び総務部長），公開班（責任者内田技術課長，補佐酒井楠雄技術班長），記念誌

編集班（責任者小杉教授）を構成した。また，賛助事業については分子研側が責任を持って遂行

することとした。各班とも細部にわたる詰めの作業は大変なものであった。

なお， 5月12日の記念式典は下記のとおり執り行われた。

◎式 典職員会館 13:30~ 

1.開式の辞

1.所長式辞

1.祝 辞文部大臣与謝野馨（代読学術国際局学術課長崎谷康文）

財団法人神奈川科学技術アカデミー 理事長長倉三郎

岡崎市長 中根鎮夫

1.祝電披露

1.閉式の辞

◎講 演職員会館 14: 10~ 

ーサイエンスをつくる一 細矢治夫（お茶の水女子大学教授）
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◎施設案内 15 : 00~ 

電子計算機センター及び極端紫外光実験施設

◎祝賀会職員会館 16:00~ 

式辞 分子科学研究所長

祝辞 岡崎国立共同研究機構長

伊藤光男

竹内郁夫

岡崎南ロータリークラブ会長 加藤正男

前岡崎国立共同研究機構長 井口洋夫

当日は異例の雨に見舞われたが，式典は 250人に及ぶ多数の方々の参加を得，成功裏に執り行

うことができた。

また，賛助事業については個人の方も含めて 90件以上に及ぶご賛同を得ることができ，式典・

祝賀会にも多くの方々のご参加を賜った。ここに改めて，実行委員会を代表して心からお礼を申

し上げたい。

記念誌等の編集についても作業が並行して進められ，（1）「分子科学研究所20年の歩みー写真集」

及び(2)事業の記念誌として「創設 20周年記念事業」が作製された。 (1)は，別途準備が進められ

ていた啓発的単行本「新・分子の世界」とともに式典当日参加者に配付された。 (2)には，祝辞等

が収録されており， 7月1日に刊行された。

最後に，本記念事業が滞りなく成功裏に執り行われたのは，関係各位の献身的な作業のお陰で

ある。ここで改めて，心より感謝申し上げたい。これからはこの 20周年をバネとして分子科学

の新しい分野を切り開き，世界の分子科学研究の中心としてますます発展していくよう，たゆま

ぬ努力と精進を重ねることが分子科学研究所の研究者に求められている。
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研究紹介

新しい型の分子間電子移動

分子研吉原経太郎

はじめに

分子間の電子移動は最も基本的な反応素過程の一つであり，酸化還元反応や植物の光合成等広

い分野の現象に直接関連している。従って古くから多彩な研究が行われている。溶液中の電子移

動の研究は大きく言って 3つの型について 3つの段階を経て進んで来たといえる。電子移動に

よって，媒体中に突然＋，ーの電荷分離が起こるのでこの新しい状態に対応して，まわりの溶媒

分子は回転や並進を伴いながらそのエネルギーを緩和させて行く。したがって電子移動の動的過

程は電子移動速度定数 Kと溶媒緩和時間てとの比較に基づき議論するのが適当である。 1)k 

くくてー1，電子移動は十分に遅く反応に際して反応の原系と生成系の間に疑似平衡が成り立って

いる場合。古くから Marcusらによって研究された。 2)K～戸，電子移動速度と溶媒緩和時間

とが同等である場合。 1980年代から研究されはじめた。 3)k> >て-l，溶媒緩和を待たずに電

子移動が非常に速く起こる場合。極めて最近見いだされた新しい型の電子移動である。順序を追っ

て述べることとしたい。

1)電子移動が溶媒緩和時間に比べて遅い場合， Kくく戸

化学反応は一般に自由エネルギー曲面上を反応物がエネルギー障壁を越えて生成物となり安定

化していく過程として表わされる。反応中に反応物の分布が熱平衡に保たれると仮定できる場合，

遷移状態理論を適用して，電子移動速度 kTsTは次式で表わされる。

kTST —互 exp（一妍） (1) 

ここでPは反応物が遷移状態にある時電子移動が起こる確率であり， vは反応物が遷移状態を通

過する速度である。 zoは分配関数，△G＊は活性化エネルギー， KBはボルツマン定数であり， T

は温度である。曲率の同じ 2つの放物線を反応物，生成物のエネルギー曲面とする等の仮定をし

た時，△G＊は反応物と生成物間の自由エネルギー差△Gによって，

AG*=（入十 AG)2
4入
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と表わされる。ここで入は再配向エネルギーである。この簡単な式と(1)式から Marcusの“逆転

領域”が予想できる。 1) 電子移動は—△G の大きさについて 2 つの領域に分けられる。-LiG= 入

の時電子移動速度は—△G が大きくなると速くなる“通常領域”にあり， —ふG= 入の場合最天に
なる。さらに—△G> 入の時逆に遅くなるが， これを“逆転領域”と呼んでいる。よって電子移

動は“吊鐘型”のエネルギー差依存性を示すことが予想される。 Marcusによってこの理論を展

開された後，逆転領域の存在を確かめるため多くの実験がなされたが，いくつかの理由で不成功

に終わっていた。 1980年代になって， MillerとClossらがはじめて，明確に吊鐘型のエネルギー

差依存性を見いだし 2)' その後多くの系で観測されるようになった。 2,3)

2)電子移動が溶媒緩和時間に比べて同等の場合， K～て-l

溶媒のダイナミックスと化学反応に関する 1940年の Kramers理論が1980年代に数多くの理

論家によって電子移動の問題に応用された。電子移動反応において，反応原系（電荷は中性）と

生成系（＋と一の電荷を持つ）の極性溶媒の溶媒和状態は異なるので，反応に伴って溶媒分子は

再配向しなくてはならない。この再配向過程は溶媒分子の回転，並進等の拡散運動によって起こ

る。つまり反応物は溶媒の揺らぎによって活性化エネルギーを与えられ遷移状態に達し，溶媒の

揺らぎによってそのエネルギーを奪われ生成物として安定化するのである。このような場合，溶

媒の揺らぎの速さが反応速度に影響を及ぼすようになる。 (1)式において反応確率pが大きくなり

1に近づくと遷移状態を通過する速度 vが律速段階となる。速度定数は，

kA=¾;~exp(—岱） (3) 

となり，動的な量である溶媒の緩和時間てSを顕に含むようになる。 4) Asは溶媒の再配向エネル

ギーである。もし活性化エネルギー△G＊が0であれば(3)式の指数関数部分は 1となる。またルー

トに入った部分は通常室温で 1程度である。そこでこの理論によると電子移動の反応速度定数は

k~Ts-1となり，どんなに大きくてもてSの逆数を越えないということになる。このような現象

が観測できるとすればそれは非常に速い電子移動に限られたことであり，近年の超短パルスレー

ザーの発展によりようやく研究されるようになった。

KosowerとHuppertは分子内電子移動を種々のアルコール中で測定し反応速度と溶媒の緩和時

間との比較を行った。 5)彼等は分子内電子移動速度定数と溶媒の縦緩和時間qの間に K~てLの

関係があることを見い出した。てLとは誘電分散，誘電損失の実験より求められた Debyeの緩和

時間てDより算出された緩和時間である。溶媒和時間に依存するその他の電子移動の例としては
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ビアントリルや ADMA等の分子内電子移動が

知られている。

3)溶媒和過程より速い電子移動， k>>て-1

極く最近， 1990年代に入って，溶媒の緩和

時間より速い電子移動が新たに観測され始め

た。 6, 7) 前節で述べたところによれば，電子

移動反応は溶媒の緩和時間，つまり，溶媒分極

の応答が律速になる。このような分極は溶媒分

子の拡散運動によるので速度定数は溶媒緩和時

間の逆数に依存するはずである。しかし実際に

は溶媒緩和過程よりさらに速い電子移動が分子

間電子移動と分子内電子移動の双方について見

いだされた。これらの電子移動は反応系の分子

内振動や溶媒の運動によって起こると考えられ

る。反応物と生成物では電子状態が異なるので

分子構造（原子間距離，角度）も異なることが

予想される。このような核の再配向過程は分子

内振動運動によるので非常に速い。図 1(a)に反

応座標を分子の核座標qと溶媒和の座標 Xを

分けて取り扱う 2モードモデル（または 2次元

モデル） 8, 9)を示した。この図を見ると速い反

応は座標軸qに沿って起こるが，遷移状態Cを

通過するには直接qに向かうより少し Xに

沿って動き，エネルギー障壁の低いところを

通って，生成系に到るのがよいことが分かる。

また，図 1(b)には 3次元的に光誘起電子移動反

c
 

q
 

(a) 
Product 

x
c
 Reactant 

q
 

(b) 
Reactant 
(Excited state) 

und state 

X 

図 1(a)原系と生成系の自由エネルギーの 2

次元表示。 Xは溶媒の座標，qは核の

座標をあらわす。 (b)溶媒和過程と競争

する電子移動の3次元モデル表示。生

成物の振動状態を明示してある。

応を示した。ここには図 1(a)に示されていない，生成物の高い振動状態の関与が示してある。こ

のような非常に速いダイナミックスが関与してくれば電子移動も従来考えられていたよりも速く

起こることが可能となる。つまりp(X, t)を原系の時間tにおける軸x上の存在確率とすると，

反応は次式で与えられる。
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ap(~=D(t)訟［心＋ふ攣] p(X, t) -~ k(n,, X) p(X, t) (4) 

ここで第 1項はX軸上の拡散を示し，拡散係数D(t)は

D(t) =―知T_LdA(t) 
2入sA(t) dt 

(5) 

であらわされるが， これは別の実験

で，蛍光の動的ストークスの実験か

ら求めることができる。第 2項は電

子移動をあらわすが，反応はq軸上

で無限に速い事を想定している。反

応は原系の振動状態の最低準位から

生成系のいくつかの振動励起準位

(n)へ起こると考えられるので，

Bixon-Jortner型の振動量子化を

行って，古典的な式を改良している。

10) 
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通常分子間電子移動の場合，電子

移動の前に拡散過程が入るので高速

の電子移動を観測するのは難しい。

ドナー溶媒中にアクセプターとなる

溶質を溶かすことによって我々はこ

の問題を解決した。 6) 図 2に電子

供与性溶媒N,Nージメチルアニリン

(DMA)中の色素（オキサジン 1)の

蛍光減衰を示す。 11) この色素は強

い蛍光物質であり，通常その励起状

態の寿命は数ナノ秒である。 しかし

N,Nージメチルアニリン中では電子

移動によって寿命が著しく短くな

り， 250フエムト秒程度となる。

DMAの溶媒和時間は 16ピコ秒（平

8
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(a)オキサジン 1(OX1）の N,N-ジメチルアニリ

ン(DMA)中における蛍光寿命とその温度効果。

不活性溶媒中と比較すると約 1000倍短い寿命は

DMAから励起された OX1への超高速電子移動

による消光を示す。

(b) OX1のアニリン (AN)中における蛍光寿命とそ

の温度効果。減衰は非指数関数である。 (a)の場合

に比べて電子移動が遅くそのため溶媒のダイナ

ミックスの影響を受けやすい。これが遅い部分の

はっきりした温度効果になって現れている。
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均緩和時間 16.0ps; 2成分からなり第 1成分3.8ps, 第2成分22.6ps)であるので，電子移動

のうち速いものは溶媒和過程の 100倍位速く起こっていることになる。図 2は電子移動ダイナ

ミックスの温度効果を示しているが．興味深いことに遅い反応の場合には（図2(b), 電子供与性

溶媒としてアニリンを用いた）はっきりとした温度変化が見られる。このことは電子移動が溶媒

和過程と競争して起こるため溶媒ダイナミックスの温度効果を受けることを示している。図 2の

ダイナミックスは温度効果を含めて，式(4)で極めてよく説明することができる。

Barbaraらのグループは混合原子価錯体および基底状態で分子内電荷分離した有機化合物 Be-

taineでそれぞれ溶媒和過程より速い分子内電子移動を観測した。 10,12)彼等が観測したのは光励

起によって生じる励起状態からの逆電子移動で，分子内無輻射遷移過程の一部として理解される。

従来，電子移動の反応速度は溶媒分極の応答が律速になると予想されていた。このような分極

は溶媒分子の拡散運動によるので速度定数は溶媒和時間の逆数に依存するはずであったが，これ

に関わらない新しい型の電子移動が観測されたといえる。さらに詳しい研究では，電子移動の温

度効果，置換基効果，重水素効果などの実験で 11,13,14) いずれも上に述べた，分子振動と溶媒

の分極を分けて取り扱う 2モードモデルによるシミュレーションによって良く説明できる。この

ような非常に速いダイナミクスが関与してくれば電子移動も従来考えられていたよりも速く起こ

ることが説明できる。

実験的研究の多くは光励起電子移動について行われるのでレーザーが一般に励起光源として用

いられている。フエムト秒レーザーの発展により非常に短い時間領域（ピコ～フエムト秒）での

研究が可能となり，振動のコヒーレス等を含めた電子移動のダイナミックスの研究に新しい展開

をもたらすであろう。
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研究室紹介

相関分子科学第一研究部門

（渡辺グループ）

分子研渡辺芳人

この分子研レターズ33号が皆さんのお手元に届くころには，「分子研の 1年は，あっと言う間

だったな．．．」と呟いているに違いない。それほど僕自身は一生懸命に何かをやっていたハズな

のです。

昨年10月に京都から移って最初にやったことは，日本化学会の「秋季年会」に通うことだった。

「神宮前」で乗り換えればよいものを，わざわざ「名古屋」まで行って，延々と地下鉄駅まで歩

き，高いお金を出してどこぞの駅まで4日間も往復したのを，昨日の出来事のように覚えている。

さすがに 1年も経てば，岡崎界隈の道路事情には大分明るくなってきた。ただし，康生町あたり

が昔の繁華街らしいが，ほとんど足を踏み入れたことがないので，実は，岡崎について何も知ら

ないというのが正解であろう。

さて，本題の研究室紹介に話を戻そう。中筋先生の後を受けて赴任してきた最初の半年は，単

身赴任的研究人生を送った。当初は， e-mail,ファックス，電話での研究指導と，時折京都へ出

て行ってのデイスカッションで何とかなると考えていたが，これが「大いなる誤解」と言うもの

で，ほとんど実質的な指導は出来なかった。そういう点から考えると，学生諸君にとって私の転

任ははなはだ迷惑千万なものであったろう （彼らにとっては，のんびり研究が出来て良かったと

いう感想が出るかも知れないが，それだけトレーニング不足の期間を過ごしたということであ

る）。

年度が明けて，先ず助手の小崎紳ー（注：おざきと読む）さんがUCSan Franciscoから研究

スタッフとして加わった。彼は，慶応大学在学時に交換留学生としてメリーランド大で 1年を過

ごし， TexasA&Mでビタミン B12の生合成経路の研究で PhDを取得している。この段階で

NMR，分子生物学をマスターしている。その後， UCSFでポスドクをやって，ようやく本国への

強制送還となった次第である。現在「何かを募集中」のはずであるが，詳細は本人に聞いて欲し

い。

総研大生 (D1)の松井敏高君は，昨年 10月私と一緒に岡崎に来たのだけれど，それは 4日間の

「秋季年会」出席のためであり， 4月にやっと岡崎の正式な住人となった。同じ学年の学生に聞

くと，松井君は高校生の時から某コンテストの度侮にその名前が上位に掲載されるほどの人材で
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あったらしい。もちろん今でもそうである。

小崎先生と松井君はヘム蛋白質を取り扱っている。 DNAレベルでの切った貼ったを行い，ハ

イブリッド酵素のデザイン，人工ヘム酵素の創出などで忙しい毎日を過ごしている。一畳半の低

温室，高速遠心機， PCR，電気泳動，旋回培養器などバイオ用の装置も着実に揃い始めており，

化学者の目で見，化学という言葉で記述される分子レベルでの生体科学を目指した研究が今まさ

にスタートした。 • 

M2の後藤義夫君は，京大工学部に籍を置いて，特別研究学生として参加している。有機化学

をバックグラウンドとしており，酸化反応に関与するシトクローム P-450と呼ばれる酵素の不

安定な中間体の反応性に関する研究を行っている。水が系内に存在するとたちまちつぶれる化学

種のため，化学試料室の一階に置いてあるグローブボックス中で反応を行っていることが多い。

運良く，親戚の方が豊橋に住んでおられるため，名鉄電車での通学という「滅多にできない」経

験をしている果報者である。彼は良く気が付くタイプの人間で，コンパと言えば，「予算はどの位，

参加人数は，場所は，時間は．．．．」等がたちどころに頭の中を駆け巡るのである。あと数年の修

業で，あの酵素反応を研究しようと言えば，「どんなモデル錯体を合成し，その時の溶媒は，温

度は，反応時間は，反応機構は．．．．」と頭の中で考えが直ちに出てくるようになるはずである（期

待していますヨ）。

5月には， IMSFellowとして和田仙二さんが合流した。彼は，広島大医学部総合薬学の木村

栄一先生の研究室出身で，錯体研究施設の塩谷教授の後輩ということになる。上級試験に合格し

ており， IMSFellowでは申し訳ない気もするが，物事には巡り合わせとタイミングがあり，私

達のグループの一員として「あっ」という仕事を期待している。

和田さんと後藤君が金属酵素のモデル，反応機構の解明など化学の部分を担当している。特に

目新しい装置などはないが，ー 40~-80℃前後の反応を長時間 UVやIR,NMRで追跡できるよ

うになっている。こうした装置は，低温下での反応をスペクトル変化として追跡し，種々の不安

定中間体を見つけだす原動力となっている。

さて，どんじりに控えしは，秘書の谷澤三佐子姐さん。助教授の磯辺先生が大阪市大にご栄転

されて，相関領域研究系の中には分子研の細かなルールや手続きなどに精通している人間が居な

くなってしまった。否，谷澤さんが生き字引（？）としてナクテハナラナイ存在なのです。今回

の分子研レターズを皆さんが読んでいるころには，新しい助教授の先生も決まっていることであ

ろう。また，分子研の右も左も分からない研究者が相関にやってきて，谷澤さんの仕事が増えそ

うである。
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極端紫外光実験施設

（木下グループ）

分子研木下豊彦

平成6年 10月に分子研に着任して以来間もなく 1年がたとうとしています。着任早々の 11月

と12月には，赴任直前に研究を進めていたドイツで，仕事の残りを続けさせていただき，実質

は年明けから岡崎に腰を落ち着けたというのが実感でした。電気も 50Hzから 60Hzに変わり，

言葉も三河弁，大あさりのあまりの大きさにびっくりし，同じ国内でありながら，随所にカル

チャーショックを感じています。今まで物性物理の世界に住んでいて，亀の甲のこともわからな

い私にとって，分子研のことは UVSORのことを聞いたことがある程度でした。その UVSORに

しても赴任してきて初めて目にした次第です。

昨年まで私は，東京大学の物性研究所に所属しており，つくばの高エネルギー物理学研究所の

放射光実験施設に実験ステーションを建設し，それを使って研究をしてきました。ご存じのよう

に，放射光科学は，加速器という巨大な装置に実験装置と研究者がぶら下がって研究を進めてい

く科学であり，多くの人々の力と，多額な予算の裏付けなしには考えられない分野のひとつです。

物性研時代の我々は，高エネ研という大家さんに敷地を借りて住んでいた店子でした。店子であ

りながら，全国からやってくる共同利用実験者のお世話をし，自分たちの研究も進めていくとい

うことで，いろいろな苦労もありましたが，国内に類を見ない恵まれた施設の中で研究を送るこ

とができ，非常に充実していました。今回 UVSORという光源を保持する大家さんの一員となっ

たわけですが，大家には大家の苦労もあるということを実感している今日この頃です。これまで

にもいろいろな方がおりに触れて発言されているように，マンパワーの不足など一筋縄では行か

ない問題が山積しております。しかし，それでも国内の研究機関の中では恵まれた立場にあるこ

とに変わりはなく，いろいろな夢を持てる環境であることは間違いありません。まだ赴任したて

で実態を知らないことをいいことに，いろいろなアイデアを出していきたいと思っています。

これまでの UVSORは，私の前任者の渡辺誠先生を中心にして，立派な業績を上げてきました。

しかし今では，世界各国で第3世代と呼ばれる高輝度の放射光施設の建設が進み，一部は稼働し

ている状況になっており， UVSORの立場は厳しいものになってきていると言わざるをえません。

今後の UVSORをどうして行くのか，現在あるビームラインのスクラップ＆ビルド，将来に向け

ての計画をたてて行くことなど，微力ながらお役にたちたいと思っています。
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次に私自身の研究について紹介します。我々は，これまでに固体およびその表面，界面に関す

る光電子分光実験を行ってきました。近年の放射光技術の発展や，測定技術，試料作成の進歩が，

光電子分光研究の分野に与えた影響も大きく，角度分解測定は既に標準的な手法となっており，

スピン分解や測定の高分解能化など，より困難な光電子分光実験が実現しています。我々もまさ

にその様な実験を手がけており，物性研時代にはいくつかの成果を上げることができました。

UVSORでも今そのような実験が進行していることは言うまでもありません。光電子分光実験で

もう一つの高度なテーマが，位置分解能を上げた実験，即ち光電子顕微分光です。放射光の特徴

である，光エネルギーの可変性，偏光特性を上手に利用し，光電子顕微分光と組み合わせること

で，これまでは困難であった実験が，可能になることが期待できる実験手法です。我々が現在整

備を進めている測定装置は， FISurface Systems社製の ESCA220i光電子分析装置 (XLレンズ付）

で， ImageModeでは空間分解能 2μmで表面の微小領域の像を得ることができ， SpectrumMode 

では空間分解能 20μmでその微小領域の光電子スペクトルを測定することができます。当面は，

通常のX線発生装置を使用して， XPS及び， Imagingの性能テストなどの予備実験を進めますが，

その後は，できるだけ早い時期に， UVSORのビームラインに設置して，実験を進めていきたい

と思っています。立ち上げのマンパワーという面では，施設という特殊な状況ですから，研究系

のように助手や技官の人とグループを作って研究を進めていくのは難しい状況です。現在私と直

接組んで研究を進めているのは，非常勤研究員 (IMSフェロー）の八木伸也さんです。八木さん

は広島大学の出身ですが， PFでずっと表面 EXAFSを用いた表面吸着系の研究を行ってきた人

です。私と同様，表面を研究対象としてきたわけですが，少し違う手法とかサンプルの研究をし

てきたわけです。お互いに補ってやつていける絶好の人に来てもらえたと思っています。もう一

人，施設の助手の木村真一さんにも，いろいろな場面でお手伝いいただくことにしています。赤

外から紫外領域まで，いろいろな物質の光学スペクトルを測定してきた人で，私が東北大学の学

生時代にお隣の研究室にいた学生さんであり，お互い良く知っている間柄です。

その他施設の鎌田グループや，研究系の小杉，宇理須グループ等とは，研究分野が近いことも

あるので，場合によっては協力研究をお願いできればとも考えています。

研究室の体をなしているのかどうかもわからない未熟なグループですが，皆様のご助言，ご援

助を宜しくお願いします。
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極端紫外光科学研究系基礎光化学研究部門

（田原グループ）

分子研田原太平

平成7年 1月に分子科学研究所に着任いたしました。ですから，今，分子研に来てちょうど半

年がすぎたところです。その間に， 4月に総研大の学生の加山美佐さんが， 5月に助手の竹内佐

年君と IMSフェローの松尾繁樹君が仲間に加わり，現在私を入れて 4人の研究グループとなり

ました。着任してから半年たったといっても， 3月まではきょろきょろしているうちにあっとい

う間に過ぎてしまいましたし， 4月は加山さんと二人で掃除ばかりしていましたので，現在の 4

人が顔をそろえた 5月が実質的な研究室のスタートであると考えています。ですから，研究室と

してはまだ月齢（？）数力月で，ようやくうぶ声をあげたばかりのところです。

他の三人はこれまでほとんど分子研に縁がなかったようですが，私自身は修士時代に，当時客

員助教授をなさっていた浜口宏夫先生に連れられて何回か実験に来たことがあります。北川先生

の研究室でピコ秒レーザーをさわらせていただいたわけですが，研究を始めたばかりの私にとっ

ては分子研の存在そのものが非常に刺激的でありました。分子研に対する当時の私の正直な印象

は“偉い先生がすごい装置を使って朝から晩まで研究をしているとても恐ろしいところ”という

ものでした。そして，その印象はその後，分子研に就職された研究室の先輩たち（もう皆さん栄

転されてしまいました）からもれ伝わる話からも補強されることとなりました。ですから，つい

最近まで自分がその“恐ろしそうな”分子研に職を得るなどとは夢想だにしておりませんで，人

間，先のことはわからないものだとつくづく痛感しております。分子研の一員となって半年過ぎ，

同じ部門の小杉グループの皆さんのおかげと，また 2, 3,野武士の雰囲気をもつ方を見いだし

たこともあって， ようやくこの頃，これはなかなか楽しそうではないかと思えるようになりまし

た。

さて，ここで，私のこれまでの研究歴について簡単に記しておきます。まず，大学院では東大

の田隅三生先生の研究室で浜口宏夫先生の指導のもと，ナノ秒領域の時間分解振動分光を用いて

電子励起状態の研究を行いました。博士課程修了後，同じ東大の近藤保先生の研究室で 1年間，

助手として真空装置の設計のイロハを学ばせていただき，その後，前任地である神奈川科学技術

アカデミーヘ移り，浜口先生を室長とする 5年間の研究プロジェクトに参加いたしました。そこ

では，ナノ秒レーザー，ピコ秒レーザー， フエムト秒レーザーを使っていろいろな時間分解分光
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（主としては振動分光）の研究を行ったのですが，研究もさることながら，文字どおりゼロから

皆で研究室を作るという貴重な経験をすることができました。振り返ってみると，助手時代の 1

年間をのぞいて，短パルスレーザーを用いた時間分解分光による溶液光化学反応の研究をもうか

れこれ10年間行ってきたことになります。私のこれまでの興味は，学部の有機化学の講義で聞

いたあの多種多様な反応を物理化学的に“ちゃんと’'理解したらどうなるのかという素朴な疑問

がもとになっているので，その意味で，化学反応の途中をスナップショット的にとらえることの

できる時間分解分光法はまさにうってつけだったといえます。ですから，夢中で楽しんでいるう

ちにいつのまにかここまで来てしまったというのが正直なところです。

分子研ではこれまでの興味をもとに，分光実験を通してさらに化学反応に対する理解を深めて

みたいと思っています。私にとっての反応は，やはり有機化学の人がフラスコ内で行う反応でし

て，その意味では溶液での反応が基本です。私自身少しは気相での実験もいたしましたが，やは

り興味の中心は溶液です。この溶液の反応を考える上で，溶媒の働きが非常に重要なことは論を

待ちませんが，それを分子論的にどのようにとらえたらよいのかは未だよくわかっていないと思

います。ですから，これからはこれまでの溶質に対する研究にくわえ，溶媒に対する研究をも行

い，両方の情報を合わせて化学反応に対するわれわれの理解を深めたいと考えています。実験手

段の方から言えば，われわれのグループではレーザーと放射光を二本の柱として研究を進めてい

く予定です。レーザーはともかく，放射光は私にとっては全く新しい研究手段なので，現在，ど

んな使い方ができるのか，いろいろ可能性を模索しているところです。フェムト秒の超高速レー

ザー分光を用いた実験と相補的な情報を与えるという意味で，今は特に放射光を用いた遠赤外分

光に注目しています。また時間分解分光をやってきた立場から，ピコ秒パルスであるという放射

光の時間特性にも非常に興味をそそられています。いずれ研究グループにいろいろな意味での体

力がついたら，二本柱のレーザーと放射光を組み合わせた新しいタイプの実験にも挑戦したいと

思っております。このような現在の私の興味（あるいは漠然とした方向性）が，グループのメン

バーの個性とぶつかって， どのように発展（変質？）していくのかが最も楽しみなところです。

私は研究するうえで“楽しむ”ことが最も重要であると考えています。研究者はそのアウトプッ

トで評価されることはもちろんで，その意味でシビアであることは言うまでもありません。うま

くいってもダメでもッケは自分にまわってくるのは当然のことです。つまり，どう考えるにして

も一生懸命やらなければいけないことには変わりがないので，“ならば楽しんだ方がずっと良い”

と思っています。時限つきの研究プロジェクトにいた経験から，特に最近強くそう考えるように

なりました。研究を楽しむためにはグループのフランクで自由な雰囲気が絶対必要条件です。で

すから，そういうムードを持った研究（小）集団を作りたいと思っています。そして，われわれ

のグループの個々のメンバーがそれぞれ分子研を卒業していくときに，「俺（あるいは私）は分
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子研でこれこれのことを成し遂げた，ああ，おもしろかった」，そんな風に言えるような，個性

豊かなイキの良い研究グループを作っていきたいと考えています。
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流動部門紹介

界面分子科学研究部門

（伊吹グループ）

分子研伊吹紀男
石井久夫

1995年 4月に分子研に移りましてから 3カ月が過ぎました。今年度の流動部門の構成は，研

究内容において 3極でスタートすることになりました。伊吹と石井が1グループで，各々がサブ

グループを構成しております。ここでは伊吹と石井の紹介を致します。

私（伊吹）と分子研との出会いは， 1980年頃の極端紫外研究施設(UVSOR)建設のための研究

会でした。そのとき，「これで，化学のわれわれもシンクロトロン放射光を使えるようになる」

と思ったことを記憶しています。その後は 1人のユーザーとして今日まで大変お世話になってき

ました。この度，分子研のメンバーに加わることになりましたので，今まではかけ通しであった

ご迷惑を少しでも減らすことが出来ればと思っています。

分子研では， UVSORを利用する分子科学の測定システムを充実させたいと考えています。流

動部門の任期は 2年間ですので，この期間に使用可能で，その後は広くユーザーに解放されるも

のを基本に置いております。 UVSORにおける気体をターゲットとする分子科学では，数eV~

130eVの光エネルギーを利用して研究されてきました。このエネルギー領域における分子の挙

動が，イオン，光電子や蛍光測定などにより明らかになって来ました。化学者にとって， C,N, 

0やハロゲンなどは分子を構成する基本原子であり，これらの内殻励起化学を観測したいと思う

のは自然でしょう。 UVSORでもこれらの原子の ls電子励起が出来るようになりました。その

ための観測システムを早期に立ち上げるつもりです。もちろん他の放射光施設でも研究はされて

います。分子研では，分子科学の化学的視点にたった成果をねらってみたいと思います。とはい

え，規模も小さく期間も限られておりますので，極端紫外光研究系， UVSOR施設，装置開発の

方々等のご支援も得ながら進めなければなりません。よろしくお願い致します。

放射光と分子科学，化学との関係はまだ不完全で，不安定であると痛感しています。その要因

として，光強度の弱さとそれに伴う化学的イベント数の少なさが，まだ化学（者）向きになって

いないためと思いまずが，物理と化学，工学部と理学部など大学特有の学部間交流の乏しさ，化

学者の伝統的な体質と巨大装置との共存という問題も横たわっているという印象も持っていま

す。放射光も第 3世代の時代に入って光強度も飛躍的に上がり，次の第4世代という言葉が聞か

れるようになりました。化学との関係にも大きな発展があるものと期待しています。また， レー
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ザーとの相補的役割も強まると確信し，楽しみを持って岡崎の 2年間を生活したいと思っていま

す。

研究所外のグループとも積極的に共同作業を進めることに取り組んでみたいと思います。特に

気体の分子科学研究者のグループとは連絡を密にして，今後の放射光分子科学・化学に寄与でき

ることがあればと願っています。

石井は本年 4月から 2年間の予定で名古屋大学から赴任して参りました。名大時代から

UVSORのBL-8B2のユーザーとしてお世話になってきましたが，今回の流動部門着任を機に

BL-8B2の運営に携わることとなりました。ここでは，私自身がこれまで BL-8B2で行ってきた

研究と現在進めているビームラインの分光器の改修について紹介させていただきます。

最近，太陽電池，発光素子，電界効果トランジスターなどの様々なデバイスヘ有機物を応用す

る試みがなされています。これらのデバイスにおいては，有機物／有機物，有機物／無機物界而

の電子構造を明らかにすることが，デバイスの動作原理を理解し，素子特性を向上させるために

必要です。しかしながら，界面電子構造を直接測定した研究はほとんどなく，バルクの電子構造

から界面電子構造を推定している研究がほとんどです。そこで，我々は従来の界面電子構造推定

法が正しいかどうかを検証するため，太陽電池として知られるポルフィリンや有機発光素子とし

て知られるキノリノールアルミ錯体と金属との界面の電子構造を紫外光電子分光(UPS)を用いて

調べてきました。その結果，界面で真空準位ないしはフェルミ準位の一致を仮定する界面電子構

造推定法は適切でないことがわかってきました。我々としては，最終的には，有機物／無機物界

面の界面電子構造の形成機構を明らかにしたいと考えていますが，モデルを立てるために必要な

様々な有機物界面のデーター集めをしているのが現状です。今後は， BL-8B2の紫外光電子分光

装置にX線光電子分光装置を増設し，界面での有機分子と金属表面の相互作用をミクロに理解し

ていくことをめざしています。

BL-8B2が動き始めて今年でほぼ 10年が経過しました。その間，分光器に関してはほとんど

手を入れておらず，近年，光の強度がかなり落ちてきました。特に 60eV以上の短波長側では満

足なスペクトルを得るのが困難となってきました。そこで，この春の UVSORのシャットダウン

を機会に，ユーザー有志が集まって分光器の光学素子の交換作業を始めました。とにかく分光器

に関しては全くの素人集団ですので，鎌田先生，平谷さん，中村さんをはじめとする UVSORの

方々にいろいろ教わりながら何とか作業を進めました。まだ，分光器の改修は終了していません

が，交換前の鏡が真っ黒に焦げていたことから，かなり光の強度は改善されるのではないかと期

待しています。
ご`）

最後に，今回の流動部門派遣に際し，宇理須教授，名大の関教授を始め，分子研・名古屋大学

の関係者のみなさまに大変お世話になりました。お礼申し上げます。
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極端紫外光科学研究系界面分子科学研究部門

（細野グループ）

分子研細野秀雄

本研究グループは，東京工業大学工業材料研究所から 2年間の予定で， 4月からこの流動部門

に赴任してきています。といっても，全くの新グループと云うわけではなく，前任の川副グルー

プからの継続となっています。東工大では，川副博司教授，助教授の細野，植田尚之助手で 1研

究室を構成しており（もちろん多数の学生さん達と），このうちの二人が流動でこちらへきてい

る格好になっています。

我々のグループでは，ワイドバンドギャップ酸化物の光・電子的性質を中心的な興味として，

新材料の研究を進めています。酸化物というと Cu系の超伝導体に代表される遷移金属酸化物に

注目が集まりがちですが，我々が取り扱っている酸化物は主に so或いは s2電子配置を持つpブ

ロック元素の酸化物です。これらの物質の中には，石英（Si02)やサファイア (Al2伍）に代表され

る典型的な絶縁体（光学材料・耐火物！・研磨剤！！）もあれば， ITO(Indium Tin Oxide)のよう

な透明電極材料まで，その性質・（結晶・電子）構造は，まさに多種多様です。多少の宣伝をお

許し願えば，我々のグループが見い出した Mgin204 (IMO,“アイエムオー”と読んで欲しいの

ですが世間の人は“イモ”と読んでいます。）という透明酸化物は，絶縁体から金属的な伝導状

態まで電気伝導度を制御することができ，これには Si半導体に使われるイオン注入というドー

ピング手法も使用可能であることを見い出してきました。最近では透明で高伝導なアモルファス

の酸化物をバンド構造に関する簡単な考察から創ることが出来ました。アモルファス半導体は

a-Si:Hに代表されるテトラヘドラル系と a-As2品の様なカルコゲナイド系に大別されていますが

いずれの系も透明性と高電導性の両方は満足できません。酸化物をベースとした新しいアモル

ファス半導体の領域が拓けるのではないかと期待しています。例えば， Cd衣b04はアモルファ

スとしては画期的な高い伝導度 (o=4 X 10―2S • cm, ホール移動度～ 12cm-2• V―1. s―1) を示

します。

分子研での活動の中心は，このような物質群の電子構造を解明することにあります。これまで

はUPSや真空紫外光領域における反射スペクトルの測定など， UVSORの施設を利用させていた

だいてまいりました。これらとエネルギーバンド計算を併用して，電子構造を調べてきたわけで

すが， n型半導体ともなればやはり伝導帯を直接検出したいということで，昨年度より逆光電子
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分光測定装置 (BIS)の建設に着手いたしました。超高真空系の装置を設計するのは初めてだった

ので，すっかり手間取ってしまいましたが，順調に行けば秋には立ち上がる予定です。自分達が

創ったこれらの材料にこの装置を適用して，バンド構造についての新しいインサイトを得たいと

思っております。
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第五回分子科学研究所オープンハウス

第五回分子科学研究所オープンハウスが平成7年 5月20日（土）に開催された。この企画は

全国の学部学生と大学院学生に分子科学研究所が大学共同利用機関としての機能と 1989年度に

創設された総合研究大学院大学（総研大）の基盤機関としての機能を併せて持っていることを紹

介することを目的として行っております。オープンハウスの案内は分子科学研究所の教官へのア

ンケート調査により，分子科学およびその関連分野の研究を行なっている全国の国公私立大学の

研究室へ配付しております。例年，我々のリストに記載されていない，いくつかの研究室からオー

プンハウスの問い合わせが寄せられるために，今回から「化学と工業」と「物理」にもオープン

ハウスの企画を掲載することに致しました。今回の出席者は 18大学（国立15,公立 1'私立2)

と企業1から 68名であった。

昨年までのオープンハウスでは見学コースを理論，分光，物性，合成に分け，参加者は一つの

コースしか見学が出来なかったために，複数の見学コースを希望した参加者には不満が持たれて

おりました。この改善策として，今年度は見学コースを設定せずに 13時30分から 16時45分ま

での間，参加者は自由に分子研全体を見学しうることに致しました。見学会終了後の懇親会で多

くの参加者に今回の企画について意見を聞いた結果，各教官とも解り易く研究内容の説明を行い，

質問に対しては丁寧に答えてもらえたこと，ならびに研究に対する熱意が感じられるとの例年以

上の好評が得られ，主催者の一人として喜んでおります。ただし，例外なしに見学時間が少なす

ぎるとの指摘があり，これからの検討課題と考えております。

オープンハウスは総研大の説明にとどまらず，分子科学研究所の活動状況を知らせる目的で

行っております。研究所全体の研究活動を半日の公開で理解して頂くのには余りにも少ない時間

ですが，特定の研究分野の活動状況に関しては十分に理解してもらえるものと確信致しておりま

す。この企画を続けることにより，全国の若い研究者に分子科学研究所の研究活動と役割につい

ての理解が深まれば研究所の教官として幸いとするところでございます。

最後に，分子科学研究所オープンハウスは全国の大学からの参加者および各大学の指導教官各

位のご協力で開催されております。世話役としてこの紙面を借りて心からお礼申し上げます。ま

た，今回のオープンハウス開催に協力していただいた職員および総研大生の方々にも，この紙面

を借りてお礼申し上げます。

（田中晃二記）
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受賞者紹介

酒井楠雄氏に化学技術有功賞

酒井楠雄氏

平成 6年度化学技術有功‘政が技術課の洒）卜楠雄氏の ＇＇放射光を用いる分子科学研究のための分

光器の設計 ・製作’に対して授与された。分 f科学研究所の且として誠に喜ばしい限りであり ，

以下に洒井氏の業紐について紹介し，改めてお祝いの意を洗わしたい。

洒井氏は，昭和 54年に高エネルギー物理学研究所から分 f科学研究所装低IJf.J発室に転任し，

発足閉lもない分子研で分子線測定装i性などの先端的な装置の設計 ・製作を行った後，昭和 55年

からシンクロトロン放射光実験施設 (UVSOR)の建設に参画し，光源である紺fストレージリン

グの超高真空ドーナッ竹の設計に携わった。昭和 58年からは UVSOR施設に籍を移し，ピーム

ラインの本体部やピーム取り 出しの先端部などの設計 ・製作を手掛け，今回の受宜となった放射

光利川のための分光器の設計 ・製作に腕を振るわれた。

UVSOR施設のピームラインの内，真空紫外頷域をカバーするものとして，瀬谷 ・波周型分光

器があり ， 6500~300 Aの光を供給する。この分光器は， 3枚のい1析格.f-を交換し，かつ枯密

に回転することが求められたが，喝初は移動台の軸と回転軸との距離が短いために回転角の再現

性に問題があったが，酒井氏のエ夫により，距離を艮くすることができ，波長再現性を達成でき

た。

極端紫外領域では，鏡の反射率が落ちるために斜人射型分光器が必要になるが，回析と巣光を

滴足するには特殊な光学配四と精密な機械駆動が要求される。UVSORでは，人射および出射ス

リットを同定した定偏角斜人射分光器を世界に先駆けて設計 ・製作し， 1000~70 A (BL3A 2), 

および400~15A (BLSB])の光を供給している。洒井氏は，也I析格j'ーと平面鏡を格納した真空

柏を精密に駆動することに成功し，内殻吸収スペク トルの振動構造が分鮒できる高分解能を達成

した。

軟 X領域では ， プラッグ反射を利用した 2 結晶分光器が必要になる 。 光軸を•定にしたま~,

2つの結品を同時に精密にIn!転する l：夫が不可欠である。UVSORでは，特殊な L咆金具を1i|t|i云

させる新方式を考索し， 15～数Aの分光に成功している。洒井氏は，この分光器の設計 ・製作

に携わり，その功績から叫叫科学技術大学の放射光施設に技術指導に招かれた。

また，分光器のヒ流には前閻集光系が設置され，放射光を祁いているが，それらの多くは洒JI:

氏の設計によるものである。洒井氏は放射光によって）J|l熱された鏡を冷却し，かつ精密な調整を
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可能とする機構を考案し，各ビームラインに光を供給することを可能とした。

以上のいずれも，酒井氏の優れた装置設計技術と卓越したアイデアの成せる結果であり，新し

い装置製作への情熟と不断の努力の積み重ねによるものである。

（鎌田雅夫記）
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分子研を去るにあたり

錯体施設での 2年間

阪大理学部中村 晃

錯体化学実験施設長として大活躍された大瀧教授の後任として，平成 5年に専任として赴任し

た。私の場合，大阪大学の方は併任として会議には殆ど出席し，研究室も講義もそのまま続けた

ので，大変多忙な時期を過ごしたことになる。私は，学部での配属より 8年間，阪大産研にて過

ごしたので，研究所は 2度目であったが，立場が随分ちがうので今回は特に印象深かった。分子

研の停年まで 2年しかなかったため，短期助手として， Dr.T. Danielを採用していただき，田中

晃二教授と全面的に協同して研究することになった。 Dr.Danielは， ドイツの Wiizburg大にて

錯体合成化学を専攻し，学位を取ったばかりで，私の古くからの親友， Prof.Helmut Wernerの

推薦によって， 1993年 5月に来所し， 2年間研究を行った。結局，田中グループの得意とする

ジピリジル (dpy)錯体化学を Mo(II)にひろげる事に成功し珍しい 7配位 (18電子）錯体の各種

の新合成に成功し，結晶や溶液状態での立体化学も決定出来たことは他の方々の協力と Daniel

の努力の賜である。 1994年 5月には， Munchen工科大学の Prof.W. A. Herrmann研より Dr.R. 

Hahnが井上財団のサポートによって加わり，ニッケルなどのジチオラト錯体の合成研究を 1年

間行い，興味ある 5配位錯体が合成できた。このように国際的なグループを持てたことは私にとっ

て特に嬉しい事であった。

分子研の特徴である物理化学の分野でいろいろな方々と付き合えたのもよい機会であったと

思っている。とくに，井口機構長と伊藤所長には多くの場合に大変お世話になり御礼を申し上げ

たい。

管理運営の面で分子研のシステムはこれまでの国立大学のものとは根本的にちがっていて，と

まどいもあったが，よい経験となった。特に，事務組織として主計，国研など，大学では見なれ

ない部署があり，熱心に研究をサポートされているのに感心した。主幹会議では伊藤所長のもと，

いろいろな議題が出てくるので，興味深く参加させて頂いたが，分子研の将来計画の策定の時期

に遇い，かけがえのない貴重な経験をした事も思い出される。

錯体施設は，この 2年間に流動部門の教授助教授ペアーが福田沢田組より，吉川中沢組に受け

継がれ領域的にも拡がりをみせている時期であって，私自身もいろいろな面で新しい出会いを数

多く持てたのである。施設の活動として 1994年の国際配位化学会議ICCC-30の主催は特に大き

なものであった。プログラムの最終原稿の作成で見られた素晴しい一致協力は忘れられない。施
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設が国内での錯体化学の中心として国際的にも広く認められた事は関係者一同の大きな自信と

なった。錯体施設の将来もいろいろ考えられるが，後任の施設長の田中晃二教授に若手として新

しいアイディアを期待している。私の転任については，はじめての最終講義も盛大にして頂き，

大阪へ帰る花道をつけてもらったり， 2年間の短い間所長はじめ多くの方々に大変御世話になっ

たことを感謝している。

分子研での生活を振り返って

上智大学理工学部化学科無機化学研究室長尾宏 隆

私が分子科学研究所へ初めて足を踏み入れたのは公募されていた錯体化学実験施設錯体物性研

究部門の助手の面接を受けるために岡崎にやって来た 1990年の 5月末のことでした。それまで

はまさか自分が分子研に足を運ぶことなど考えてもみませんでした。実家が岐阜で近隣であるこ

とからいくらかの懐かしさはありましたが，私立大学出身の自分にとっては国立の研究所とは未

知の領域でした。当時，私は学振の特別研究員として出身の上智大学で研究を行っていました。

幾つかの公募の職に応募していましたがなかなか良い返事がいただけず1年後には定職につきた

いと考えていたところ幸運にもチャンスに恵まれて初の来所となったわけです。何の偶然か分子

研の助手に採用されて岡崎での生活が始まりました。私が赴任した時は錯体物性部門は新設であ

ることにより教授の田中晃二先生と受託院生がわずかに一人でけで，錯体化学実験施設でも全体

で10人程度とまだ人員も少なく大学から来た自分としては非常に広い実験室だと感じていまし

た。 4年9カ月の間分子研で生活しているうちに錯体化学実験施設は約 40人と拡大していまし

た。分子研ではコロキウム，セミナー，岡崎コンファレンスなど様々な分野の先生，研究者の方々

の講湖やお話を聞く機会に恵まれ大変に有意義な生活を送ることが出来たと思っています。また，

多くの国内外の先生方とお話をする機会にも恵まれて今後の研究生活にとって様々な影響を与え

る分子研での 5年間でありました。

現在はもとの古巣に戻り大学4年生研究と教育に追われています。ようやく片道 1時間 30分

という通勤時間にもなれ，分子研と違い研究費も研究スペースも極端に少なく，まさに別世界で

はありますが分子研で学んだことを生かしていきたいと考えています。最後になりましたが分子

研で色々とお世話になった方々に厚くお礼申し上げます。また，今後ともよろしくお願い申し上

げます。
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「これが理論家というものか．．．」

東京大学教養部染田清彦

オリーブ山からのエルサレム旧市街の眺望は素晴らしかった。なだらかな岩山の起伏が続くエ

ルサレムで，迫力のある遠近感を伴った landscapeというものを知った。米国やヨーロッパの町

の風景ならば日本で目にする写真や映像と大差はない。エルサレムは違っていた。写真に写らな

いものが町に充満していた。スークと呼ばれる狭くて暗いアーケードのアラブ人達の喧騒の中に

入っていくと，後ろから何やら怒嗚られ，ロバが荷車を曳いて通り，そして立ち止まるとアラブ

の子供達に囲まれ韻を撫でられた。スークを通り抜けた先のゴルゴダの丘に立つ聖墳墓教会の絶

対的な暗がりの中で徴と香の匂いの混ざった空気を吸って，ふと堂守と目が合うと，信仰の凄味

を感じた。靴を脱がされて入った神殿の丘のモスクの中に敷きつめられた絨毯の心地良い感触を

足の裏で感じた瞬間，イスラム文化の洗練されたセンスに魅了された。アテネからテルアヴィー

ヴの空港に向かう飛行機に乗るときの尋問で，自分がテロリストでないことを証明できないこと

に気がついた。イスラエル出国の搭乗手続で，「滞在中にどんな研究をしていたのか」と尋問さ

れて，素人にも意味のわかる研究をすべきだったと思った。「何か研究成果をまとめたものは無

いのか例えば論文とか」と問われて論文を書かないと帰国させて貰えないのかと弱気になった。

大雪で電柱が倒れ尽くして 3日3晩停電して蝋燭だけで暮らした。暖房も止まって雪の夜セー

ターを 2枚重ね着して寝た。それでも，アパートからヘブライ大学の研究室へ歩きながら，抜け

るような紺碧の中東の空を見上げて，エルサレム独特の石灰岩のごつごつした landscapeを見て

いると，そこの空気に何か spiritualなものが満ちているのを感じ，気分が高揚した。 Raphy

Levineと仕事をして「これが理論家というものか．．．」と目から鱗が落ちた。通算で 3ヶ月半の

短い滞在だったがイスラエル体験は人生観に影響するレベルのものであった。

それに比べると岡崎の生活は呑気だった。岡崎はうなぎが旨かった。乙川の河原をよく散歩し

た。吹矢橋の上から川面を見下ろすと大きな魚が泳いでいるのが見えた。職員会館の地下の

Steinwayのお蔭で私のピアノは飛躍的に進歩した。そこにあった 4台の卓球台は私のショパン

が泌み込んでいるような気がする。「石の上にも 3年」ということだろうか。率直に言って分子

研に来た当初は余り居心地の良い場所とは思えなかった。その頃よく一緒に飲んだ岩井さんが，

私がこんな甘ったるい調子で「分子研を去るに当たり」杯を書いているのを見たら何と言うだろ

うか。

分子研在任中は他所では得難い非常に良い体験をすることができました。中村先生をはじめと

する先生方にお礼申し上げます。
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変わりゆく分子研によせて

東京農工大学大学院生物システム応用科学研究科高柳 正夫

8年半を過ごした分子研をこの 4月に離れ，東京農工大学に異動しました。農工大は東京で最

も知名度の低い国立大学という記事がある週刊誌に載ったことがあります。そんなこともあって

多少の不安をもって赴任したのですが，周囲の方々の暖かい御配慮のおかげで，緑の多いキャン

パスの中，比較的スムーズに仕事を始めることができました。

私が現在農工大で所属している研究科は，新設されたばかりということもあって，分子研に劣

らないほどの活気が感じられます。また，比較的小さな学科（教授・助教授各 12名）なので，

多人数を有する農工大のほかの部局に比べていろいろな面で小回りがきき，斬新なことでも始め

られる雰囲気があります。

ところで，分子研の特徴の一つも組織が比較的小さいことだと思います。小さな組織には，運

営上の小回りが利くことのほかにも，構成員のお互いがいろいろな面で融通しあいながら仕事を

できること，構成員同士の密接なコミュニケーションが可能なことなどの長所があると思います。

そして，分子研はこれらの長所を活かしながら発展してきたと思います。ところが私が在籍して

いた間に，これらの長所を活かそうという雰囲気が失われてきたような気がします。たとえば，

他のグループの研究に対する関心の低下，共通利用の施設や装置を大切に融通しあって使おうと

いう意識の低下などが感じられます。これらの原因は，分子研の組織が大きくなってきたことな

のでしょうか。それとも，所員の世代が変わってきたことなのでしょうか。

人の入れ替わりが激しい分子研では，私のように 8年半もいると古株になってしまいます。

10年もたたないうちに構成メンバーがほとんど入れ替わってしまうのですから， 20年30年勤

続の教官が珍しくない大学とは違って，分子研は本質的に変化してゆくものだと思います。伝統

や慣習にとらわれることなく，新しい手法で新しい分野に切り込んでゆけることは，分子研が世

界の一流の座に居続けるためにはきわめて重要なことだと思います。しかし同時に，せっかくの

良い伝統や習慣があっと言う間に失われる可能性もあるように思えます。先人たちが築いてきた

ものを越えて進んで行くためには，良いものは守ってゆこうという努力を他の組織以上にしなけ

ればならないと思います。変わりながらも良いものは守ってゆくという姿勢が，今後の分子研発

展の一つの鍵になるのではないでしょうか。

このようなことを私が指摘することは僭越だと思いますし，私が指摘するまでもなく，分子研

在籍中の先生方はこのような努力をされていると思います。しかし，分子研を去るに当たってせっ

かくこのような機会を頂戴しましたので，私の愚見を述べさせていただきました。分子研が，変
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化しながらもその良さを失うことなく発展してゆくことを顔ってやみません。

最後になりましたが，分 f•研でお 世話になった特様（すでに研究所を去られた方も含めて）に，

あっく御礼申し上げたいと思います。また，分＋研にはこれからも共同研究などでいろいろとお

世話になると思いますので，そのときはよろしくお願いします。

気がつけば6年前

名占屋工業大学工学部森 義仁

思い返してみれば，不安を抱きながら分f科学研究所で仕事ができるという期待を胸に秘め，

桜が咲き乱れる竜美の丘にやってきて，花111蒋先生の部屋の扉を11Ilいたのは， 1989年春でした。

あれから早 6年が過ぎ，その間に仕‘l1を通じて，また私生活を通じても，たくさんの思い出と研

究者としての財産を作ることができました。

私の研究生活は同じ時期に化崎先生のもとにインドから来た， Srivastava氏との共同研究から

始まることになりました。私たちは自分たちの研究の目標を話し合い，そして，その研究に適し

た環境を作ることから始めました。実験室をーから作り上げていく ，めったにない機会を仔えら

れました。その時間を伐やした分だけ，はじめて研究結果をまとめることができたときのうれし

さを今でも鮮明に記憶しています。その後，総合研究大学院大学の学生の関口店や岡崎れが，協

)J研究者の吉本君や受託学生の中道社，海外からはポーランドの Gorecki氏，ロシアの Vanag氏，

ハンガリーの Rabai氏，そして，蚊近では神長さんが参加することになり，研究を通じて胸が熱

くなることが幾度もありました。
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分子科学研究所には，比較的若い研究者層の厚さ，何事にもわずらわされずに研究に没頭でき

る良好な環境があり，時間を忘れての議論も気がつけば，夜が明けていたこともありました。そ

して国内外の他の研究者との交流，研究所内で行われるコロキウムやコンファレンスは研究心を

かきたてるものでした。この竜美の丘の研究所の研究生活では得たものは誠に多く，今後の私の

研究に必ず役立つことを確信しています。

私ごとではありますが，岡崎在住中には 2人の子供もできました。そして，この子供たちの思

い出ともに，実験室の出来事も•さることながら，春の桜，新緑のハイキング，初夏のほたる，盛

夏の花火，秋の香嵐渓，冬にでかけた西浦温泉での忘年会など，岡崎での事は深く記憶に留まる

ことになるでしょう。

最後に，仕事を進めるに際して多くの方からご助言・助力を頂きました。この場を借りて感謝

したく思います。私は大学院で細胞生理学にその身を置いておりました。分子科学の分野で新し

い仕事を開始し，継続するための良好な環境を作って頂き，さらに，私の未熟さに辛抱強く付き

合って頂いた花崎先生には言葉では言い尽くせないほどの感謝をしております。

分子研ってな～に？

徳島大学薬学部根木尚夫

私にとって分子研とは，入所した途端から「はよ，出ていけえ」という声が頭の中に嗚り響く，

ある意味で恐ろしい所でした。「流動」という立場で来ましたから 2年間と始めから決まっていて，

こいつは異常に短いと思いましたが， 6年任期制限等のポジションで 4, 5年を経過した人達が

周囲にごろごろいるからこの感情は孤独なものではありませんでしたが……人事の澱んでいる各

大学／組織に分子研の爪の垢を煎じなくてもいいからそのまま呑ました方がいい。もちろん量を

加減しないと危険きわまりない事は言えますが……

で，そのまま「流動」ならば，元の東北大学“理学部”に戻ればいいのに，徳島大学“薬学部”

に今いるもんですから，卒業した大学が東京工業大学“工学部”であるので， 3学部を渡り歩い

た事になります。これに文部省直下研究所と企業勤務と海外での博士研究員を併せて，さてはま

あよく動いたもんだと我ながらあきれます。分子研の 2年間はこんな自分の激動の履歴を象徴す

るものであったと思います。無事に2年のお勤めを終わってみると，所内／所外の色々な方々か

ら直線／間接のお世話を受けたなあと改めて思います。有り難うございました。

さて，分子研という名前は私の研究分野に近い人たちからは（たぶん諸熊先生の存在のせいだっ
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たのでしょう）分子計算のすごいところ，という偏った認識がされています。広い分野の見わた

せる熟練教授等を除けば，「valencebond表記法以上に精密化された化学」にかかわる人が多い

とわかっている人は少ないようです。あ，この言い方はあくまで私の偏見です。ついでですから

詳しく言ってしまうと，

1番死んだ／生き残った生命個体レベル

（表現法：写真とグラフ）

2番 細胞が増えた／減った／壊れたの細胞レベル

（表現法：写真とグラフ）

3番 分子やその集団（蛋白質や DNAでお考えください）を筒や紐で表すレベル

（表現法：原色カラーグラフィックス）

4番分子を C.N. H. 0等とジグザグ線を使って valencebond法で表記するレベル

（表現法： ChemDraw,Chem3Dなど）

という 4集団に，自然科学（というより化学／生化学／生物学の当たりと言うべくでしょうか）

の境界線を付けているのですが，「分子研」というイメージは， きっと 4番なんだなあ，という

印象を最初に受けたのです。それできっと 3番の対象を 4番のレベルでやってしまうのだろうと

思っていました。所内にいる頃に「“分子生物学”という言葉が一時，非常に広く認知されたせ

いであろう」という事を聞いた記憶がありますが，それが当たっているような気がします。しか

し2年間のお勤め後， どうやら現在の分子研は，

5番 分子を valencebond法だけで表していては物足りないレベル

（表現法：私には理解できない難解な数式とグラフ）

の研究者の集まりがメインだ， と新たに偏見を持つに至りました（笑）。（5番はさらに細分化を

されてもいいでしょうし，こういう＜くられ方には含まれない， とおっしゃる方がいらっしゃる

と思いますが，私にはこれ以上細分化／詳細化できる知識がないだけなのでご容赦ください。）

でも私が去る頃から， 3, 4番レベルに強化を図るような傾向が出てきたので，分子研という私

の偏見イメージに現実が接近してきたかもしれません。（1,2番を研究の中心に据えてしまうと，

お隣の 2研究所と何が違うのかわからなくなります。） 1, 2番から 3, 4番のレベルに歩み寄

られてしまわない内に 4, 5番側から抱え込んでしまうのが「分子科学研究所」という存在と名

前が生き残るための鍵になるのかも，そしてそれは「化学」が生き残りを賭けることでもあるよ

うな気がします。

本来分子研をよく理解していない人間が的外れなことを言っているに過ぎないかも知れませ

ん。しかしすぐ隣の分野の研究者達が「分子研」をどういう印象でみているかの参考の一助にな

れば幸いです。
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というわけで，私にとって，分子研とは非常に落ちつかないところであり，「化学」の将来を

担う象徴でもあり，異分野を体験したところであり，自分の激動の 20~30歳代を象徴するとこ

ろでありました。そして暖かくて晴れの日の多い所でもあり，結構楽しく有意義であったと思い

ます。
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外国人客員教官の紹介

分子エネルギー変換部門

Reinald Fischer博士

（客員助教授）

R, Fischer博士は 1954年に東ドイツに生まれ1976年イエナ大学(Friedrich-Schiller-University

Jena)で錯体化学を専攻，その後製薬会社に勤務し，ステロイド・アルカロイド合成をおこなっ

てきました。 3年勤務した後 1979年にイエナ大学の大学院にもどり，博士号 (Dr.rer.nat.)を取

得しました。その後研究員として化学工学科に移り 1987年から元の錯体化学科で研究されてい

ます。

R, Fischer博士は，学生の時，あるいは会社で勤務しているときに，ある党に入ることを何度

か要請されたそうですが，博士は自分の信条と一致しないことから入党を拒否しつづけてきまし

た。しかしながら当時はさまざまな国の事情や周囲の状況が現在と異なっており，拒否する度に

博士は一時大学院進学をあきらめたり，それまでついていた職を離れざるを得なくなりました。

それでも錯体化学を一生懸命やってこられた姿には感銘を受けます。

Fischer博士は 1994年 12月に分子研に来られましたが， 1995年9月末に帰られる予定になっ

ています。この分子研レターズが出る頃にはもうイエナに戻っておられると思います。分子研で

は錯体物性の高橋グループと共同で新しい有機金属錯体化学の展開を行ってきました。朝早くか

ら夜 12時頃まで実験室で錯体合成の実験をされています。その合成技術，特に結晶化のノウハ

ウは驚嘆に値するもので，来日してからすでに 10個近い新規有機金属錯体の構造決定を行いま

した。最初に合成し構造決定した錯体については既に論文として投稿し，最近J.Am. Chem. Soc. 

の速報に acceptされました。 2番目， 3番目，の新規錯体についても論文を投稿しようとして

います。博士自身，こんなに実験をやったのは初めて， と言うくらい土曜日も， 日曜日も研究に

のめり込むような感じで実験されています。

これまで分子研の客員で来られた研究者は，総説を書いたり，ご自分の論文書きをされること

が多く，分子研の中の研究者にとってあまりメリットのないケースが非常に多く見受けられてお

りましたが， Fischer博士の場合は分子研のなかのグループに対して多くの貢献をされたことは

今後の外国人客員部門を考え直す際のよい例になるのではないかと思っています。

ご存知のように東西ドイツの壁がこわれ，サイエンスと関係ないところでの大きな苦労はなくな

りました。つい数年前には日本に客員助教授で来ることなど全く考えられなかったと博士は言っ

ておられますが，激動の現代史のなかでたくましく生きてこられた Fischer博士もこの 9月の末
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にこちらでの任期を終え，ドイツに帰国されます。博士は帰国されてからも錯体化学の分野で益々

活躍されることと信じております。

（高橋保記）
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新任者紹介

おか もと ゆう こう

岡 本 祐 幸
理論研究系分子］＆礎理論第一研究部l"l 助教授

闊校卒業後プラウン大学留学 （グルー甚金奨学生）。コーネル大学院博上

課程修了 （素粒子刑論）。ヴァージニアT．科大学 (I年1だ），奈良女子大学 (9

年間）勤務を経て，本年4月から現職。I'1然界で最も複雑な分子である蛍

白質の研究に，理論（計符）物理／哨として如何に貢献するかがテーマ。スポー

ツはバレーポール，柔道を経て，現在は‘ノフ トボール。宜しくお顔いします。

た なかのぷ あき

田 中 伸明
虚f構造研究系虚 f•構造研究部 l "l 助千

東京T．業大学理T学研究科博七課程修了。4月から花崎グループに所属

しています。研究環境がよくて気に人ってます。 2年の間にいろいろと知

識を深めながら研究をしていきたいと 思いま す。よろしくお顧いいたしま

す。

お ざき しん いち

小 崎紳 一
訓刈領域研究系相 1対分 l'•科学第一研究剖l l "l 助手

平成 7年4月にカリフォルニア大学から赴任しました。分 r→牛物学的千
法で既存の酵素に新たな機能を付／JIIしたり，新しい機能を持つ仮内の発見

に肛拙味を持っています。アメ リカ牛活が長かったため，）n市l後，「I本のラ

イフスタイルにとまどう節IIですが，この 6年間が岡崎でのtt爪な経験に

なればと思っています。よろしくおI領いします。

い ぷきとし お

伊吹 紀 男
栢端紫外光科学研究系界Ihi分 lこ科学研究部I"! 教授

駁都大学化学研究所，原都教脊大学を経て，この度分 f科学研究所に参

りました。 2年間という限られた在任期間ですが，分了研の良いところ，

災味しいところを 1→分に吸収したいと思っています UVSORを使って，分

fの内殻励起の化学／又l、しを研究したいと思っています。趣味は小アユつり

（食べるほうも）と lご下な写真。

ほそ の ひで お

細野 秀 雄
極端紫外光科学研究系界1f1i分子科学研究部1"・！ JJ）J教授
前任の川hill先牛に引きつづき，東 l：大T，業材料研究所より 2年1サJi成動で

お世話になります。こちらでは逆光直子分光の装附を糾み立てて，我々の

グループが見出してきた透I!J'1じ祁性酸化物結晶およびアモルファスの伝砕

9:;}の DOSを測定するという作業を進めています。
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lヽし し、 ひさ お

石 井久夫
柘端紫外光科学研究系界面分子科学研究部1"1 UJJ手
1991年東麻大学大学院理学系研究科t導七課程修了。その後名占｝病大学理
学部化学科に勤務。 l995年 4Hより現職。UVSORの BL8B2の紫外光虚
分光装iri:を使って，布機物の固体 ・ 界 If.Liの直—f構造の研究を進めてきまし
た。 2年間の任期ですが宜しくおl願いいたします。

や ぎしんや

八木伸也
極端紫外光実験施設 非常勤研究且

平成 7年広島大学大学院理学研究科栂七課程修了。同年 4月 1IIから
IMSフェローとしてお世話にな ってい ます。これまでは遷移金属表l川に吸
がfした分子の構造に関する研究をしていました。分子研では，その経験を

'I=.かした研究がしたいと思っています。よろしくおI領いします。パイクツー
リング，テニスのときは誘ってください。

みず たに ふみ やす

水 谷文保
虚子計符機センタ ー 技官

10年1lil生理研でお世話になった後，分f研に赴任することになりました。
tにやってきたことは， コンピュータを使った実験システムの構築とデー

タ解析システムの開発ですが，時節がらネ ットワークに手を染めることに

なり，どっぶりはまっている状態です。よろしくお／領いします。

つる さわ たけ し

鶴 澤武
理論研究系分f晶礎理論第一研究部l"l 技竹
平成 7年東都大学理学研究科後期t専上諜程中退。同年 4月より研究系の
技官としてお世話になっております。これまでは反応動力学に上眼をi姓い

た研究をしてきましたが，こちらでは分光学よりに身を骰いてみるつもり

です。 大学とはまた・味辿った雰囲気の中で，できるだけ多くのものを吸

収していきたいと思っています。どうぞ直しくお顧いします。

ない とう しけ き

内藤茂 樹
，，じ臼I枕機センター ネットワーク専任技官
和戊 7年 3月に愛知教脊大学大学院教ff学研究諜修七諜程を追い出され，
迅よく拾って］頁いた分子研'1訊符機センターに 4月に芹任しました。大学院

時代は直波天文学と言う !Itの為．人の為に役に立ちそうもないことをして
いました。そのころ Nclを使ってしていた市と言えばftp,gopher. Mosaic 

を使ってfreesoftやllhii象fileを収果したり， ccinfoにgopherで人って Nel・

ewsを見たり（機構 Nelの負荷を高める原因の一部だったかも？）してい

ました。Net符理は索人ですが，これから勉強して頑張りますので宜しく

お1願いいたします。
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ゃ の たかゆき

矢野隆行
装俯開発室技宜

平成 7年4月 1日付けで装置開発立勤務となりました。大学在学中は，

数値流体）］学の分野で各計多に：スキームの精度比較とその布川性について，JI,J

べていました。まだまだtttれないことも多くみなさんにご迷惑をかけるこ

とが多々あると思いますが全）Jで1Iに対処しようと思っています。どう
ぞよろしくお1領い致します。

やま もと ひさ よ

山本尚代
分子構造研究系 事務補佐貝

今年4月より勤務させていただいております。初めての職楊なので戸惑

うことも多いのですが， ー9セ懸命頑張りたいと思いますのでよろしくお顧

い致します。趣味はスポーツ，映画鑑‘此カラオケです。

こ ばやし

小林かおり
分子構造研究系技官

東凩大学大学院理学系研究科修上諜程修了。これまではX線関係の研究

をしていましたが，こちらに来て専門替えをしました。マイベースで研究

していきたいと思っています。まだ余裕がなく最近はしていませんが，趣

味は縫い物とお菓子づくりです。今に再f片lしたいと思っています。どうぞ
よろしくおl頻いします。

たけ うら さ とし

竹内佐年
極端紫外光科学研究系1店礎光化学研究部門 助手
今春，東尿大学大学院理学系研究科（物理学）を修了し，分子研にやっ

てきて=:ヶJJたちます。現在，超短パルス光を川いて光化学反応の高速な

索課程の解明を1=f指し，実験至の立ちヒげに努）］中です。メカいじりが大

好きで実験は趣味を兼ねていますが，息抜きに 191然美戯かな岡崎周辺を辿

木ドライプする楽しみが最近増えました。今後もよろしくお顛いします。

わ だせんじ

和田 仙
相関領域研究系相関分(-ii・学第一研究部門 非’i1i•勤研究且

•1乙成 6 年広島大学大学院区学系研究科博上諜程修了。 1 年強のプラ ンク

の後，平成 7年 5月より IMSフェローにぷf任しました。今の研究室は，酵

素反I心のモデルから恨白質と 1111,¥広い分野を扱っているので，その中から在

職中に白分のオリジナリテイーあるテーマを立ちあげていきたいと思って

います。どうぞよろしくおI願いします。

まつ お しげ き

松 尾繁樹
極端紫外光研究系基磋光化学研究部門 非常勤研究貝

翡校までは岩手貼（盛岡市）で，大学 ・大学院は宮城県（仙台市）で過

ごしました。東北大学大学院 （物理学専攻）を 中退， Jヶ月の研究牛 （東

北大がI・(JJf)1ヒ活の後，不思議なご縁に砕かれ， 5JJより分臼iJfへ参りました。

分子lUfについては「UVSORがあるところ」という程度の認識だった，ふと

どきな私ですが，よろしくお顧いします。
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つ げきよし

柘植清志
錯体化学実験施設錯体物性研究部門 助手

束以大学大学院理学系研究科1専上課程を修fし，本年 5J Jより，分子研
に参りました。大学院では，金駈クラスター錯体の合成と構造について研

究してきました。こちらでは，金属錯体を）IIいた虚気化学の研究を行な っ
ています。分臼Jfでは異な った分野の）iからの刺激を受けることが多いと

聞き楽しみにしております。

しお のや みつ ひこ

塩谷光彦
錯体化学実験施設錯体触媒研究部門 教授

昭和 6l 年東原大学大学院妬学系研究科t~り上諜程中退。 広島大医助手， 分
了—• ii）fjJ)J千，再び広島 大区助手， 1司講師， 1ril 助教授を経て本年 6 J l l「1より
視職。専I"!はIF．物無機化学，布機化学。現在は核酸 ・蛋白竹の機能発現に
おける金屈錯体の役割に製味を持っています。少し前まで趣味は登山， ピ
アノ，囲枠でしたが，今は何よりも 4歳と 2歳の息子たちと遊ぶこと。

なし、 とう ゆき と

内藤 幸 人
池了—構造研究系虚子構造研究紆Ill"! llJJT 
東以大学博上課程修了後，学振特別研究貝として 2年1:ll分f研でお世話
にな ってきました。研究テーマはフ ェムト秒分光法による液中II中での比較
的tlii和な分J'・の光解離や化学bi..l必過程の解明で，新たな視点から液f|1の研
究を進めたいと思っています。そのため過渡吸収装置を製作 し，本格的な
実験を1ifl始したところです 趣味は推理小説，歴史小説です。

あさ だ とし お

麻 田俊雄
理論研究系分 （J,莉礎理論第ー研究部l"l JI埼；勤研究員
平成6年大阪市立大学狸学研究科tlik，渫程を修了。その後，学振特別研
究且 PD九州大学技術補佐且を経て，1!.成 7年6J lに現職に府任。クラス
ターイオンを対象に，1:I.t)：機化学の分野で1必JI!研究を行う所存です よろ
しくお駈い致します。

おかだ あきら

岡田 朗
理論研究系分fー），莉礎理論第一研究部門 非常勤研究ii

平成 7年名古）f；大学狸学研究科修( |Iij年 6Jl l 11より 1MSフェローと
して赴任。これまでは蛍l’I質中の屯f移動／又）心についての理論的研究を行っ
てきました 現在は光物性についての研究を行っています。地非ともおも

しろいサイエンスをやりたいと思っています。趣味は水泳です。よろしく

御駈いします。

ふじ わら ひで お

藤原 英夫
分 f構造研究系分子構造学第一研究部1"1 非‘,:;；；勤研究貝
仙台出身。北海逍大学Jill学研究科博七課程修了後・r:成 7年6Jjよ り分了・
研に参りました。北大では気体‘1じflnl折が導1"1で，アミンの熱分解牛成物
の分 JF・構造決定を行っていました。方法，対采は大分楳なりますが分 l'9構

造の分野で研究を続けることができ幸述に思っています。涼しい北国から

岡崎にきて猛＇杵を渦喫 しているところです。
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みず r~ じ まさ かず

水 谷 雅 一
極端紫外光科学研究系／又Iぷ動）J学研究部門 非常勤研究且

平成 5年東以都立大学理学研究科博上課程修（。都立大の研究牛を経て

平成 7年 6)jから非噛勤の研究具としてお世話になっています。イオン分

f_衝突の実験での経験を牛かして今後の研究に励みたいと思います。

人、し「 はら たか し

藤原隆司
錯体化学実験施設錯体合成研究部門 非常勤研究貝

叶阪大学大学院理学研究科博士後期課程を修 （後，平成 7年6月より分

子研に参りました。現在は吉川雄＝先生の下で研究を行っています。趣味

は写真（風屎，野I,：｝）ですが，なかなか時間がとれません。

くり はら まさ と

栗原正 人
錯体化学実験施設錯体物性研究部門 非常勤研究且

平成 7年九州大学大学院耶学研究科化学専攻博上後期課程修 f。前周期

遷移金属ポルフィリン錯体の光化学及び屯子移動反応について研究してき

ました。現在は，同年 6月から IMSフェローとして田中晃二先Iヒの研究空

にお世話になっています。短い期間ですが充実した研究設備の中でいろい

ろな技術を身につけていきたいと思っています。よろし くおI願いします。

いわ つき たか こ

岩 月 貸子
分子梨l・ll研究系物性化学研究部門 市務補佐且
こちらにお世話になるようになりましてから，科学の分野に楽しみを感

じるようになりました。少しでも皆さんの難しいお話が分かるようになり

たいと思っております。

趣味は，音楽濫伐，美術鑑'[t，スポーツでは，テニスが大好きです。

どうぞよろしくお1giiい致します。

こ ばやし はや お

小 林速男
分臼糾・Jl研究系分 f渠l・U動）J学研究部門 教授
束大院を出て 1年l・程学振と理研の研究II：をした後，求J11大学理学部で
24年間教脊 ・研究に従’ltしました。分子研という 対距的閑境に'lt'tれるのに
時間が必要そうですがク リーンな気持で研究をしたいと思います。
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新装置紹介

放射光軟X線光電子分光装置

極端紫外光実験施設 (UVSOR)では 700~800eV以上の光を取り 出すことの出来る二結品分

光器が2基設置されており，専ら軟X線吸収スペクトルが測定されてきた。さらに総合的に物質

の虚子構造を理解するには光屯子スペクトルを同時に得ることが非常に直要であるが， UVSOR

では 1~4 keVあたりの光は非常に弱く，

| ＇ 光氾了分光の実験は困難と考えられてい 2p112→3d 

た。
(hヽv=870.4eV) 

x4 

最近，放射光を用いた軟X線分光の進歩

にあわせて，検出効率が闘く ，エネルギー

分解能も邸い優れた霞fエネルギーアナラ ＞、

一イザーが開発されるようになった。幸いに u c: 
してこのようなアナライザーであるス 2 c: 
ウェーデンのシエンタ社 SES-200を平成

5年度末に第 2次補正予符で獲得する事が

できたので，平成 6年度に超高哀空梢や試

料ハンドリング機構などを製作し，平成 6 I 
off-resonance 
(hv=847.4eV) 

年 JI月 より光霊fスペクトルの測定を1}F-1

始した。万真に装間の令体像を示す。装置
180 160 140 120 100 80 60 

Binding Energy (eV) 
は測定槽 ・試料準備槽 ・試料尊人槽の 3梢
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から成り，放射光は左から装置に導入される。左下の大きな半球のものが電子エネルギーアナラ

イザーである。下図には NiOについて Ni2p領域（hッ＝ 850eV前後）で測定した Ni3p, 3s光

電子スペクトルの一部を示した。 Ni2p312→ 3dおよび2p112→ 3d吸収に共鳴して光電子のサ

テライトピークが強くなっている。光のエネルギーを変えてもイオン化エネルギーの変わらない

光電子や，見かけ上光のエネルギーと同じ増え方でイオン化エネルギーが変わるオージェ電子に

加え，それ以外の依存性を示す電子放出や光吸収に依存した強度変化など興味深い現象が観測さ

れている。測定装置は所内専用ビームライン BLlAに接続しているが，可搬型なので他のビー

ムラインでも使うことが出来る。

（小杉信博・高田恭孝記）
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IMSマシンの成果報告

装置開発全の内部機構，技術開発推進本部が中心となってIJFJ発を進めている IMSマシンにつ

いて，去る 5月23Flに平成 5年度課題の成果報告，および平成 6年度課題の中1lil報告会を行った。

この報告会の内容をもとに，平成 5年度課題の成果を報告する。

（推進本部構成以 ：浅香修治，岡田則夫（現国立天文台），鈴井光一，吉田久史）

［平成 5年度 IMSマシン課題］

「広帝域赤外窓付き超高兵空ピューポート」

提 案 者： 宇理須I且雄 （反応動）J学）， 岡田則）＜ （装置聞発至，現国立天文台）

聞発担当 ：岡田則夫，字理須恒雄，浅香修治，堀米利夫

協 ）J :藤森直治，田辺敬一朗（住友霞気工業株式会社），難波孝夫（神戸大）

これは気相合成ダイアモン ド板を使用 して，超高真空装性に使える赤外光透過窓を製作するこ

とを 11的とした課題である。

気相合成ダイアモンドは 250nm～数 lOOμmの波長領域で透明で，材料的にも強く ，光学窓

としては理想的材料である。その光学特性，機械強度については分子研レターズNo31の中間報

告において紹介したので，詳しくはそちらを参照していただきたい。

この材料を装置開発至で培ってきた超閥真空用窓材の接合技術を用いて，フランジに接合し，

超高真空装置m光学窓として完成することができた。
mいた窓材（ま， 住友心気「．業株式会社がマイクロ波プラズマ CVD法によ って製造した多結i'1111
ダイアモンドである I)。)I/_さ0.2~0.25mm,直径 20mm，両面とも光学研庖を施したものを用いた。

表災面が‘IL行，及び非‘|L行の 2種類を人手した。後者は表災l面の反射による光 I―-i歩効果を避ける

ためであるが 同社が新たに開発 した製造）j法

により ，テーパー角 0.25~0.28度を持たせる

ことができた （ただし， ‘F行の勘合の 2倍程の

価格である）。

七銀

金膜

（大気側）

（真空側）

接合方法は従米，単結品窓材の接合にlI)いた

ものと同様であり ，その概略は以下の通りであ

る。ダイヤモンド板の周辺部に「水金 （みず

ん）」 の塗布によ って金）I促を形成する。ステン

レス製フラン ジ中央部には以空溶解銀材の接合

枠を屯 l'• ピ ー ム浴接してお く。 金膜と銀枠の 1 ii l 図 1 銀枠とダイアモンドの接合部断面
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図 2 70mmコーンフラ ットフランジに取り付けたダイアモンド窓

図3 High-mass用 TOF型質量分析装置

に溶融した塩化銀を流し込んで冷却固化により接合させる。最後に接合部に金を蒸i弁して1呆股l]袋

とする (|叉11)。接合法詳細及び関辿出’liは文献 l)~3)参照。

却 成した光学窓は13rlI I径 J8mmが紺られた （図 2)。ヘリウム リークデイテクタによるリーク悶

測定では，検出限界 (3X 10 11Torr • e sec)以ドであった。製作品の惰IIは既に尖験に共され
ている。

なお，研磨したダイアモンド材は水金の店れが悪く ，一様な皮股形成が困難である。 3/,;Ii構造

を持つ金属膜（住友氾エ｝JII[)は，ダイアモンド 1’．に→様かつ強同な金｝如朕をPi・現性よく作れる

ため，作業の簡便さ ・品質の維持のl(Iiから本接合）j法に適していると思われる。これを川いた試

作品では超高真空に対し 卜分な気密性のある接合が1翡られている。

本課題の成果は，その一部を仕友直 I．．と共同II,11願で特許l|1』'iを行った。
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「High-mass用TOF型質量分析装置の試作」

提案者：技術開発推進本部

開発担当：鈴井光一，吉田久史，銘苅春隆＼野村幸代汽竹田武弘円熊代朴l三夫凡

浅香修治 (1北陸先端科学技術大学院大学， 2化学試料室， 3株式会社島津

製作所）

これは炭素数 100以上のフラレン類の分析が行え，あわせて分取用装置設計のための基礎的知

見・設計手法を得ることを目的とした課題である。

本課題提案の経緯については分子研レターズNo.31の中間報告を参照されたい。

島津製作所と共同で設計した本装置はチョッパー使用の飛行時間型質量分析計であり，フラレ

ン類の分析を行え，分解能の目標は 200,EI • CI・レーザーイオン化が可能となるように設計した。

製作した装置は 250℃まで加熱・ガス導入できるイオン化室， 600℃まで加熱できる（試料挿

入・気化用の） DIプローブ，約 1.4mの飛行管，各種イオンレンズ， 20nsecで電圧反転できる

チョッパー電極，マイクロチャンネルプレート (MCP)検出器，およびそれぞれの電源，などか

らなる（図 3)。検出器は角度および軸方向位置が外部より調節可能である。内部は 10―6~ 

10―7Torrの真空に保たれる。 MCPからの信号はデジタルオシロスコープにてデータ処理される。

この装置はチョッピング電極から特定の距離のところでイオンビームが進行方向に収束し，そ

れによって分解能が高くできるのが特徴である（特許申請済み）。検出器の可動距離が大きくな

かったので，この収束効果は顕著には現れなかった。質量分解能の検出器角度依存性は，ほぽ設

計値の検出器角度で最大分解能を示した。

装置の性能として，設計目標の分解能 200には到達できた。しかし大きなフラレン類の検出に

は至らなかった。また分取に関しては，たとえば分光測定用試料を得るにはこの方式の装置では

あと数桁のイオン量増大が必要である。これらは今後，研究課題として解決されるべき点である。

この課題を通じて，イオン軌道シミュレーションに基づいた設計，機械・電気・磁気要素の設

計・製作，データ処理など，総合的な技術開発を経験したことは今後の装置開発業務に与える効

果が大きいと信ずる。
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［特許申請］

「光学用窓及びその製造方法」出願番号特願平7-178660

平成5年度課題「広帯域赤外窓付き超高真空ビューポート」の内容の一部について，住友電気

工業株式会社と共願で特許出願を行った。

（浅香修治記）
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課題研究報告

金属酸化物クラスターの合成と触媒機能

分子研
分子研

阪市大・理
北大触研
北大触研
名大・エ

中
部
辺
川
藤

晃

正

貴

有

二
明
清
勝
文
亮

田
阿
磯
市
紫
泉

金属酸化物クラスターは，金属一酸素結合で組み立てられ，分子量 100~5000位の分子性物

質である。無機，触媒化学の分野はもちろんのこと，有機，触媒化学さらには薬学および医学の

分野でも注目を集めつつある化合物である。しかしどの様にして目的の機能を持つクラスターを

創りうるのか？発現した機能なり反応性をどの様に評価するのか？さらには開発したクラス

ターの特性をいかに実際の反応へ応用するのか？

持っている手法だけでは限界がある。

という問題を解決するには一研究グループの

本課題研究では新規に合成した酸化物クラスターの触媒機能の解明と有機合成への展開を計る

ため，研究の各段階に対応して，少人数のエキスパートを選び研究グループを組んだ。つまり(1)

多中心金属イオンの三次元的配列をある程度自由に行いうる手法の開発。 (2)有機物質の変換で特

に重要な酸化反応，炭化水素の C-H結合活性化， メタセシス反応に有効な金属イオンあるいは

金属一酸素結合の立体化学的および電子的要因を明らかにし，固体表面にクラスターを固定化し

た際の反応活性点の動的挙動の解明を行う。 (3Xl)や(2)より得た結果を均一系の触媒的有機物変換

反応に応用し， クラスター化合物の機能，反応性を明らかにする。 (1)の合成法の開発には分子研

及び阪市大のグループ，（2）は北大・触研センターの市川グループ，そして(3)は名大・エの泉グルー

プが分担して一連の研究を遂行する計画をたて，現在の所（1）と（2）の段階まで研究が進んでいるの

で， その一部を紹介したい。
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立方体積層型構造を持つ仮想的なモデルクラスターを用いた最近の理論計算は， 1に示す val-

ley siteが固体表面での基質変換反応の活性部位になることを指摘している。また実際に，磯辺

グループで合成された酸化物クラスターにおいても，この valleysiteが反応活性である事を示し

た。さらにこの site以外にも，不完全立方体型クラスター 2中のコナーの欠けた siteが，反応

活性であることも見い出している。磯辺グループでは，触媒反応の活性中心の形態として上記二

つの構造を想定し，新規クラスターの合成を目指した。これには（元allyl)Rh, (olefin) Rh, Cp * Rh 

(Cp＊＝が一らMe5)錯体をカウンターパーツとして選び，その空いた配位座を利用して Bi03-,

VOぷ， MoO42-,Wo42―等の単核のメタレートイオンを縮合させ，クラスター骨格の形成を行った。

1及び2の構造を持ったクラスターである [RhCp*)4兄019]や [RhCp*)zM030g(OMe)4]をそれぞ

れ合成した。またメルカプタン類を用いて完全三重立方体型構造を持つ [(RhCp*)4Mo4016]の骨

格変換を行い，炭化水素変換反応に対する触媒能力を持つ四核錯体[!RhCp* (μ-SCH曲Mo(O)zl 2 

(μ-0)], [lCp * Rh (μ-SCH曲MoOl2 (μ-0)2]及び[JCp* Rh (μ-SC恥）3MoOl2(μ-0) (μ-S)]を得た（ス

キーム 1)。

Cp*R``Mよ奥、RhCp•
SMe //ぶ／

0 QMe 

CH釜H

Cluster 1 
Cp*Rよ泳忌｀：らRhCp•

SMe o osMe 

S西 me1 Cp•R~ら~M\~竺ぅRhCp•
SMe o • OSMe 

市川グループでは，これまで酸化物固体表面の水酸基の反応性を利用して，種々の触媒の固定

化をおこなってきた。この方法を利用して磯辺グループで合成した valleysite構造 (!RhCp*)4

兄0叫），不完全型構造 ([RhCp*)zMosOg(OMe)4]),あるいは完全型構造 (l(RhCp*)4Mo4016])を持つ

クラスターをシリカ上に固定し，その表面構造と触媒活性の相関を明らかにした。固定化された

クラスターの構造は， FT-IR,EXAFSにより解析した。表 1には， Silica-supported[RhCp*)4 

出 019]を触媒に用いたアセトニトリルのアセトアミドヘの変換反応と 2ープロパナールの脱水

素及び脱水の結果を要約している。アミドヘの水添反応は非常に高い選択性を示し， [RhCp*)4
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Table 1. Pcfonnancc of catalysts for hydration of acctonitrilc and hydration,hydrogcnation of 2-propanol 
hydration of acctonitrilc dehydration and dehydrogenation or 2-propanol 

catalyst rate of fo皿XatilOon-4 acetamide ． selecti％ vity rate of fonnXa1t0io4 n acetone• rate of r onnXa1ti0o4 9 propcnc ． 

(I) (RhCp•)4V6019 300K cvac 1.9 97 39 NR 

(II) (RhCp•)4V6019 473K cvac 3.1 100 45 1.6 
(III) (IrCp•)4V6019 300Kcvac 2.1 100 
(IV) (IrCp*)4V6019 473Kcvac 3.5 100 
(V) [{(n-QH9)4N}3(V10知 H3)]

゜
'・ ••'---

(Vn V心 0.02 -----
拿formationrate : mol • mol-cat•l • s-1 

兄019]が優秀な触媒であることを発見するとともにその反応のダイナミックスも明らかにした。

（磯辺清記）
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岡崎コンファレンス報告

第52回岡崎コンファレンス

実験室および天文サブミリ波分光：現状と将来

(Laboratory and Astronomical Submillimeter-W ave Spectroscopy: 

開催日

提案代表者

招待外国人講演者

Present Status and Future Trends) 

平成 7年3月14日ー 16日

分子科学研究所 教授斎藤修二

東京大学大学院理学研究科助教授山本 智

Prof. J. M. Brown (Oxford University, U. K.) 

Dr. K. M. Evenson (National Institute of Standards and Technology, U. S. A.) 

Dr. M. Guelin (lnstitut de Radio Astronomie Millimetrique, France) 

Dr. P. T. P. Ho (Harvard-Smithonian Center for Astrophysics, U. S. A.) 

Prof. T. G. Phillips (California Institute of Technology, U. S. A.) 

Prof. G. J. White (University of London,. U. K.) 

Prof. G. Winnewisser (Universitat zu Koln, Germany) 

1 ■ 本コンファレンスの趣旨

サブミリ波・遠赤外領域には，従来，良質な光源がなかったため，分光学的には未開拓な分野

であった。最近，マイクロ波分光法の上限周波数の向上，遠赤外レーザーと非線形素子による新

しい分光法の開拓が進み，分光学として新しい展開が進みつつある。また，この領域は，天文学

としては，高温希薄な星間空間から分子雲への遷移領域に対応すると共に，分子雲での星形成に

到る進化過程に伴うエネルギー現象にも対応し，最近の電波天文技術の発達とともにこの領域で

の研究が活発になりつつある。

このような状況で，サブミリ波領域の分光を進めつつある分子分光，宇宙電波分光の研究者が

集まり，サブミリ波領域の分光技術および分光により得られる成果を討論し，将来の展望，特に

両者の重なりとしての星間化学，星間物理のこれからの展開を語りあうことを目的に本コンファ
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レンスを開催した。

2. プログラム

The 52nd Okazaki Conference on 

"Laboratory and Astronomical Submillimeter-Wave 

Spectroscopy: Present Status and Future Trends" 

March 14-16, 1995 at the Institute for Molecular Science, Okazaki, Japan. 

March 14, Tuesday......................................................... 
13:30-13:40 Opening Remarks: Mitsuo Ito, Director-General, 

Institute for Molelar Science 

13:40-14:30 "Accurate Tunable Far Infrared Spectroscopy of Astronomical Species: 0, N +, 

CO, HD, OH, CH, NO, H02, HCO十，恥D十，恥H+,and恥0十，＇，

K. M. Evenson, National Institute of Standards and Technology, Boulder 
14:30-14:55 "Laboratory Microwave and Far-Infrared Spectra for Molecules of Astronomical 

Interests: Part I Laboratory Microwave Spectra of the C恥OH, HCOOCHふ

C比OCH3and CH3CH2CN Molecules", 

K. Takagi,. Toyama University 

14:55-15:20 "Laboratory Microwave and Far-Infrared Spectra for Molecules of Astronomical 

Interests: Part II Laboratory Far-Infrared Spectra of the Metal Hydrides, Free 

Radicals and Water 

F. Matsushima, Toyama University 

15:20-15:45 "Construction of a Far-Infrared Laser Sideband Spectrometer for Studying Fun-

damen tal Interstellar Molecules", 

H. Ozeki, Institute for Molecular Science 

15:45-16:05 Coffee Break 

16:05・16:55 "Laboratory Measurement of Atomic and Molecular Intervals of Astrophysical Im-

portance by Far Infrared LMR", 

J. M. Brown, Oxford University 

16:55-17:20 "Laboratory Spectroscopy of Metal Containing Molecules" 

M. Tanimoto, Shizuoka・ University 

17:20-17:45 "The mm-and Submm-wave Spectrometer at the IMS, Rotational Spectra of NS Iso-

topomers" 

A. H. Saleck, Institute for Molecular Science 

March 15, Wednesday...................................................... 
9:00-9:50 "Multi-Element Array Devices in the Millimeter-Wave and Submillimeter-Wave 

Regions", K. Mizuno Tohoku University 

9:50-10:4 0 "Transient Molecules in Space: Identification and Importance in Astrophysics", M. 

Guelin, Institute de Radio Astronomie Millimetrique 

10:40-11:00 Coffee Break 

11:00-11:50 "Interstellar and Laboratory Spoectroscopy at KOSMA", 

G. Winnewisser, University of Cologne 
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11:50-13:30 Lunch 

13:30-14:20 "Recent Advances in Submillimter-Wave Astronomical Spectroscopy", 
T. G. Phillips, California Institute of Technology 

14:20-14:45 "Large Scale CI Mapping with CSO and the U. Texas Focal Reduction", 
K. Tatematsu, Ibaraki University 

14:45-15:10 "A 220 GHz CO Survey of the Milky Way Galaxy with Twin 60-cm Telescopes", 
T. Hasegawa, The University of Tokyo 

15:10-16:00 "Submillimeter Wave Astronomical Studies of CO and CI in Molecular Clouds and 
External Galaxies-An Illuminating View of the Nature of the CO-Carbon Interface", 
G. J. White, University of London 

16:00-16:20 Coffee Break 

16:20-17:10 "The Smithsonian Submillimeter Array", 

P. T. P. Ho, Harvard-Smithsonian Center for Astrophysics 
17:10-17:35 "The Large Millimeter and Submillimeter Array: Instrument and Science", 

R. Kawabe, Nobeyam Radio Observatory 

17:35-18:00 "The Large Millimeter and Submillimeter Array: Site Testing in Northern Chile", 
M. Ishiguro, Nobeyama Radio Observatory 

18:30- Reception 

March 16, Thursday........................................................ 
9:00-9:25 "Plan for Submillimeter-Wave Telescope at Mt. Fuji", 

S. Yamamoto, The University of Tokyo 
9:25-9:50 "Automatic Measurements of 220 GHz Opacity on Mt. Fuji", 

Y. Sekimoto, The University of Tokyo 

9:50-10:15 "Quasioptical SSB Mixer Receiver at Submillimeter Wavelengths", 

J. Inatani, Nobeyama Radio Observatory 
10:15-10:40 "Fixed-Tuned Broad-Band SIS Mixer at Submillimeter Wavelengths", 

S.-C. Shi, Nobeyama Radio Observatory 

10:40-11:10 Photo and Coffee Break 

11:10-11:35 "Dust-Related Molecules in High Mass Star-Forming Regions", 

M. Ohishi, Nobeyama Radio Observatory 
11:35-12:00 "Dust-Related Molecules and Submillimeter-Wave Spectroscopy" 

and Canel uding Remarks, 

S. Saito, Institute for Molecular Science.  

3.講演および討論要旨

第一日は主に実験室サブミリ波分光の新技術およびこれを用いた分光成果についての講演・討

論が行われた。

最初に Evensonはサブミリ波から遠赤外領域にわたる各種高分解分光法を紹介，検討した。

つづいて，自分たちが開発した， MIMダイオードによる CO2差周波遠赤外分光法を詳しく説明

した上で，原子の微細構造スペクトル，フリーラジカル，分子イオンのスペクトルの多数の測定

例を報告し，この方法が遠赤外領域の優れた高分解分光法であることを示した。高木は富山大学
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で開発しつつあるミリ波・サブミリ波から遠赤外領域の分光システムの利用例として，星間関連

分子CH30H,HCOOCH3, (CH釦0,C2恥CNの広帯域ミリ波スペクトルの測定を紹介し，それに基

づいての星間未同定線の帰属の可能性を論じた。松島は富山大学で開発した周波数

可変遠赤外分光器の詳細を紹介の後，これを用いた成果として， LiH,KH, 180H,恥0,CH30H 

のスペクトルの測定，解析結果を報告した。尾関は CH2ラジカルのような軽い基本的なフリー

ラジカルにはサブミリ波・遠赤外領域のスペクトルがいかに重要であるかを論じた上で，分子研

で開発しつつある CO2励起遠赤外レーザー光とマイクロ波の GaAsショットキーダイオー

ドによる混合で発生させる周波数可変側帯波分光器の詳細を報告した。 Brownは遠赤外分子レー

ザーで原子・分子のスペクトルを見る方法としてレーザー磁気共鳴分光法の有効性を論じた後，

これまでに測定した 0,S, 28Si, Fe, 27Al, N+, F+, OH+, NH+, CH,恥〇＋，恥S十などの

豊富な結果を紹介した。谷本は静岡大学の高感度ミリ波分光器を紹介の後，最近の成果として，

SiBr+, CrClの結果を報告した。特に CrClの生成はステンレス電極からの AlCl3の放電による

スパッタリングによる興味深い方法である。 Saleckは，分子研の短寿命分子観測用ミリ波・サブ

ミリ波分光器を紹介の後， N34S,15NSについての最近の成果を報告し，特に NSラジカルにおけ

るBorn-Oppenheimer近似からのずれについて論じた。

第二日，午前中は実験室分光法と宇宙電波分光との関係についての話題，午後はサブミリ波宇

宙電波分光の現状と最近の成果およびその将来についての報告・議論が行われた。

水野はサブミリ波帯の実用的な発信器，検出器の開発を目的に行った準光学的構造のアレイ型

デバイスの設計，開発状況を紹介した。特に 300GHz以上のサブミリ波帯での新しい発信器と

して RTD(Resonance Tunnel Diode)の発信例，イメージセンサーとしてのショットキーダイオー

ドアレイの開発例などを報告した。 GuelinはIRAMが行っている晩期型炭素星 IRC+ 10216の

周辺雲についての分子線サーベイについて紹介の後，周辺雲での化学の一般性とその重要性を論

じた。最後に IRAMの 30m電波望遠鏡および3素子電波干渉計の現状を紹介した。 Winnewis-

serはケルン大学がスイスのゴルナグラートに設置した KOSMA3mサブミリ波望遠鏡を用いて

得られた OrionA, Orion. B, バラ星雲， IRC10216などの分子雲についてのサーベイ・マッピ

ング観測の結果を紹介，検討の後，ロシアから導入した BWOを光源とする lTHzまでのサブミ

リ波分光器の詳細を報告した。 Phillipsはハワイのマウナケア山頂にある CSO(Caltech Submilli-

meter Observatory)の電波望遠鏡を紹介の後，恥0+, NH2,HC1, H心， CI,S02 (vz = 1), SiH, DF 

のスペクトルの検出，観測などの最近のめざましい成果ならびに 300GHz,600GHz帯での分子

線サーベイの結果を報告した。立松は CSOのサブミリ波望遠鏡にfocalreducerを取り付け，広

域サーベイに適した空間分解能にした上で， 492GHzの中性炭素線および13CO,J = 2-1を用い

て星形成領域（S140,NGC2024, Ori A)や近傍の暗黒星雲(TMC-1,L134N, IC5146)のサーベイ観
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測を行った。前者については分子雲の clumpy性，後者については星間紫外線によるco光解離
の重要性を論じた。長谷川は東京大学の 60cm電波望遠鏡による CO,J = 2-1, 230GHzラインの

サーベイ観測をオリオン星雲，おうし座星雲，バラ星雲について行い，結果を CO,J = 1-0ライ

ンの強度との比を作り，その分子雲の物理状態との対応を明確にした。さらに，我々の銀河全体

のサーベイも行い，その物理状態の解釈を試みた。 Whiteは最初中性炭素原子のスペクトル線お

よびcoの同位体種のスペクトル線を用いて，いろいろな天体（Ori-KL,Serpens, IC443, M82) 
について観測した結果を紹介し，スペクトル線の光学的厚みの問題，同位体種の化学濃縮の可能

性，［CI]/[CO]とその変動の理由づけ，分子雲，星形成領域の物理構造などを詳細に論じた。さ

らに，JCMT(James Clerk Maxwell Telescope)の 15m鏡を用いて Ori-KL天体について行ってい

る400GHz帯の分子線サーベイの結果も紹介した。 HoはSmithonianAstrophysical Observatory 

がハワイのマウナケア山頂に建設中の 6素子サブミリ波アレイ (SMA)の詳細とその進行状況を

報告するとともに，この干渉計で達成される subarcsecondの分解能により期待される研究成果

を議論した。川辺は国立天文台が計画している口径 8m鏡 50素子の大型ミリ波サブミリ波干渉

計の計画の全貌を紹介した上で， 0.1"の高空間分解能で期待される研究成果とこれと関連する

技術的問題，開発項目を詳細に論じた。石黒はミリ波・サブミリ波干渉計サイトが満たすべき条

件を概説した上で，国立天文台の 50素子大型干渉計の設置場所の候補地の一つであるチリ北部

アンデス山中のサイト調査の結果を報告した。

第三日は東京大学，国立天文台，分子科学研究所が共同で進めている富士山頂サブミリ波望遠

鏡計画および関連する技術的問題，研究目標についての講演，議論がなされた。

山本はサブミリ波宇宙電波分光で期待できる研究成果，特に中性炭素原子スペクトル線を用い

た分子雲の広域サーベイ観測よって期待できる研究成果の，星間化学に対する重要性を論じた上

で，富士山頂サブミリ波望遠鏡計画の全貌ならびに準備状況を詳細に紹介した。関本は富士山頂

の気象庁東京管区気象台富士山測候所の構内に設置した，自作の 220GHzラジオメーターおよ

びそれを内蔵するテストレドームの詳細を紹介の後， 1994年 11-12月の 2ヶ月間に得られた

山頂での大気透過度測定の結果を報告した。稲谷は国立天文台で開発を進めているサプミリ波望

遠鏡用高感度 SIS受信機を概説するとともに，サブミリ波帯で開発の必要な SSB （単側帯波）

化の新しい方法として，QuasiopticalBeamとPolarizationSplitterを組み合わせた新しい SSB

Mixerを提案し，その期待される性能を論じた。 Shi_は新しい型の SISミクサーとして PCTJ

(Parallel Connected Twin Junction)型を提案し，その特性を有限要素法を用いて解析して，

500GHzのサブミリ波領域でも良い特性を期待できることを示した。実際， 100GHz,500GHzの

ミクサーの設計，開発を進め，富士山頂望遠鏡への搭載を予定していると報告した。大石は国立

天文台野辺山の 45m電波望遠鏡を用いて C2比OHおよびHDOのスペクトル線を大質量星形成
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領域である SgrB2, W51, NGC7538, Ori-KLなどの天体についてサーベイ観測を行い，いずれの

分子も星間塵に起源を持つとの議論を行った。斎藤は国立天文台野辺山 5素子干渉計による

NH少およびCH30DのOri-KL領域のマッピング観測の結果および45m鏡による NH少の暗黒

星雲における初めての検出について報告し，これらの分子がいずれも星間塵からなんらかのエネ

ルギー現象により放出されたこと，これらの結果がこれからの星間化学の解明に持つ意味が大き

いことを議論した。

三日間の講派と討論を通して，分光学，天文学ともサブミリ波領域への展開に積極的で， しか

もいずれの分野でも新しい成果への多様な展望を持っていること，そのためには，両者の密接な

協力や情報交換が欠かせないことがますますはっきりしてきた。この意味で本コンファレンスは

両分野からの参加者にとって得るところが大きかったように思える。
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平成6年度総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

構造分子科学専攻

氏 名 博 士 論 文 名 付記する専攻分野 授与年月日

小野克彦 Studies on Novel Organic Redox Systems Contain- 理 ｝ 子 H 7. 3.23 
ing Fused 1,2,5-Thiadiazole Rings 

部 日 沫 Transformation of Framework of Triple Cubane- 理 ｝ 子 H 7. 3.23 
Type Rh-Mo Oxide Cluster by Using Mercaptans: 

Dynamic Behavior of Linear-Type Tetranuclear 

Complexes in Solution 

機能分子科学専攻

氏 名 博 士 論 文 名 付記する専攻分野 授与年月日

岡崎紀明 ブリッグス・ラウシャー型振動化学反応系におけ 理 ｝ 子 H 7. 3.23 
る光照射効果の実験的研究～分岐と多重安定性～

津田健一郎 3原子系化学反応の量子動力学ーミューオニュウ 理 ｝ 子 H 7. 3.23 
ムを含む系の反応

青柳孝一郎 Highly Selective Reactions fo Zirconacycles 理 ｝ 子 H 7. 3.23 

鈴木厚志 C6o電荷移動錯体の特異な磁性の研究 理 ｝ 子 H 7. 3.23 

廣田 俊 Resonance Raman Studies of Fe-Ligand Vibrations 理 ｝ 子 H 7. 3.23 
of Oxygen Binding Heme Proteins and Structure-

Function Relationship of Terminal Oxidases 

平成6年度総合研究大学院大学論文博士授与者及び学位論文名

機能分子科学専攻

氏名

齊藤真司

博 士 論 文 名 I付記する専攻分野 1授与年月日

Dynamics and spectroscopies of water clusters理学 H7. 3.23 

and liguid water 
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総合研究大学院大学平成7年度 (4月入学）新入生紹介

寸宙 攻 氏 名 所 属 研 ク九 テ ． マ

加山美佐 基礎光化学 レーザーおよび放射光を用いた液体，

溶液中の光化学反応の研究

城田秀明 基礎電子化学 近接した分子系における電子移動機構

の研究

構造分子科学
平野真也 反応動力学 放射光励起表面反応による表面モルー

ヤ修飾と反応断面積

松井敏高 相関分子科学第一 ヘムタンパク質の機能発現機構に関す

る研究ーポリエチレングリコールによ

る化学修飾によるヘムタンパク質の有

機溶媒への可溶化一

岩瀬 正 分子動力学 超高感度赤外分光光度計の開発と生体

機能分子NOの動態研究への応用

上杉有紀 分子動力学 ピコ秒時間分解ラマン分光法によるタ

ンパク質のダイナミクスの研究

機能分子科学 柴田 武 電子状態動力学 光解離反応にともなうエネルギー緩和

過程の研究

富田 毅 分子動力学 振動分光法によるグアニル酸シクラー

ゼと NOの相互作用の解明

丸山 農 分子基礎理論第二 多準位量子フォッカー・プランク方程

式によるオプテイカル・コントロール

の研究

- 56 -



研究会報告〈プログラムを掲載〉

「冗d複合電子系分子性固体の設計と新規物性」

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所（岡崎市明大寺町字西郷中 38)

講演プログラム

6月9日（金） （職員会館地下）

13 : 00 -13 : 05 

（名大情文）山下正廣 「研究会主旨説明」

座長：鹿野田一司（分子研）

13 : 05 -13: 35 

（東大物性研）加藤礼三 「DCNQI系における物性制御とその展開」

13 : 35-:-14 : 15 

（福井大工）網代芳民 「量子スピン系をめぐる最近の話題」

14 : 15 -14 : 30 

（東大教養）阿波賀邦夫 「ニトロニルニトロキサイドがつくる新しい元d複合電子系」

14 : 30 -14 : 45 

（九大理）前田米蔵 「混合原子価錯体における電子移動の速さと架橋配位子との関係」

14 : 45 -15 :・ 05 休憩

座長：北川 進（都立大理）

15 : 05 -15 : 25 

（分子研）山下敬郎 「ピリジル基およびフェナントロリン環を有するドナーと，アクセプ

ターの合成」

15: 25 -15: 40 

（東工大工）森健彦 「TTP系伝導体の分子設計」

15: 40 -15: 55 

（東大教養）泉岡 明 「開殻ドナー分子の一電子酸化により生じる新規元スピン」

15 : 55 -16: 15 

（電通大）野上 隆・石田尚行 「ピリミジン・遷移金属錯体の強磁性的相互作用及び強磁

性体」
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16 : 15 -16 : 30 

（九大理）松本尚英 「単核構造と多核構造間を相互変換する自己組織化錯体」

16 : 30 -16 : 45 

（東北大理）大塩寛紀 「金属錯体の集合化」

16 : 45 -17 : 05 休憩

座長：鈴木直（阪大基礎工）

17 : 05 -17 : 45 

(NEC基礎研）谷垣勝巳 「アルカリ C6o：導電性および超伝導性」

17 : 45 -18 : 05 

（北陸先端大）岩佐義宏 「C6oポリマー」

18: 05 -18 : 25 

（広大工）山中昭司 「金属原子を内包するシリコンクラスレート化合物の合成と超伝導」

18: 30 -21 : 30 

ポスターセッション（分子研201号室）

6月10日(±)(職員会館地下）

座長：森田箕（成験大工）

9 : 00 -9 : 25 

（東北大理）小林長夫 「フタロシアニン可視部吸収帯の位置，強度の調節」

9 : 25 -9 : 40 

（稲辺 保）「 多次元相互作用をもつ金属フタロシアニン導電体」

9 : 40 -10 : 05 

（阪大工）横山正明・平本昌宏 「有機顔料薄膜における光電流倍増現象とそれを利用した

光増幅素子」

10 : 05 -10 : 20 

（物質研）鎌田俊英 「一次元鎖構造をとる金属錯体の三次非線形光学特性」

10 : 20 -10 : 35 

（東工大理）腰原伸也 「有機冗電子，遷移金属錯体の物性の光コントロール」

10 : 35 -10 : 55 休憩
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座長：松崎晋

10 : 55 -11 : 25 

（東大理）田島裕之 「導電性M(dmi枷塩の電子構造と物性」

11 : 25 -11 : 45 

（阪大工）松林玄悦 「かさ高い C3嘉金属錯体の構造と導電性」

11 : 45 -12 : 00 

（東大理）小林昭子 「M(dmix)z (M = Ni, Pd; x = S, Se)の伝導体の構造と伝導性」

12 : 00 -12 : 15 

（北大電研）中村貴義 「イオンチャンネル構造を結晶内に持つ Ni(dmi枷錯体」

12 : 15 -12: 35 

（東邦大理）小林速男 「BETS伝導体の新展開」

12 : 35 -13 : 45 昼食

座長：杉本豊成（大阪府立大）

13 : 45 -14 : 05 

（東工大理）山浦淳ー・榎 敏明 「有機伝導体における T電子 -d電子相互作用による物

性発現」

14 : 05 -14 : 25 

（東大教養）小林啓二 「チオフェン縮合DCNQI錯体の物性」

14 : 25 -14 : 45 

（京大工）御崎洋二 「新しい冗電子骨格を有する分子性金属の構築と超伝導化」

14 : 45 -15 : 00 

（阪大基礎工）真島和志 「直線状4核金属錯体の合成」

15 : 00 -15 : 15 

（岐阜大工）川村 尚 「ロジウム複核錯体における d・p共役」

15 : 15 -15 : 35 休憩

座長：榎敏明（東工大理）

15 : 35 -16 : 15 

（東大工およびJRCAT)十倉好紀 「2重交換系の磁場誘起相転移」

16 : 15 -16 : 35 

（室蘭工大）城谷一民 「LaRu4P12のバンド構造と超伝導」
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16 : 35 -16 : 55 

（東邦大理）北澤孝史 「多次元シアノ錯体の結晶構造とメスバウアースペクトル」

16 : 55 -17 : 10 休憩

座長：福田豊（お茶大理）

17 : 10 -17 : 25 

（阪大理）武田 定 「遷移金属有機ポリエン錯体のサーモクロミズムとダイナミクス」

17 : 25 -17 : 40 

（近畿大理工）宗像恵 「Tetrathiafulvalenetetrathiolate(TTFSげ）の混合金属錯体

17 : 40 -18 : 00 

ポリマーl[TTFS4(Hg)Mf n(M = Ni2 +, Hg2 +, Ag十）の合成

と物性」

（都立大理）北川 進 「第一遷移系列金属錯体集合体・・・単結晶合成と混合原子価状態

の探索」

18 : 00 -18 : 20 

（北里大理）井上克也 「高スピンポリニトロキシドラジカルを高配位とするマンガン錯体

18 : 30 -21 : 00 懇親会

6月11日（日） （職員会館地下）

座長：栗田進（横浜国大工）

9: 00 -9: 30 

の次元性の制御とその磁性」

（東大教養）小島憲道 「金属・非金属境界に位置する遷移金属混合原子価錯体の原子価状

態と物性」

9 : 30 -10 : 00 

（東北大科研）岡本博 「擬一次元ハロゲン架橋金属錯体の電子構造と光物性」

10 : 00 -10 : 15 

（東大教養）松下信之 「ハロゲン架橋一次元白金錯体の混合原子価状態の制御」

10 : 15 -10 : 30 

（姫工大理）鳥海幸四郎・小澤芳樹 「電解法によるハロゲン架橋一次元ニッケル錯体の結

晶作成と構造」
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10 : 30 -10 : 45 

（筑波大化学）池田龍一 「MMX系の核磁気緩和」

10 : 45 -11 : 00 休憩

座長：黒田孝義（近畿大理工）

11 : 00 -11 : 30 

（北陸先端大）北川 宏 「d-冗型分子システムの物性探索」

11 : 30 -11 : 45 

（阪大理・大阪市大・総研大）中筋一弘・田所 誠・豊田二郎・満身 稔

「プロトン一電子連動型金属錯体の開発」

11 : 45 -12 : 30 

パネルデイスカッション「将来の展望を考える」

座長：三谷洋興（北陸先端大）

パネラー：十倉好紀（東工大）・北川 進（都立大理）・小島憲道（東大教養）

谷垣勝巳(NEC)

12 : 30 -12 : 40 

（分子研）薬師久禰 「まとめと閉会」

ポスターセッション（分子研201号室）

6月9日（金） 18:. 30 -21 : 30 

p 1 白金ベンゾキノンジオキシム錯体の高圧 FT-IR分光

（立命館大理工）小島篤史・加藤 稔・谷口吉弘

p 2 一次元オキシム遷移金属錯体における d-冗相互作用と分子設計

（名大人間情報・近大理工・都立大理・城西大理）箕鍋敏夫・山下正廣・宗像 恵

北川進•宮前博

P3 目に見えるファスナー効果を示す材料の合成とその機能性の追求

（信州大繊維）太田和親

P4 ブルー銅タンパク質の冗d複合電子系と電子移動反応機構

（茨城大理）高妻孝光

p 5 キレート型ニトロニルニトロキシド錯体における d冗相互作用
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（慶大理工）吉岡直樹・加藤貴也・大場 茂•井上秀成

P6 芳香族分子を層間にインターカレートした層状複水酸化物の合成と層間分子の構造

（徳島大工）金崎英二

p 7 酸素配位子を持つ Fe(ill) • Cu (II)錯体の水素結合を介した金属間磁気的相互作用

（阪大理）岡村高明・山田裕介・上山憲ー・中村晃・森和亮

P 8 一次元量子スピン系銅錯体の磁性

（福井大理）浅野貴行・佐藤英司・網代芳民

p 9 局在スピンと易動電子とが共存する有機電荷移動錯体の作成

（大阪府大先端研）植田一正・杉本農成

P 10 2,3ーピラジンジカルボン酸を橋架け配位子とした鉄 (II)及びマンガン (II)一次元ポリ

マーの構造と物性

（都立大理）大久保貴志・北川 進

Pll スピンクロスオーバー錯体における電場勾配の符号とメスバウアースペクトル

（九大理）前田米蔵・速水真也

Pl2 ジカルボン酸動 (II) に吸蔵された02の磁性

（阪大理）森和亮・加藤慎一郎・高見澤聡・植田研二•山口 兆

P 13 S = 1ハルデンギャップをもつ一次元アジド架橋Ni(II)錯体

（名大人情・阪大低温・中日本自動車短大・理研）大石太智・山下正廣・竹内徹也

吉田立．勝又紘一

P 14 銅 (II)-PMDA錯体ポリマーの構造と磁性

（近大理工）黒田孝義・宗像恵

P 15 フェロセン系トリアリールメタン型樹脂からの金属錯体の調製

（群馬高専・東海大開発エ）太田道也・中山 愛・小島 昭・大谷杉郎

P 16 有機物を包接した層状銅水酸化物の磁性

（東大教養）藤田 渉・阿波賀邦夫

P 17 自己集合化した白金二核錯体の構造とその溶媒取り込み

（三重大教育・奈良女大理・阪大工）芳賀正明・平塚康治・加藤昌子・矢野璽信

荒川隆一

P 18 X線照射によるハロゲン架橋型一次元白金錯体の電荷移動

（福大理・名大情文）脇田久伸•山口敏男・栗崎敏・山下正廣

P 19 一次元臭素架橋Ni(ill)錯体の静磁化率

（姫工大理）井田 隆・茨木昭人・木村啓作・小沢芳樹・鳥海幸四郎
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P20 一次元白金錯体のスルホン塩酸

（東大教養）松下信之

P21 プテリジン誘導体を配位子とする水素結合型金属錯体の合成と構造

（総研大・阪大理）満身 稔・豊田二郎・中筋一弘

P22 ハロゲン架橋遷移金属錯体における電子ープロトン相関の理論

（岐阜大工）松下栄子

P23 冗 d電子系における電子格子相互作用

（金沢工大）三嶋昭臣

P24 低次元強相関電子系における電子格子相互作用の効果

（東北大情報）米満賢治

P25 銅フタロシアニン会合体の蛍光

（電総研）榊原陽一

P26 有機顔料薄膜における光電流増倍現象のメカニズム解明 構造的トラップモデル

（阪大工）平本昌宏・横山正明

P27 チタールフタロシアニン薄膜を用いる光電変換

（阪大工）都築俊満・野田直樹・城田靖彦

P28 ニトロシル錯体の光誘起準安定状態

（埼玉大理）森岡義幸

P29 キラルなクロム (W)錯体複塩の発光と分子間相互作用

（成躁大工）堀越弘幸・マルクスヘレン・森田 箕

P 30 Electronic Transitions of (2, 2'-bipyridine) (catecholato) copper (Il) and (catecholato) (1, 10-

phenanthroline) copper (Il) 

（青山学院大理・お茶大理）山田泰敏・福田 豊・星敏彦

P31 DCNQJzCu及びPd(dmise)z系の低温構造

（東大物性研）澤 博•青沼秀児・劉 有亮・樫村吉晃・加藤礼三

P32 局在・非局在電子共存系のNMR

（学習院大理）中村敏和・高橋利宏

P 33 (DCNQI)2LiへのCarrierDoping 

（分子研・総研大）開康一

P34 DCNQI錯体の高圧物性

（熊大理）松崎晋・馬崎真也

P35 結晶構造制御を指向した新規ドナー分子系の開発： I • • X(X=CN, halogen atom, S)相互
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作用を中心として

（東大物性研）今久保達郎・岡野芳則・澤 博・加藤礼三

P36 ET凡 TCNQ(n = 0,1,2,4)の伝導性と磁性

（北陸先端大・東大教養）杉浦禎基・岩佐義弘•長谷川達生・鹿児島誠一

P37 電気化学的両性度の高い中性ラジカルを用いた単一成分有機電導体

（北大理）鈴木孝紀

P38 アリールオレフィンと電子受容体BTDAの結晶性電荷移動錯体の光反応

（東北大理）福島孝典

P39 新規なジチオラート金属錯体の合成と性質

（分子研）戸村正章

P 40 a-(EDT-TTF) [Ni (dmit)z]及びa-Me2Et2N[Ni (dmit)z]の圧力，磁場下の物性

（東大理・東大物性研・東邦大理・東京理科大井口 慎・田島裕之・太田俊明・小林昭子

加藤礼三・内藤俊雄・小林速男・黒田晴雄
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「極紫外光プロセスの基礎」

日時平成7年8月2日（水）～ 3日（木）

場所分子科学研究所研究棟101号室（講演）

研究棟201号室（ポスターセッション，休憩室）

8月2日（水） （R101) 

座長：田中健一郎

13: 00 はじめに

13 : 10-13 : 50 XAFSの理論について

13:50-14:20 多価イオン励起表面反応

14 : 20-14 : 50 価電子領域の PSDについて

座長：正畠宏祐

英 貢（豊橋技科大）

藤川高志（千葉大）

持地広造（日立中研）

難波秀利（東京大）

14 : 50-15 : 10 放射光励起薄膜成長中における光刺激脱離と光分解 赤沢方省 (N T T) 

15 : 10-15 : 30 電子ーイオンコインシデンス測定法を用いた内殻励起に起因する表面反応素過

程の研究 間瀬一彦（分子研）

15 : 30-16 : 00 極紫外光を用いた内殻励起後の原子サイトに特有の解離プロセスの研究

長岡伸一（愛媛大）

休憩

座長：吉田明

16: 20-16: 50 レーザー光CVD反応のレーザー多光子イオン化・質量分析法による研究

16 : 50 -1 7 : 20 フリーラジカルの赤外半導体レーザー分光

17 : 20-17 : 50 表面吸着分子の光化学反応

17: 50-18: 20 光CVDの初期過程

18: 20-18: 50 UVSOR見学

19: 00- 懇親会（職員会館／サングリア）
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佐藤博保（三重大）

田中武彦（九什1 大）

川崎昌博（北 大）

英 貢（豊橋技科大）



8月3日（木）

座長：粟津浩一

9 : 00-9 : 30 イオン結晶表面における SR光脱離の時間応答性

9 : 30-10: 00 生体分子損傷のエネルギー依存性

l O : 00-10 : 30 放射光のマイクロマシン応用

休憩

座長：佐藤史朗

10 : 50-11 : 20 放射光励起プロセスのその場観察

11 : 20-11 : 50 光励起反応の薄膜形成への応用

11:50-12:10 ダイヤモンドのエッチング

鎌田雅夫（分子研）

小林克巳（高エネ研）

平田嘉裕（住友電工）

高桑雄二（東北大）

庭野道夫（東北大）

石黒英治（琉球大学）・大橋治彦（分子研）・正畠宏祐（分子研・名大）

昼食

座長：西山岩男

13 : 00-13 : 40 極紫外光と分子との相互作用ーイオン化・励起・解離ー旗野嘉彦（東工大）

13 : 40-14 : 20 プロセスプラズマ中のラジカルの分光計測 後藤俊夫（名 大）

14 : 20-14 : 40 光刺激イオン脱離反応 田中健一郎（広島大）

14: 40-15: 00 高分子薄膜の内殻励起反応 上野信雄（千葉大）

15 : 00 -17 : 00 ポスターセッション (R201) 

RSl 極紫外光による表面反応の制御と選択CVD

RS2 有機Al化合物低温凝集層の SR照射光化学反応

RS3 SRCVDによる Si02膜の低温成長

RS4 真空紫外光励起による ZnO薄膜の作製

RS5 II-VI族化合物半導体の放射光励起エピタキシー

西山岩男（日本電気）

今泉吉明（分子研）

奥山雅則（大阪大）

吉田明（豊橋技科大）

西尾光弘・小川博司（佐賀大）

RS6 Adsorption and photo-assisted reaction of DEZn on GaAs (100) 

Syed Irfan Gheyas ・西尾光弘・小川博司（佐賀大）

RS7 アンジュレータ光誘起による a-Si02の改質 粟津浩一（電総研）

RS8 X線励起固相成長の機構 佐藤史郎 (N H K) 

RS9 放射光励起によるシリコンエッチング反応時の中性脱離種の速度分布測定

大橋治彦（分子研）・正畠宏祐（分子研・名大）

RSlO シリコン系材料の表面界面における放射光励起反応斉藤洋司（成験大）
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RSl 1 SR励起エッチングによる微細加工の可能性 寺門伸悟（三洋電機）

RS12 SR光照射による圧電セラミックス材料の表面改質 大原淳士（日本電装）

RS13 放射光励起ガスソース MBEにおける表面 SiHn 吉越章隆（分子研）

RS14 極紫外光アブレーションプロセスを用いた PTFE膜の高速堆積と微細加工

堀勝（名大）

RS15 UVSOR励起による CF4プラズマエッチング 森田慎三（名 大）

RS16 軟X線照射による有機固体の色中心生成と表面からのイオン脱離との関係

下山 巌・中川和道（神戸大）

RS17 固体表面での光電子一光イオン，オージェ電子一光イオンコインシデンス測定

装置 永園充（分子研）

RS18 光反応用多層膜分光器の開発 津坂佳幸（分子研）

座長：上野信雄 (RlOl) 

17: 00-17: 20 Spring8での光反応計画

17 : 20-17 : 40 広島大学の SR計画

17: 40-18: 00 UVSORでの光反応実験

閉会

インフォーマルミーティング

"UVSORでの SR光反応実験の今後”

日時：平成 7年8月3日（木） 18: 20~20: 00 

場所：分子科学研究所研究棟101号室

奥山雅則（阪 大）

田中健一郎（広島大）

宇理須恒雄（分子研）

UVSORにおける光反応関係のビームライン (BL4A,B, BL8A,アンジュレータなど）の改造な

どの今後の方針を決めるために，ユーザの皆様の意見交換の場といたします。 UVSORユーザの

方は，都合のつく限り参加して，今後の研究計画，ビームラインやステーションの機能に関する

希望などを述べてください。
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「若手分子科学研究者のための物理化学研究会」プログラム

期日 1995年5月18日（木）

会場分子科学研究所研究棟301号室

プログラム

13 : 00~13 : 05 開会の辞 加藤立久（分子科学研究所）

13 : 05~13: 30 講演 「有機分子（超）薄膜の成長，分子配向，電子状態：角度分解光

電子分光，低速電子透過，低速電子回折による測定」

上野信雄（千葉大学工学部）

13: 30~13 : 55 講演 「化学反応ダイナミックス~移状態理論から量子カオスヘ」

染田清彦（東京大学教養学部）

13: 55~14 : 20 講演 「量子ナノ構造の物理」

石橋幸治（理化学研究所）

14: 20~14 : 50,寸i命

14 : 50~15 : 15 講演 「量子モンテカルロ法による一次元反強磁性体へのアプローチ

ーハルデイン問題を中心に一」

山本昌司（大阪大学理学部）

15 : 15~15 : 40 講涼 「凝集系における量子動力学の計算機シミュレーション」

岡崎進（東京工業大学総合理工学研究科）

15 : 40~15 : 55 言寸言命

15: 55~16 : 00 閉会の辞 青木百合子（広島大学理学部）
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国際研究協力事業報告

H韓協力事業 第 6回日韓合同シンポジウム

固体および固体表面の分子科学

l.会議の概要

H韓協）J＇ド業の 一つとして 2年毎に1}}li柑されている合同シンポジウムが標題のヒ題のもと，

l995年 2JJ 13 H -J5 Flの3「II間にわたって韓国のテジョンにおいて開催された。テジョンは

ソウルから南へ 150km程下ったところにある都市で，この都市のサイエンスパークにあるテー

ドックホテルが会拗となった。韓国側はJ7名， II本側はJ5名が参加した。韓国側の世話人は靴

国標準計凪研究所の DonghoKim博士である。

初Hはまず MuShikJhon KA I ST 分 r•科学センター長と伊藤光男分 f研所長の挨拶があ っ た後，

次ページのプログラムに従って韓国 ・II本の参加者から情報交換のための研究発表が行われた。

金）属 ・金）函酸化物 ・グラファイト ・半導体の固体表血構造，金屈表而 ・半導体表而 ・ゼオライト

への吸＾咋種の構造，表面反応および光脱離反応，有機薄）l伐・しBli仇 ・銅酸化物薄）肱クラスター

化合物と微粒f，布機固体の物性と合成など固体と固体表I(J_iに関係した分f科学ヒの多岐にわた

る話題が議論された。今回は理論よりも実験に甫きがおかれていた。 また 211 IIの午後に

KAISTの分f科学研究センターと韓国椋準計址研究所の研究室の見学とエクスカーションが｝TI

烈されていた。

全体的な感想としては，会議の運営や‘ノウルーテジョン間の移動など，極めてよ く組織された

会議であった。また‘ノウル人学その他の大学院生には非常に行き）rl；いたお匪話を受けた。彼らは

シンポジウム中もまた終fしてからも梢枢的に質I:ilしていたのが印尿に残っている。

6th Korea-J叩冨＇
urface Science & S 

ド”'"“"y,9
Tnorlok Solonoo 

（薬師久｝爾記）
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2. プログラム

The 6th Korea-Japan Joint Symposium 

on Surface Science & Solid State Chemistry 

February 13 (Mon), 1995 

Session I 

Chairperson: Y oungkyu Do (KAIST) 
9:00-9:05 (A.M.) 

Welcoming Address • • • • • • • • ・...... ・.... • • • • • • • ・.......... • ・.. • • • • • • • • • ・.. • ・.. • • • • • • • • • • • Mu Shik Jhon (KAIST) 
Director, Center for Molecular Science 

9:05-9:10 (A.M.) 

Congratulatory Remarks • •• • • • • • • • • •• • •• • • • • ・・.. • •• • • •• • •• •• • • • • • • • • • • • ・.. • • • • • • •• ・、............MitsuoIto (IMS) 
Director-General, Institute for Molecular Science 

9:10-9:40 (A.M.) 

Dae Won Moon(KRISS) 

Title:Surface Composition and Structural Depth Profiling Analysis by Medium Energy Ion 
Scattering Spectroscopy ・ ・ ・'.、............................................................................... 3 

9:40-10:10 (A.M.) 

Kiyotaka Asakura(Univ. of Tokyo) 

Title:Surface Structures of Dispersed Metal and Metal Oxide Species by means of Polarization-
Dependent Total Reflection Fluorescent EXAFS •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 7 

10:10-10:40 (A.M.) 

Se-Jung Oh (Seoul National University) 
Title:Surface Magnetism of Transition Metal Overlayers on Noble Metals Studied by 3S 

Core-level XPS •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 8 
10:40-11:00 (A.M.) Coffee Break 

Session H 

Chairperson: Kiyoshi Isobe (IMS) 

11:00-11:30 (A.M.) 

Yusei Maruyama (IMS) 
Title:Magnetic and Electric Properties of C60 (TDAE) Complex • • • •• • • ••• ••• • • •• •• • •• ••• •• • ••• • •• • • ••• 15 
11:30-12:00 (A.M.) 

Haiwon Lee (Hanyang Univ.) 
Title:Self-assembled Multilayer Molecular Films of Fullerene on Modified Surfaces………… 16 
12:00-12:30 (P.M.) 

Madoka Tokumoto (ETL) 
Title:N ew Aggregated Forms of Solid C60Characterization and Magnetic Properties………… 21 
12:30-2:00 (P.M.) Lunch Break 

Session III 

Chairperson: Y oshitada Murata (ISSP) 
2:00-2:30 (P.M.) 

Young Kuk (Seoul National Univ.) 
Title:Study of Surfaces and Interfaces by Dual Scanning Tunneling Microscopes ……………•25 
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2:30-3:00 (P.M.) 

Kazuhiko Seld (Nagoya Univ.) 

Title:Molecular Orientation and Electronic Structures of Surfaces and Interfaces of Organic Mate-

rials • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 28 
3:30-3:30 (P.M.) 

J a Kang Ku (POSTECH) 
Title:Preparation and Characterization of Silver-Dopped YBCO Superconducting Thin Films by 

Laser Ablation • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 30 
3:30-3:50 (P.M.) Coffee Break 

Session JV 

Chairperson: Yusei Maruyama (IMS) 
3:50-4:20 (P.M.) 

Hayao Kobayashi (Toho Univ.) 
Title:Molecular Metals with冗―dInteractions-Denqi-Cu Systems and Bets Compounds……… 37 

4:20-4:50 (P.M.) 

Jin-Ho Choy (Seoul National Univ.) 

Title:Synthetic Strategy in Exploring New Superconducting Materials ・・・・・・・・・・・・・・..…....…•• •• 39 
4:50-5:20 (P.M.) 

V arlery Ivanov (IMS) 
Title:The Superconductivity in Doped Fullerides: Disorder and Phonon Windows…………… 46 

5:30-7:30 (P.M.) Reception 

February 14 (Tue), 1995 

Session V 

Chairperson: Ja Kang Ku (POSTECH) 
9:00-9:30 (A.M.) 

Tatsuo Matsushima (Hokkaido Univ.) 
Title:Identification of Reaction Sites and Desorption Dynamics of Product Molecules: CO Oxida-

tion on Stepped Platinum Surfaces •• ••• ••••••••••••••••••• •••••••••••••••••••••••••••••••••••• ••••••••• 51 
9:30-10:00 (A.M.) 

Jihwa Lee (Seoul National Univ.) 

Title:Surface Reaction between Adsorbed and Gas-Phase Hydrogen Atoms on Si (100) ……••53 
10:00-10:30 (A.M.) 

Tsuneo Urisu (IMS) 
Title:In Situ Observation of Synchroton Radiation Excited Semiconductor Process by IRAS Using 

Buried Metal Layer Substrate • • ••• • • • •• • • ••• • • ••• • ••• ••• •• • • •• • •• • • • ••• •• • • •• •• •• •• •••• • ••• • •• • ••• • • • ••• 55 
10:30-10:50 (A.M.) Coffee Break 

Session W 

Chairperson: Hayao Kobayashi (Toho Univ.) 

10:50-11:20 (A.M.) 

Jong-Jean Kim (KAIST) 
Title:Surface Diffusion of Adatoms and Irreversible Loss of Surface Enhanced Raman Scattering 

(SERS) Intensity • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ••• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • ・'. • • • • • • 59 
11:20-11:50 (A.M.) 

Kyuya Y akushi (IMS) 
Title:One-dimensional Phthalocyanine Conductors as a Strongly Interacting冗―dSystem •••••• 66 
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11:50-6:00 (P.M.) Tour & Excursion 

February 15 (Wed), 1995 

Session Vil 

Chairperson: Jihwa Lee (Seoul National Univ.) 

9:00-9:30 (A.M.) 

Y oshitada Murata (ISSP) 

Title:Infrared Spectrosc<;>pic Study of Laser-Induced Dissociation and Desorption of NO and CO 

on Metal •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 69 
9:30-10:00 (A.M.) 

Sehun Kim (KAIST) 
Title:Growth and Electronic Properties of Ag Overlayers on Stepped Pt (211) Surface ……••71 

10:00-10:30 (A.M.) 

Yuji Takakuwa (Tohoku Univ.) 
Title:Two-dimensional Growth and Decomposition of Initial Thermal SiOz Layers on Si (100) 

Surfaces • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 72 
10:30-10:50 (A.M.) Coffee Break 

Session J'/1/ 

Chairperson: Madoka Tokumoto (ETL) 
10:50-11:20 (A.M.) 

Kee Joo Chang (KAIST) 
Title:A First-principles Study of Alkali Metals Adsorptions on Si (100) Surfaces …………••77 

11 :20-11 :50 (A.M.) 

Y oshiyasu Matsumoto (IMS) 
Title:Surface Photochemistry and Photodissociation・ Dynamics • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 83 
11:50-12:20 (P.M.) 

Joon Won Park (POSTECH) 
Title:Self-Assembly of Nonlinear Optical Chromophores through the Ionic Interaction……… 84 
12:20-2:00 (P.M.) Lunch Break 

Session IX 

Chairperson: Young Kuk (Seoul National Univ.) 
2:00-2:30 (P.M.) 

Woo-Sil Jung (Yeungnam Univ.) 
Title:Synthesis of Ultrafine AIN Powder from Al (III) Complexes ..... ·…..・・・・・・・・• ••……•....... 93 
2:30-3:00 (P.M.) 

Kiyoshi Isobe (IMS) 

Title:Cubane-Type Oxide Clusters as Potential Models for Inorganic Solid Surfaces………… 97 
3:00-3:30 (P.M.) 

Heon Kang (POSTECH) 

Title:Structure of Atomic Vacancies of Graphite studied by STM and AFM …………………••99 
3:30-3:50 (P.M.) Coffee Break 

Session X 

Chairperson: Y oshiyasu Matsumoto (IMS) 
3:50-4:20 (P.M.) 

Du-Jeon Jang (Seoul National Univ.) 
Title:Proton Transfer Cycle of 6-Hydroxyquinoline Adsorbed in Zeolites …………………… •107 
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4:20-4:50 (P.M.) 

Kazushi Kanoda (IMS) 
Title:Metal-Insulator Transition in BEDT-TTF Salts ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 111 
4:50-5:20 (P.M.) 

Jang-Joo Kim (ETRI) 
Title:Molecular Configuration and Application of Stereoregular PMMA Langmuir Blodgett… 112 
5:20-5:30 (P.M.) 

Closing Remarks • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • Kyuya Y akushi (IMS) 
Dongho Kim (KRISS) 
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分子研コロキウム

第631回平成 7年4月5B 人工構造体の構築と高次機能 （菅原 正）

第632回・ 4月12日 Applications of Raman Spectroscopy to Inorganic Chemistry 

第633回 5月10日

第634回 5月24日

第635回 6月14日

第636回 6月28日

第637回 7月12日

第638回 7月 19日

(Robin J. H. Clark) 

有機伝導体の分子の配列と電子の局在；電子よおまえはなぜ止ま

る？ （鹿野田一司）

Understanding and Controlling Electron Transfer Dynamics in 

Mixed-Valence Transition Metal Complexes 

(Rob D. Coalson) 

Laser Control of Molecular Decomposition: Vibrationally Mediated 

Photodissociation of HOD and HNCO (F. Fleming Crim) 

Spectroscopy and Dynamics of Highly Excited Molecules 

(Y oshihiko Hatano) 

有機金属クラスターの生成と構造 （茅 幸二）

5/6多面体分子ーボールからチューブヘー

Trends in Large Fullerenes-Growing Up to Tube-like Molecules-

（阿知波洋次）
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共同研究採択一覧

平成7年度（後期）共同研究

協力研究
トルエン誘導体のメチル基内部回転運動の解析と電子状態 早稲田大理工

効果の理論的解明

トルエン置換体のメチル基内部回転に関する理論的研究 慶応義塾大理工研

星間空間に於けるメチルアミン・メタノールの生成につい

ての理論的研究

励起分子の構造と動的挙動に関する理論的研究

巨大エルミート行列の固有値問題の新解法

最適化問題に関する手法の研究

擬集相中の協力現象

Cu5Liのクラスター計算

COS'の理論的研究

ランダムグラフ模型による水の水素結合ネットワークの動

力学

含金属活性分子種のマイクロ波分光法による検出

短共振器型単ーモードパルス色素レーザーの開発

シトクロム P450の反応機構と構造：共鳴ラマンスペクト

ル解析

神戸大理

理化研

奈良女大理

慶応義塾大理工

北大大学院理研

東京農大生物産業

東工大理

静岡大理

東大大学院理研

東北大反応化学研

ピコ秒時間分解ラマン分光法を用いた光合成モデル系の電 大阪大基礎工

子移動に関する研究

副腎髄質シトクロム b601の共嗚ラマン散乱による解析

ヘム蛋白質の電子状態とコンフォーメーション

ダイヤモンドの H2センターのホールバーニング分光

赤外・ラマン分光法によるコマンドサーフェイス上の液晶

分子の配向研究
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姫路工業大理

熊本大理

大阪大基礎工

北里大理

藤井正明

鈴木賢剛

園田陽子

加藤 肇

岡田一俊

飯高敏晃

久米健次

光武亜代理

高野 宏

野呂武司

竹下幸一

手束文子

谷本光敏

鳥居窺之

佐藤秀明

中島 聡

鈴木基成

市村憲司

半沢弘昌

片山詔久

笠原康利



ニトロシルをもつオキソーアセクト架橋ミルテニウムとポ 日本大工 木戸寛明

リフィリンから成る二元錯体の分子内光電子移動

表面吸着種の多光子光電子分光による励起状態の研究 横浜市立大理 木下郁雄

HBr・NOクラスター内反応 東工大理 河合明雄

和田真一

ファンデルワールス会合体中のトルエン誘導体のメチル基 輯I大大学院生物システム麟科学柾 高柳 正夫

ねじれポテンシャルの解析

非線形光化学反応のダイナミクス 奈良教育大教育 松村竹子

塩素化ベンゼン誘導体の光解離ダイナミックス 東工大理 市村禎二郎

小島 博

画像分光法による分子衝突過程の研究 東京都立大理 鈴木信三

分子内光酸化還元に対する磁場効果・磁気同位体効果 金沢大薬 中垣良一

アルカリ金属黒鉛層間化合物の物性 東工大大学院理工研 山下哲夫

機能性分子固体の開発 京大大学院理研 斎藤軍治

大塚晃弘

Laぃ CexRu4P12の低温物性 室蘭工大 関根ちひろ

NOx分解， CO2のメタネーション反応および触媒表面の 愛知学泉大家政 梅田昭司

磁気化学

フラーレン導電性高分子システムの電子状態と超伝導に関 大阪大工 吉野勝美

する研究 多田和也

低い転移温度をもつ有機超伝導体のホール効果 岡山大理 大嶋孝吉

NMRにより有機伝導体の研究 お茶の水女大理 河本充司

有機電荷移動錯体の磁性 東工大理 榎 敏明

宮崎 コ早

一次元ハロゲン架橋Ni錯体の電子構造と伝導性 東北大科学計測研 岡本 博

d冗型分子システムの物性検索 北陸先端科学技術大大学院 北）II 宏

高原子価非ヘム鉄錯体の合成・確認 名工大 増田秀樹

金属酵素活性中心のモデル錯体による研究 九大有機化学基礎研セ成田吉徳

ロジウム四核体の構造と性質 大阪市立大理 西岡孝訓

複合型一次元金属錯体の合成と構造 姫路工大理 千川純一

＾ 並

美砂
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ハロメタン分子内殻励起における Rydbergvalence混合の 東北大科学計測研 上田 、／、初糸

研究

固体表面の光化学反応における中間体の研究 北大触媒化研セ 佐藤真理

田中誠二

レーザーアブレーションによる半導体薄膜の作製と評価 豊橋技大 吉田 明

田中 徹

エチレンの超励起状態からの崩壊過程 九大大学院総合理研 小川禎一郎

渡慶次学

イオントラップ装置を用いた NH4(N恥）nの反応性の研究 神戸大理 富宅喜代ー

トロポロン誘導体を含むケイ素 (W)錯体の立体化学的研 岡山大理 小島正明

究 杉本 勇

分子状酸素活性化能を有する新規Ni(II)錯体 広島大大学院医研 笹田昌利

6族遷移金属の有機金属化合物と有機ケイ素化合物との反 横浜国立大工 伊藤 卓

応

ビドロシリル化反応を利用したメタラホスホランの合成 広島大理 三吉克彦

久保和幸

超臨界状態における電解質水溶液の構造化学的研究 立命館大理工 大瀧仁志

二核鉄および銅酸素錯体の合成と物性研究 金沢大理 鈴木正樹

大久保高春

ルテニウム多核錯体による光触媒反応の開拓 三重大教育 芳賀正明

Md.Meser Ali 

ニトロシル金属錯体の化学挙動 上智大理工 長尾宏隆

大山 大

銅タンパク質の活性中心に関する研究 金沢大薬 櫻井 武

遷移金属アルコキシドの合成と性質 東京農工大工 平野雅文

エネルギー分散EXAFS法による反応中間体の構造解析 立命館大理工 小提和彦

大環状化合物を用いた核酸認識・変換および遺伝子発現制 広島大大学院医研 池田拓也

御

光電子分光法の現状と将来ーSORと分子科学を中心に 名大理 関 一彦

液晶の分子科学 分子研 宮島清一
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UVSOR協力研究

非線型光学材料Ni(II) ジオンオキシム系配向薄膜の Ni- 東京大大学院理研 横山利彦

L偏光吸収

真空紫外領域におけるシアン化合物の電子状態の研究 いわき明星大理 神田一浩

ベンゼン系カチオンラジカルの生成と緩和 東工大理 疋田 巧

スズ (N)化合物の吸収スペクトルと光化学過程 新潟大理 徳江郁雄

アミン誘導体の真空紫外光励起状態と光誘起過程 広島大理 田林清彦

放射光による光励起プロセスの診断 農橋技大 英 貝-,--

質量分析法による光励起表面反応の研究 広島大理 田中健一郎

Si (ill)表面上の単原子層 2元貴金属吸着系の電子状態 名大工 曽田一雄

重水素置換DCQNI金属化合物の光電子分光 東北大理 高橋 隆

フラーレン類の光電子分光 千葉大工 日野照純

機能性有機分子超薄膜の角度分解光電子法による構造と電 千葉大工 上野信雄

子状態の研究

AuCl3-およびKox-GICの電子状態について 東工大理 榎 敏明

有機電界発光電子のモデルとしての有機／金属界面の電子 名大理 関 一彦

構造

UVSOR招へい協力研究

真空紫外ビームラインの更新計画の検討 福井大工 中川英之

遠赤外ビームラインの更新計画の推進 神戸大理 桜井 誠

UVSOR施設利用

アルキルアンモニウム金属ハライドの励起子緩和機構 山形大理 大西彰正

非品質Cdl2の結晶化過程(ill) 福井大工 福井一俊

アルカリフッ化物における自己束縛励起子発光の時間分解 信朴1大工 伊藤 稔

測定

フッ素系高分子の真空紫外吸収スペクトル 名大理 大内幸雄

内殻励起子の 2光子分光 京大総合人間 渡辺雅之

半導体ダイヤモンド薄膜の光電子放出特性の評価 大阪大工 平木昭夫

アルキルアンモニウムビスマスハライドの光学特性 大阪女大学芸 島貫重孝

CeRhSbのvuv反射スペクトル 神戸大理 桜井 誠
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レーザー用光学素子の特性評価

超酸化物の光物性

軟X線光電子分光による ZrC(100)表而におけるアルカリ

金属の吸着過程の研究

電子・正孔注入による 3d遷移金属酸化物の電子構造変化

InNの共鳴光電子分光 (II)

ホウ素修飾したシリコン表面へのアルカリ金属原子吸着の

光電子分光法による研究

CuCl薄膜の内殻励起子の研究

電子ーイオン・コインシデンス測定法による放射光誘起イ

オン脱離過程の研究

非品質の偏光照射効果に関する研究

放射光による半導体プロセスの開発

放射光照射による ex-Si:Hの光劣化

アモルファス半導体の内殻電子励起効果に関する研究

SR光照射による Liハライドからの Li原子放出

ダイヤモンドの放射光励起エッチング

1-3価分子陽イオンの生成と解離過程

有機金属分子の内殻準位からの光イオン化によって起こる

解離過程の研究

遷移金属カルボニル化合物のイオン化解離過程の研究

紫外レーザーと放射光の 2重共鳴による分子分光

近赤外レーザーと放射光の 2重共嗚による分子分光

原子層成長によって作製した軟X線用多層膜の評価

X線多層膜望遠鏡の較正

304Aおよび834A （ヘリウム及び酸素イオンの共鳴散乱

線）における多層膜ミラー反射率測定

励起子生成による希ガス固体からの励起原子脱離過程

凝縮系に生成する超励起状態からの負イオン生成

希土類化合物の内殻吸収

BL5Bの整備

氷の In-XI相転移に伴う赤外吸収スペクトルの変化
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宮崎大工

分子研

東工大理

神奈川工科大

福井大工

大阪府立大工

分子研

分子研

東京都立大工

豊橋技大

豊橋技大

岐阜大工

分子研

分子研

大阪市大工

愛媛大理

姫路工大理

分子研

分子研

理化研

東京大理

東京大理

学習院大理

分子研

分子研

分子研

大阪大基礎工

黒澤 宏

鎌田雅夫

枝元一之

小俣孝久

山本高勇

田口幸広

田中慎一郎

間瀬一彦

西川宏之

吉田 明

Ganjoo Ashtosh 

林 浩司

鎌田雅夫

大橋治彦

増岡俊夫

長岡伸一

小谷野猪之助

見附孝一郎

平谷篤也

青柳克信

常田佐久

中村正人

荒川一郎

見附孝一郎

木村真一

木村真一

小林融弘



CdS微粒子の相転移

近藤半導体CeNiSnの透過スペクトルとその温度変化

CeRhSbの赤外反射スペクトル

低キャリアヘビーフェルミオン物質の伝導機構

アルカリ金属を添加した MgOの構造解析

Ni L2,3殻吸収端X線吸収スペクトルによる担持ニッケル

酸化物触媒の電子状態解析

Mo-Mg二元酸化物の水素還元による構造変化

TiぃAlxNおよびSi1-xFexNY薄膜中の AlおよびSi周囲の

局所構造

神戸大理

神戸大理

神戸大理

分子研

東京学芸大

京大工

京大工

大阪大産業科学研

カリウム触媒のL殻X線吸収スペクトルによる構造解析 名大工

シリカマグネシウム複合酸化物中のマグネシウムの局所構 名大工

造（その 2)

porous Si, Geの軟X線励起スペクトル

放射光を用いた光電子顕微分光実験

BL-7Aの整備

元素添加物およびイオン打ち込み非品質シリカの発光・吸

収のメカニズムの解明

有機固体の真空紫外光励起蛍光

二価金属ハライド結晶の励起子

UVSOR光と同期したパルスレーザーを用いた共鳴光カー

効果の測定

嗚門教育大

分子研

分子研

早稲田大理工

学習院大理

福井大工

大阪大理

難波孝夫

太田 仁

岡村英一

木村真一

長谷川貞夫

吉田郷弘

田中康裕

高橋昌男

服部 忠

吉田寿雄

松川徳雄

木下豊彦

木下豊彦

大木義路

小谷正博

中川英之

木下修一

フッ化物非品質中の希土類イオンの紫外光物性 工技院大阪工業技術研北村直之

アントラセン単結晶中の色中心生成機構および超臨界 Xe 神戸大発達科学 中川和道

中での発光機構

酸化物ガラスの屈折率と真空紫外域における反射スペクト 九大大学院総合理工研武部博倫

ル

酸化物単結晶の紫外光反射・透過測定 分子研

BIS検出器の波長感度校正 分子研

UVSORアブレーションプロセスによる PTFE薄膜の形成 名大工

と微細加工

金属酸化物表面の放射光励起エッチング反応II 名大工
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細野秀雄

細野秀雄

後藤俊夫

正畠宏祐



SOR光励起プロセス技術及びSi基板の極微細エッチング 名大先端技術共同研 森田慎三

に関する研究

50nm分解能のX線顕微鏡による大気中の生物像の観察II 関西医科大 木原 裕

SR光によるホスト分子の紫外光フォトンエコー 香川大教育 伊藤 寛

シンクロトロン放射光励起による ZnTeの原子層成長 佐賀大理工 小川博司

ダイヤモンドの放射光励起エッチング 琉球大工 石黒英治

金属／絶縁体多層膜の内殻吸収 東北大科学計測研 渡辺 誠

ポリエステル薄膜の偏光内殻吸収スペクトルの測定 鳥取大工 大内伊助

BL8Bl気体計測装置の調整 分子研 伊吹紀男

内殻励起分子から放出された解離イオンの角度分解イオン 分子研 小杉信博

収量スペクトルの測定

BL8Bl整備（分光器駆動機構の改良） 分子研 平谷篤也

Nメチルアミド類の N-K,0-K励起による解離過程の研究 分子研 平谷篤也
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施設利用実施一覧

平成 6年度（後期）施設利用 (I)

色素吸着 LB膜の蛍光寿命測定 山口大工 笠谷和男

金属絶縁体転移を示す LaM03(M = Ni, Co, Cu)の内殻準 東北大理 高橋 隆

位構造

合成ダイヤモンドの格子欠落の構造に関する光反応 ESR 阪大基礎工 半沢弘昌

の研究

2, 2ービピリジン類及び1,10ーフェナントロリン類と 横国大工 八木幹雄

その亜鉛（II)錯体の励起状態

半導体および金属一半導体複合超微粒子の作成と光物性 京大原子研 東野 達

アルミニウム基アモルファス合金の電子構造 名工大 山田正明

小分子の活性化を目指した遷移金属錯体の開発及び反応制 名工大 増田秀樹

御

錯体の構造と反応，及び溶液内挙動 愛知教育大 中島清彦

半導体プロセスと特性評価 豊橋技科大 吉田 明

SOR及びプラズマを用いて合成した機能性薄膜の評価 名大工 堀 勝

希土類一遷移金属系アモルファス合金の磁気的性質 名工大 山田正明

アルミニウム細線の陽極酸化によるワイヤー型通電触媒の 静岡大工 上野晃史

開発

孤立高分子鎖末端ラジカルの極低温における分子運動性 市祁学園短大 坂口真人

超微粒子の磁性 三重大教育 佐光三四郎

アルコキシド法による機能性材料の調製 豊橋技科大 角田範義

希土類マンガナイトの層転移と物性の研究 豊橋技科大 亀頭直樹

鉄多核錯体の構造に関する磁気化学的研究 工学院大工 佐藤光史

ポリアニリンの電子スピン共嗚による研究 広島大総合科学 小島健一

遷移金属錯体の物性に関する研究 岐阜大工 JI I村 尚

鉄オキソクラスターの合成研究 金沢大理 林 宜仁

金属ポリフィリン 1Cーカチオンラジカル錯体の磁性 生物ラジカル研 藤井 ‘伍‘且

イオン性高分子及び液晶性高分子のミクロ構造の解析と制御 岐阜大工 沓水祥一
ヽ＇ 
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平成6年度（後期） UVSOR施設利用

低次元物質の励起電子状態の研究 山形大理 吉成武久

CdX2, PbX2 (X = Cl, Br, I)の励起子緩和分枝過程の研究 福井大工 中川英之

アルカリハライド混晶系におけるオージェ・フリー発光 信朴1大工 伊藤 稔

アルカリハライドの 1中心型緩和励起子過渡吸収分光測定 京都大理 神野賢一

団体中の価電子，内殻電子の励起・緩和における「溶媒」 京都大総合人間 林 オロ斤AJI 

効果

半導体ダイヤモンド薄膜の光電子放出特性の評価 大阪大工 平木昭夫

金属ハロゲン化物におけるポラトリン発光の時間分解測定 大阪歯科大 辻林 徹

アルカリ臭化物結晶の励起子ポラリトン分散 大阪電気通信大工 大野宣人

CuCl微粒子の励起子吸収から見た相転移 神戸大理 太田 仁

アントラセン溶液およびアントラセン単結晶のvuv光物 神戸大発達科学 中川和道

性

短波長レーザー用ミラーの開発 宮崎大工 黒澤 宏

BLlBの整備 分子研 鎌田雅夫

階段状白金表面上の吸着酸素分子の配向と反応性 北大触媒セ 松島龍夫

分子性・高分子性電子受容体の軟X線吸収 名古屋大理 関 一彦

XANESによるポリイミドの黒鉛化過程の研究 香川大教育 川瀬雅也

ポリエステルフィルムの内殻吸収スペクトルの測定 鳥取大教養 大内伊助

Si表面に吸着した N20の吸着構造に関する研究 分子研 松本吉泰

GaAa表面上の NEA形成についての研究(2) 分子研 田中慎一郎

非晶質材料において偏光照射により誘起される異方性の研 東京都立大 西川宏之

究

放射光照射による薄膜形成と超微細加工の検討 豊橋技大 吉田 明

アンジュレーター光を用いた ZnTeのエピタキシャル成長 分子研 西尾光弘

極端紫外光照射によるアモルファス半導体の光劣化に関す 分子研 林 浩司

る研究
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SR光照射によるアルカリハライドからのアルカリ原子放 分子研 鎌田雅夫

出の時間応答性

SR光励起によるフラーレンの発光スペクトル 分子研 鎌田雅夫

d電子励起の光化学ーC応Br,C応I 北大電子科学研 川崎昌博

1-3価分子イオンの生成と解離過程の研究 大阪市立大工 増岡俊夫

遷移金属カルボニル化合物のイオン化解離過程の研究 姫路工大 小谷野猪之助

単バンチ放射光を利用したピコ秒電子分光法の開発 東京大生産技術研 岡野達雄

希ガス固体からの中性粒子脱離の動的過程の解明 学習院大理 荒川一郎

極端紫外域における多層膜反射鏡及び2次元検出器の性能 名大理 山下広順

評価

凝縮系に生成する超励起状態からの負イオン生成 分子研 見附孝一郎

アモルファス半導体の反射による内殻吸収の研究 分子研 林 浩司

BL5Bの整備 分子研 木村真一

氷 XI相の遠赤外分光 大阪大基礎工 小林融弘

微粒子の相転移 神戸大理 難波孝夫

赤外マルチチャンネルフーリエ分光法の開発(2) 分子研 浅香修治

高温超伝導体の磁場中遠赤外分光 分子研 木村真一

LiNaS04, LiKS04の赤外反射スペクトルの測定 分子研 Fernando Rull 

CuSi02多層膜の Cu-L,Si-K吸収 東北大科学計測研 渡辺 誠

モリブデンブロンズの構造解析 東京学芸大 長谷川貞夫

Mo03-MgO触媒の Mo周辺の局所構造 京都大工 吉田郷弘

多孔質 GeのL吸収スペクトル測定 鳴門教育大 松川徳雄

ワイドギャップn型伝導体AgSb03の伝導帯の電子構造 分子研 植田尚之

希土類酸化物の真空紫外反射スペクトルの測定 東北大科学計測研 池沢幹彦

Pアルミナの紫外励起発光の研究 東北大科学計測研 服部武志

BIS検出器及びフィルタの性能評価 東工大工業材料研 細野秀雄

元素添加およびイオン打ち込み非晶質シリカの発光，吸光 早稲田大理工 大木義路

メカニズムの解明

非晶質 CdI2の結晶化過程 福井大工 福井一俊

筋収縮時における時分割蛍光分光 名大理 谷口美恵子

高電圧を印加した遷移金属酸化物を含む珪酸塩ガラスの第 三重大工 那須弘行

二高調波発生メカニズムの研究
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酸化物ガラスの酸素欠陥の紫外光学特性 大阪工業技術研 西井準治

CeRuSb及び関連物質の真空紫外反射スペクトル 神戸大理 桜井 誠

重金属ハロゲン化物蒸着膜の光学スペクトル 海上保安大学校 藤田正実

二価金属ハライド混晶に於ける励起子分枝の量子過程 和歌山大教育 宮永健史

真空紫外域における酸化物ガラスの反射スペクトル 九朴l大総合理工 武部博倫

UVSOR励起CVD法によるダイヤモンドの創製 名大工 後藤俊夫

SOR光による有機系Si薄膜のパターンニングの研究 名大先端技術共同研 森田慎三

放射光による回折格子の作成 大阪市立大工 石黒英治

50nm分解能のX線顕微鏡による種々の生物像の観察 関西医科大 木原 裕

SR光による位相およびエネルギー緩和時間の測定 香川大教育 伊藤 寛

シンクロトロン放射光による化合物半導体工ッチング効果 佐賀大理工 小川博司

に関する研究

Omphacite鉱物の AlK-XANES 京都教育大 村田隆紀

シリカ担持マグネシウム酸化物触媒の調製過程に関する研 京大工 吉田郷弘

ク九
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国際交流

海外からの研究者

1.評議員

Peter Day （イギリス ロンドン王立研究所長）

Mostafa Amr El-Sayed（アメリカ ジョージア工科大学教授）

2. 外国人客員研究部門

Rull Perez Fernando （スペイン ベラドリド大学教授）

Gyula Rabai （ハンガリー コッシュスラジョス大学助教授）

Ming-Chang Lin （アメリカ エモリー大学化学科教授）

Heinz R. W. Fischer (ドイツ ：］よ峠貨・シラー大学 ） 

Valery A. Ivanov （ロシア ビルケント大学（トルコ）客員教授）

Yuri A. Berlin （ロシア ロシア科学アカデミー
セミョーノフ研究所室長 ） 

（カナダ ウォータールー大学応用数学科教授）Frank 0. Goodman 

Sergei Krouglik （ベラルーシ
ベラルーシ学士院物理学研究所）
上級研究員

3. 文部省招へい外国人研究員

Magnus K. E. Sandstrom（スウェーデン スウェーデン王立工科大学助教授）

Insook Rhee P aeng （韓国 ソウル女子大学助教授）

Kwang Pill Lee （韓国 韓国標準科学研究院主任研究員）

Chae Kwon Hee （韓国 ハンクク大学準教授）

Steven Ernest John Bell （イギリス ベルファスト大学化学科助手）

AnvarAbdoularkhandovich ウズベキスタン ウズベク科学アカデミー熱物理弱腔所
Zakhidov 分子システム研究室室長

Bakthan Singaram ［インド象：： ： ］に譴冨教授 ］ 

7. 1. 7 -7. 1. 20 

7. 3.19 -7. 3.29 

6. 3.10 -6.11.30 

5.10. 1 -6. 9.30 

7. 1. 5 -7. 8. 31 

6.12.16 -7. 9.30 

6. 3. 25 -6. 11. 30 

5._11. 1 -6. 8.31 

6.12. 1 -7. 9.30 

7. 2.18 -7. 8.31 

5.10. 7 -6. 4. 6 

{ 6.6. 2 3 -6. 8. 20 
6.12.12 -7. 2.15 
{ 6.6. 20 -6. 8. 1 9 
7. 1. 4-7. 3. 2 
{ 6.6. 2 1 -6. 8. 20 
6.12.13 -7. 2.12 

6. 6.20 -6. 9.20 

6.10. 1 -7. 3.31 

6.12.i9 -7. 3.18 

4. 日本学術振興会招へい外国人研究者（＊外国人特別研究員 ＊＊二国間交流）

Martin Kotora ＊ （チェコ 基礎化学プロセス研究員） 6. 5.10 -6. 5. 9 

Yuri A. Gruzdkov ＊ （ロシア ボレスコフ触媒研究所研究員） 6. 3. 5 -7. 3. 4 

V. F. Kamalov 
（ 

ロシア霜アカデミー
ロシア化学物 究所主任研究員 ） 

6. 3.22 -7. 1.21 
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Haridas Pal * （インド バーバ原子研究センター研究員）

Lizla S. Bontuyan * （フィリピン ） 

Biman Bagchi * * （インド インド科学研究所準教授）

Chang-Guo Zhan （中国 華中師範大学教授）

A. H. Saleck * (ドイッ ケルン大学物理学科研究助手）

Evqeni E. Nikitin （イスラエル テクニオン化学科教授）

Jonas V. Krober * (ドイツ ） 

Suketu R. Gandhi （アメリカ マックスプランク研究所博士研究員）

Cai, Y.-Q. * （オーストラリア ラトローベ大学物理学科助手）

5. 岡崎コンファレンス

Sandro Gambarotta （カナダ オタワ大学教授）

William J. Evans （アメリカ カリフォルニア大学教授）

Eiichi N egishi （アメリカ パデュー大学教授）

Gerhard Erker (ドイツ ミュンスター大学教授）

T. Don Tilley （アメリカ カリフォルニア大学教授）

Richard Jordan （アメリカ アイオワ大学教授）

T. J. Marks （アメリカ ノースウエスタン大学教授）

J. H. Teuben （オランダ グローニンゲン大学教授）

D. M. P. Mingos （イギリス インペリアル大学教授）

X-Z You （中国南京大学教授）

U. Rosenthal (ドイツ ロストック大学教授）

K. Kumar （アメリカ ブリストルマイヤー研究所研究員）

S. Knyazhanski （ロシア モスクワ大学教授）

P. Comba 

T. Rappert 

P. Ph Chappuis 

Jwu-Ting Chen 

（ドイツ ハイデルベルク大学教授）

［昇霰麟贔胃部学振・

スイス 名古屋大学理学部学振・
外国人特別研究員

（台湾 国立台湾大学教授）

Thomas P. Fehlner （アメリカ ノートルダム大学教授）

Wolfgang Linert （オーストリア ウィーン大学教授）

Spyros P. Perlepes （ギリシャ パトラス大学教授）

E. Hasselbrink (ドイッ フリッツハーバー研究所研究員）

6. 3.29 -8. 3.28 

6. 4. l -7. 3. 31 

6. 5. 2 -6. 7.10 

6. 6. l -6. 8.29 

6. 6. 2 -7. 6. l 

6. 8.10 -6.10.10 

6. 9.13 -7. 9.12 

6. 7.25 -7. 6.30 

7. 1.12 -8. 1.11 

＼
ー
ー
＇
J
/
＼
ー
）

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 7.31 -6. 8. 4 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 7.31 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. -8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 1 -6. 8. 3 

6. 8. 2 ~ 6. 8. 3 

6. 8. 2 -6. 8. 3 

6. 8. 2 -6. 8. 3 

6.10. 3 -6.10.10 

- 87 -



H. ]. Freund （ドイツ ルーア大学教授） 6.10. 4 -6.10. 8 

J. William Gadzuk （アメリカ 標準科学技術国立研究所研究員） 6.10. 4 -6.10. 7 

Richard R. Cavanagh （アメリカ 標準科学技術国立研究所研究員） 6.10. 4 -6.10. 7 

Dwight R. Jennison （アメリカ サンデイア国立研究所研究員） 6.10. 4 -6.10. 8 

T. G. Phillips （アメリカ カリフォルニア工科大学教授） 7. 3.13 -7. 3.16 

K. M. Evenson （アメリカ 標準科学技術国立研究所研究員） 7. 3. 5 -7. 3.17 

G. J. White （イギリス ロンドン大学教授） 7. 3.12 -7. 3.18 

M. Guelin （フランス ミリ波天文学研究所研究員） 7. 3.13 -7. 3.19 

P. T. P.Ho （アメリカ
天文物理学ハーバード ） 7. 3.13 -7. 3.19 スミソニアンセンター教授

G. Winnewisser （ドイツ ケルン大学物理学科教授） 7. 3.14 -7. 3.16 

John M. Brown （イギリス オックスフォード大学教授） 7. 3.14 -7. 3.16 

6. 国際シンポジウム

William H. Woodruff （アメリカ ロスアラモス国立研究所室長） 6.12.12 -6.12.17 

Shimon Weiss （ァメリカ カリフォルニ冒｀受（バークレー ） 6.12.11 -6.12.14 
Richard S. Potember （アメリカ ジョンズホプキンス大学教授） 6.12.12 -6.12.15 

Klaus Wolfrum （ドイツ ミュンヘン工科大学教授） 6.12.12 -6.12.16 

Jurgen P. Rabe （ドイツ マインツ大学教授） 6.12.12 -6.12.14 

Michel Orrit （フランス ボルドー I大学教授） 6.12.11 -6.12.14 

J. J. Pireaux （ベルギー フアカルテス大学教授） 6.12.10 -6.12.15 

Z. Valy Vardeny （アメリカ ユタ大学教授） 6.12.12 -6.12.15 

7.科学研究費・国際学術研究

日英 (n+ n)ミーティング
Robert Donovan （イギリス エジンバラ大学教授） 6. 9.21 -6. 9.24 

Chris Whitehead （イギリス マンチェスター大学Dr.) 6. 9.21 -6. 9.24 

David Phillips （イギリス インペリアルカレッジ教授） 6. 9.21 -6. 9.24 

Andrew Hodgson （イギリス リバプール大学Dr.) 6. 9.21 -6. 9.24 

Gareth Roberts （イギリス ケンブリッジ大学Dr.) 6. 9.21 -6. 9.24 

日本・イスラエル

Ron Naaman （イスラエル ワイツマン研究所教授） ｛ 6. 8.15 -6. 9. 9 7. 3. 1 -7. 3.15 
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日本・ロシア

Andrei A. Kolmakov 

Vladimir M. Agranovich 

8.招へい協力研究員

Paul Knochel 

Soley Ozer 

Richard J. Whitby 

Kim D. Janda 

Anders Ehrenberg 

S. Ramamurthi 

Kopin LIU 

George Schatz 

Gilbert C. Walker 

Haink Chosrowjan 

Richard I. Hall 

Yuan Ji Pei 

N. I. Zheludev 

Loys Belleguie 

Eduard B. Yagubskii 

Terry L. Gustafson 

Jan Tang 

Marie-Emmanuelle Couprie 

Rudolph A. Marcus 

Norman Su tin 

Jean-Michel Saveant 

R. J. Harrison 

Wlodzislaw Duch 

Gerard A. Mourou 

LiuLing-Kong 

Mark Maroncelli 

Annette Faith Dexter 

ア

ア

シ

シ
ロ

ロ

／

ー

＼

／

ー

＼

（ドイツ

（アメリカ

（イギリス

（アメリカ

ロシア研究センター
クリチャトフ研究所研究員
ロシア科学アカデミー
分光学研究所教授

マーブルグ大学教授）

アリゾナ州立大学大学院生）

サザンプトン大学助教授）

スクリプト研究所助教授）

（スウェーデン

（インド

（台湾

（アメリカ

（アメリカ

（ァルメニア

（フランス

（中国

（イギリス

（アメリカ

（フランス

（アメリカ

（アメリカ

（台湾

（アメリカ

（アメリカ

ストックホルム大学教授）

先端技術研究所副所長）

原子分子科学研究所教授）

ノースウエスタン大学）

ピッツバーグ大学助教授）

大阪大学基礎工学部学振・
外国人特別研究員

ビエール・マリーキュリー大学教授）

中国合肥放射光施設教授）

サザンプトン大学講師）

（アメリカ ロチェスター大学研究員）

（ロシア ロシア科学アカデミーチェルノブロフカ
化学物理研究所合成金属研究部長）

（アメリカ オハイオ朴I立大学準教授）

アルゴンヌ研究所研究員）

国立応用電磁学研究所研究員）

カリフォルニア工科大学教授）

ブルックヘブン国立研究所研究員）

（フランス パリ第7大学教授）

［アメリカ竺言互［三斤研究員
ポーランド ニコラスコペルニクス

大学助教授

（アメリカ ミシガン大学教授）

台湾大学教授）

ペンシルバニア大学準教授）

イリノイ大学大学院生）

＼

ー

ー

／

＼

ー

）

6.11.24 -6.12.20 

6.11.29 -6.12.14 

＼

ー

）

ヽ

ー

ー

／

＼

ー

）

6. 4. 3 -6. 4.14 

6. 4. 4 -6. 4. 8 

6. 4. 6 -6. 4.13 

6. 4. 7 -6. 4.16 

6. 4.12 

6. 5.14 -6. 5.20 

6. 5.21 -6. 5.25 

6. 5.24 -6. 5.25 

6. 6. 5 -6. 6. 6 

6. 6.28 

6. 7.14 

6. 9. 7 -6. 9.10 

6. 9.20 

6. 9.20 -6. 9.22 

6.10.14 -6.10.18 

6.10.18 -6.10.20 

6.10.19 -6.10.21 

6. 10. 23 ~ 6. 10. 26 
6.11.16 -6.11. 26 

6.11.21 -6.11.27 

6.11.22-6.12. 7 

6.11.22-6.12. 1 

6.11. 24 

6.12. 7 

6.12. 9 

6.12.15 -6.12.16 

7. 1. 9 
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Andrew Brodie （ニュージーランド マッセイ大学教授） 7. 2. 6 -7. 2.19 

Laura A. Smoliar （アメリカ カリフォルニア大学大学院生） 7. 2. 7 -7. 2.13 

Fanao Kong （中国 中国科学院化学研究所教授） 7. 2.10 -7. 2.20 

Gennady Kulipanov 
（ 
ロシア ノボシビルスクブドゥカ

原子核研究所副所長 ） 7. 2.23 
Donald Craig （イギリス インペリアルカレッジ講師） 7. 2.25 -7. 3. 5 

S. H. Lin （台湾 台湾原子分子科学研究所所長） 7. 2. 28 -7. 3. 1 

Jhon S. Olson （アメリカ ライス大学教授） 7.3.6-7.3.14 

（ 
ベラルーシ冒冨カデミーValentin A. Orlovitch ベラルーシ 物理学研究 ） 7. 3.24 -7. 3.31 

Seung C. Park （韓国 Sung Kyun Kwan大学教授） 7. 3.24 -7. 4. 5 

John C. Polanyi （カナダ トロント大学教授） 7. 3.30 -7. 4. 3 

9.特別協力研究員

Grigoryan Leonid （ロシア ） ｛ 5. 9. l -6. 3.31 6. 4. 1 -6. 9.30 

Li, Y ongfang （中国 中国科学院化学研究所助教授） 6. 1.16 -6. 4. 8 

Cai, Jianping （中国 ） ｛ 6. 2.11 -7. 2.10 7. 2.11 -7. 3.31 

Martin Kotara （チェコ ） 6. 5.11 -7. 5.10 

A.H. Saleck （ドイツ ケルン大学物理学科研究助手） 6. 4. 1 -6. 5. 3 

Gary Peter Keogh （イギリス インペリアル大学大学院生） 6. 4.11 -6. 9.30 

Hahn, Rainer （ドイツ ミュンヘン大学研究員） 6. 5.14 -7. 5.13 

Lavaud, Nathalie （ドイツ ミュンヘン大学博士研究員） 6. 5.14 -7. 5.13 

Stephen Roy Meech （ィギリス 企尋負贔ングリア大学 ） 6. 6.30 -6. 8.27 
Tatyana I. Igumenova （ロシア 触媒研究所大学院生） 6. 7. 1 -7. 2.25 

S. H. R. Abdi （インド 国立海洋化合物研究所研究員） 6. 7. l -6.12.31 

Bongsoo Kim （韓国 慶北国立大学化学科助教授） 6. 7. l -6. 8.20 

Ronald L. Christensen（アメリカ ボードウィン大学化学科教授） 6. 7. 1 -6. 7.14 

Byung Heun Kang （韓国 慶北国立大学化学科大学院生） 6. 7. 10 -6. 8. 20 

Park, Seung C. （韓国 江原国立大学化学科助教授） 6. 7.14 -6. 8.13 

Ji-Hwa Lee （韓国 ソウル国立大学工業化学科教授） 6. 7.24 -6. 7.30 

Shi-Woo Rhee （韓国 浦項科学技術大学化学工学科助教授） 6. 7.24 -6. 7.30 

Young-Bae Park （韓国 浦項科学技術大学化学工学科大学院生） 6. 7.24 -6. 7.30 

Yuri A. Berlin 

｛ 
ロシア ロシア科学アカデミー

］ 
6. 9. 1 -6.11.10 

セミューノフ研究所室長

Eugene Slobodchikov ロシア闘アカデミー 6. 9. 1 -6. 9.30 ロシア化学物 究所研究員
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Melissa Joseph （ィギリス 化ンペ<アルカレッジ学科学院学生 ） 6. 9. l -6.12.30 
Ping Wang （アメリカ アラバマ大学化学科博士研究員） 6. 9. 1 -7. 2.28 

Bin Zhang （中国 中国科学院化学研究所博士研究員） 6. 9. 6 -7. l. 25 

Mikhail Kozlov （ゥクライナ 半ウ導ク体ラ研イ究ナ科所上学級ア研カ究デ員ミー ） 6. 9.11 -7. 8.11 
Yuxiang Mo （中国 中国科学院武漢物理学研究所助教授） ｛ 6.10. 1-7. 5.31 7. 6. 1 -8. 3.31 

Shaoli Pang （中国 ） 6.10. l -6.11.30 

Frankevich Eugene （ロシア ロシア旦学アカ物フ―ー‘理ミ̀̀研ーエネルー化学 究所室長 ） 6. 10. 25 -7. 1. 25 
Youg Joo Lee （韓国 韓国高等科学技術院化学科大学院学生） 6. 10. 29 -6. 11. 6 

Jong Wan Lee （韓国 中央研究所研究員） 6. l O. 30 -6. 11. 6 

Jangseok Ma （アメリカ 生テ化キ学サ科ス博大士学研化学究員・ ） 6.11. 7 -7.10.31 
Ja Yong Koo （韓国 韓国標準科学研究所研究員） 6.11. 1 -6.11. 5 

11 Sang Choi （韓国 ヨンセイ大学物理学科大学院学生） 6.11. 5 -6.11.13 

Han Gil Lee （韓国 韓国高等科学技術院化学科大学院学生） 6.11.11 -6.11.19 

Stankevitch V. Georgievich （ロシア クリチャトフ研究所副施設長） 6.11.25 -6.12.20 

Kolmakov A. Alexandrovich（ロシア クリチャトフ研究所研究員） 6. 11. 25 -6. 12. 20 

Valery A. Ivanov 
（ 
ロシア ロシア闘アカ贔ー一般及び
無機化 究所 ） 6.12. 1 -7. 3.31 

Han Gil Lee （韓国 韓国高等科学技術院化学科大学院学生） 7.1.6-7.2.4 

Yong Kwang Park （韓国 江原大学化学科助教授） 7.1.4-7.2.4 

Young Su Chung （韓国 韓国高等科学技術院化学科大学院学生） 7.1.6-7.2.4 

Yu Kwon Kim （韓国 韓国高等科学技術院化学科大学院学生） 7.1.6-7.2.4 

Sehun Kim （韓国 韓国高等科学技術院化学科助教授） 7.1.6-7.2.4 

Jae Myung Seo （韓国 全北大学物理学科助教授） 7. l. 6-7. z. 4 
Ki-Jung Paeng （韓国 ヨンセン大学化学科助教授） 7. l. 9 -7. 2.15 

Bongsoo Kim （韓国 慶北大学化学科助教授） 7. 1.16 -7. 2. 20 

Hyun Suk Jeong （韓国 慶北大学化学科大学院学生） 7. 1.16 -7. 2. 20 

Akel, Tarek, El-Sayed Khalil（エジプト アレキサンドリア大学化学科助手） 7. 1. 20 -7. 2. 4 

Frankevich Eugene （ロシア ロシア科学アカ物フ―ー’理ミ‘研ーエネルギー化学 究所教授 ） 7. 2.21 -7. 3.31 

10. 海外からの訪問者

P. X. Zhang （中国 中国科学院物理学研究所教授） 6. 5.10 -6. 5.12 

Dingchang Xian 

｛ 中国 北京高能物理理ロロ学学ンン研放研放究射究射所実所実験験施施設設 ］ 
6. 5.14 -6. 5.15 

シン乙向 口贔 教授
Esheng Tang 北京能

6. 5.14 -6. 5.15 中国シンクロト 設教授
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Ikeda-Saito Masao （ァメリカ ケース盆スタンリザーブ大学） 医学部
6. 5.16 -6. 5.17 

Antonij a Lesor （スロベニア ジョセフステファン研究所研究員） 6. 8.23 -6. 8.24 

Beatrice Vallone （イタリア ローマ大学研究員） 6. 8.30 -6. 8.31 

劉本恩 （中国 中国科学院弁公庁主任） 6.12.15 

邸華盛 （中国 亜中非国科拉美学処院副国処際合長作局 ） 6.12.15 
鄭淑芝 （中国 中国科学院国際合作局公室主任） 6.12.15 

韓忠恵

｛ 中国 汀科弁科弁学公学公室室院院雷i 体研究所 ］ 6.12.15 趙文璧 中国 長王 応用化学研究所 6.12.15 

朱賓渥 （中国 中国科学院上海分院外事弁公室） 6.12.15 

陳 研 （中国 研中究国科所外学事院大弁連公化室学物理 ） 6.12.15 
陳志輝 （中国 桂林市科学技術委員会外事弁公室） 6.12.15 

R. Zadoyan 

｛ 
アメリカ

カ
カ（アリリーフフJ ゞォイルンニ） アア研教大大授究学学貝

］ 
6.12.19 

Heinz Frei アメリカ
ォルニ 7. 3.12 -7. 3.13 

（バークレイ）

John Dyke （イギリス サザンプトン教授） 7. 3.15 -7. 3.19 
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海外渡航 (7.2. 1~7. 8. 31) 

氏 名 所属・職 期 間 目的国 目 的

国際学術研究「分子科学5分野における共同研究」

高田彰二
技 術 課 7. 2. 2 

イギリス
に関して「多次元トンネルの半古典力学的理論の

文 部 技 官 ~7. 3. 2 研究」に係る計算手法及びプログラム作成の調査

のため

熊崎茂一
技 術 課 7. 2. 6 

イギリス
光合成の初期過程の研究に関する調査及び情報収

文 部 技 官 ~7. 4.30 集のため

高橋 保
錯体化学実験施設 7. 2.11 

スペイン Alcala大学との共同研究のため
助教授 ~7. 3.16 

伊藤光男 分子科学研究所長
7. 2.12 

韓 国
表面科学及び固体状態化学に関する第6回日韓合

~7. 2.14 同シンポジウムに出席のため

松本吉泰
電子構造研究系 7. 2.12 

韓 国 第6回日韓シンポジウムに出席し，講液するため
助教授 ~7. 2.16 

薬師久禰
分子集団研究系 7. 2.12 

韓 国 第6回日韓シンポジウムに出席し，講演するため
教 授 ~7. 2.16 

丸山有成
分子集団研究系 7. 2.12 

韓 国 第6回日韓シンポジウムに出席し，講演するため
教 授 ~7. 2.16 

宇理須恒雄
極端紫外光科学研究系 7. 2.12 

韓 国
第6回日韓シンポジウム及び韓国真空学会会議に

教 授 ~7. 2.18 出席のため

鹿野田一司
分子集団研究系 7. 2.14 

韓 国 第6回日韓シンポジウムに出席し，講演するため
助教授 ~7. 2.16 

谷村吉隆
理論研究系 7. 2.18 

アメリカ
「光誘起電荷移動およびその関連現象」の研究実

助教授 ~7. 3. 3 施のため

齋藤修二
分子構造研究系 7. 2.26 

アメリカ
日本学術振興会日米科学協力事業の共同研究実施

教 授 ~7. 3. 4 のため

加藤立久
分子構造研究系 7. 3. 3 

オーストリア
新物質の電子的性質に関する国際研究集会（ヨー

助教授 ~7. 3.14 ロッパ会議）において論文発表をするため

丸山有成
分子集団研究系 7. 3. 4 

オーストリア
新物質の電子的性質に関する国際研究集会（ヨー

教 授 ~7. 3.11 ロッパ会議）に出席のため
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氏 名 所属・職 期 間 目的国 目 的

平谷篤也
極端紫外光実験施設 7. 3. 6 

イギリス
「放射光とレーザーを用いた分子科学」に関する

助 手 ~7. 3.16 調査・研究のため

技術課 7. 3.15 
日米科学技術協力事業「光合成による太陽エネル

酒井楠雄
第 4技術班長 ~7. 3.24 

アメリカ ギーの転換」分野に必要とされる装置技術に関す

る現況調査及び情報の収集のため

極端紫外光科学研究系 7. 3.16 
日米科学技術協力事業「光合成による太陽エネル

宇理須恒雄
教 授 ~7. 3.21 

アメリカ ギーの転換」分野に関する放射光表面反応の調

査・情報交流のため

錯体化学実験施設 7. 3.16 
日米科学技術協力事業「光合成による太陽エネル

中沢 浩
助教授 ~7. 3.23 

アメリカ ギーの転換」分野に関する錯体化学の調査及び情

報収集のため

日米科学技術協力事業「共鳴ラマン分光法による

向井政博
分子構造研究系 7. 3.19 

アメリカ
光合成反応中心キノンBーサイトの電子移動／プ

助 手 ~7. 3.26 ロトン移動カップリング機構の解明」の研究実施

のため

松本吉泰
電子構造研究系 7. 3.26 

ムロ 湾
表面，薄膜に関する国際シンポジウムに出席し，

助教授 ~7. 3.30 講演をするため

尾関博之
分子構造研究系 7. 4. 4 ドイツ サブミリ波電波望遠鏡分光計製作に関する打合せ
助 手 ~7. 4.16 イギリス のため

高橋 保
錯体化学実験施設 7. 4. 8 

スペイン
アルカラ大学のビジティングプロフェッサーとし

助教授 ~7. 5.25 て共同研究を行うため

伊藤光男 分子科学研究所長
7. 4.26 

ムロ 湾
原子分子科学についての IAMSシンポジウムに出

~7. 5. 2 席のため

． 
プルックヘブン国立研究所での研究打合せ及び第

錯体化学実験施設 7. 4.26 
田中晃二
教授 ~7. 5. 5 

アメリカ 3回二酸化炭素国際会議に出席し，招待講派を行

うため

吉原経太郎
電子構造研究系 7. 5.12 

イスラエル
第 28 回量子化学•生物学エルサレム会議に出席

教授 ~7. 5.22 し，招待講湖を行うため

森田紀夫
分子構造研究系 7. 5.20 

アメリカ 国際会議QELSに出席し，招待講湖を行うため
助教授 ~7. 5.28 

加藤立久
分子構造研究系 7. 5.21 

アメリカ アメリカ電気化学会春季年会に出席のため
助教授 ~7. 5.30 

電子蓄積リングを用いた自由電子レーザーに関す

濱 広幸
極端紫外光実験施設 7. 5.22 

フランス
る基礎研究の共同実験をフランス LURE研究所

助教授 ~7. 6.19 の研究グループと行い，分子研 UVSORグループ

の得ている実験データと比較議論をするため
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氏名所属・職期問目的国 目 的

宮島清一分子集団研究系 7.5.28 カ ナ ダ第8回層間化合物国際会議に出席し，講演を行う
助 教 授～ 7.6. 3 ため

中村宏樹理論研究系 7.5.28 イスラエル解離性再結合に関する国際会議に出席し，招待講
教 授～ 7.6. 4 演を行うため

宮島清一分子集団研究系 7.6. 5 イ タ リ ア第4回金属錯体液晶国際会議に出席し，招待講演
助 教 授～ 7.6.14 を行う及び研究打合せのため

北川禎三：子構造研究、~ ~: :.18 ア メ リ カ第7回国際時間分解振動分光会議に出席のため

吉原経太郎電子構造研究系 7.6. 9 ア メ リ カ 第7回時間分解振動分光学会に出席し，招待講演
教 授～ 7.6.21 を行う及び共同研究打合せのため

富永圭介電子構造研究系 7.6. 9 ア メ リ カ第7回時間分解振動分光法国際学会に出席し，討
助 手～ 7.6.27 論，発表を行う及び大学の研究室を訪問するため

高橋 保錯体化学実験施設 7.6.10 スペイ ン アルカラ大学のビジティングプロフェッサーとし
助 教 授～ 7.7.20 て共同研究を行うため

平谷篤也極端紫外光実験施設 7.6.17 ロ シ ア vuvビームライン建設に関するワークショップ
助 手～ 7.6.24 k参加のため

石井久夫極端紫外光科学研究系 7.6.18 イ タ リ ア第6回電子分光に関する国際会議に出席し，研究
助 手～ 7.6.26 発表を行うため

宇理須個雄極端紫外光科学研究系 7.6.21 台 湾放射光研究センター (SRRC)で開催される放射光
教 授～ 7.6.24 研究シンポジウムで招待講涸を行うため

吉原経太郎電子構造研究系 7.6.27 大韓民国国際協力事業団の事業に関する技術調査のため
教 授～ 7.7. 2 

坂東俊治機器センター 7.6.29 ア メ リ カ H米科学協力事業における特異な構造をもつ炭素
助 手～ 7.8. 4 化合物の物性研究のため

阿部正明相関領域研究系 7.7. 1 ア メ リ カ 錯体化学の研究を展開する上で必要となる実験技
助 手～ 8.6.30 術を修得するため

岡本祐幸理論研究系 7.7. 8 オーストラリア国際会議 “LATTICE'95"に出席のため
助教授～ 7.7.16 
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氏 名 所属・職 期 間 目的国 目 的

中沢 浩
錯体化学実験施設 7. 7. 8 アメリカ 有機金属化学に関するゴードン研究会議に出席及

助教授 ~7. 7.23 イスラエル び第13回リン化学国際会議に出席のため

極端紫外光実験施設 7. 7. 9 
電子蓄積リングを用いた自由電子レーザーに関す

濱 広幸 フランス る研究の博士論文発表会に審査員として出席及び
助教授 ~7. 7.19 

フランス LURE研究所で共同実験を行うため

森田紀夫
分子構造研究系 7. 7.19 

ス イ ス
反陽子ヘリウム原子のレーザー分光実験の実施の

助教授 ~7. 8.10 ため

伊吹紀男
極端紫外光科学研究系 7. 7.21 

力 ナ ダ
第19回電子・原子衝突国際物理学会に出席のた

教 授 ~7. 8. 3 め

渡辺芳人
相関領域研究系 7. 7.22 

ス イ ス
第9回シトクローム P.450に関する国際会議に

教 授 ~7. 7.29 出席し発表するため

谷村吉隆
理論研‘究系 7. 7.25 

中 国
第19回統計力学国際会議に出席及び研究動向の

助教授 ~7. 8. 5 調査のため

吉原経太郎
電子構造研究系 7. 7.29 

イギリス
第17回国際光化学会議に出席し，招待講演を行

教 授 ~7. 8. 5 うため

内藤幸人
電子構造研究系 7. 7.29 

イギリス
第17回国際光化学会譲に出席，研究発表及び討

助 手 ~7. 8. 8 論を行うため

高橋 保
錯体化学実験施設 7. 7.29 

アメリカ
有機合成指向有機金属化学国際会議に出席し，招

助教授 ~7. 8.15 待講演を行うため

田原太平
極端紫外光科学研究系 7. 7.30 

イギリス 第17回光化学国際会議に出席のため
助教授 ~7. 8.10 

小林速男
分子集団研究系 7. 7.31 イギリス 共同研究に関する打合せ及びセミナーにおいて講

教 授 ~7. 8. 9 フランス 浪を行うため

中沢 1‘止ロ
錯体化学実験施設 7. 8. 3 

イギリス 第38回国際純正応用化学連合総会に出席のため
助教授 ~7. 8.11 

松本吉泰
電子構造研究系 7. 8. 5 

アメリカ
ゴードンリサーチコンファレンス「表面ダイナミ

助教授 ~7. 8.20 クス」での招待講演及び情報収集のため

I 

熊倉光孝
技 術 課 7. 8. 6 

ス イ ス
反陽子ヘリウム原子のレーザー分光実験の補助の

文 部 技 官 ~7. 9.11 ため
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氏 名 所属・職 期 間 目的国 目 的

細野秀雄
極端紫外光科学研究系 7. 8. 8 

アメリカ
第13回ガラス科学に関する大学会議に出席のた

助教授 ~7. 8.13 め

濱 広幸
極端紫外光実験施設 7. 8.19 

アメリカ 第17回自由電子レーザー国際会議に出席のため助教授 ~7. 8.28 

スペイン
カステララマンチャ大学で研究討論，フエムトケ

吉原経太郎
電子構造研究系 7. 8.28 

スイス
ミストリー国際会議で招待講演を行う及び国際学

教 授 ~7. 9.14 術研究「日本一チェコ分子科学共同研究の推進」
チェコスロバキア

に関する研究打合せのため

錯体化学実験施設 7. 8.28 
ドイツ

第2回ISSHAC国際会議に出席及び共同研究のた黒田泰重 ポーランド
助 手 ~7. 9.18 

フランス
め
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人事異動（7.2.10~7. 7. 1) 

異動年月日 I氏 名 1区分 異動後の所属・職名 現（旧）の所属・職名

7. 2.10 I長尾ゆり I辞 職 理論研究系事務補佐員

7. 2.13 I筒井範子 I採 用 I理論研究系事務補佐員

7. 3.10 I谷口美紀 I辞 職
錯体化学実験施設事務補佐

員

7. 3.13 I中村綾子 I採

7. 4. 1 I岡本祐幸 I転

7. 4. 1 I田中伸明 I採

7. 4. 1 I小崎紳ー I採

7. 4. 1 I伊吹紀男 I転

7. 4. 1 I細野秀雄 I転

7. 4. 1 I石井久夫I転

7. 4. 1 I八木伸也 I採

用 1錯体化学実験施設事務補佐

員

入 1理論研究系分子基礎理論第奈良女子大学理学部助教

ー研究部門助教授 授

用 I電子構造研究系 電子構造研
究部門助手

用 I相関領域研究系 相関分子科 カリフォルニア大学サンフラ
学第一研究部門助手 ンシスコ校博士研究員

入：言言昇塁冒究：授界面京都教育大学教育学部教授

入 1極端紫外光科学研究系 界面東京工業大学工業材料研究所←

分子科学研究部門助教授 助教授

入］言塁塁：胃言手界面名古屋大学理学部助手

用 1極端紫外光実験施設非常勤

研究員

7. 4. 1 I加藤清則 I配置換 I技術課第二技術班長

7. 4.・1 I西本史雄 I昇 任 I技術課第三技術班長

技術課第三技術班長

技術課電子計算機技術係長

技術課装置開発技術係機

械工作技術主任
7. 4. 1 鈴井光ー I昇

7. 4. 1 山中孝弥 I昇

任技術課極端紫外光科学研究

系技術係長

任技術課研究機器技術係長
技術課研究機器技術係機

器センター技術主任

7. 4. 1 水谷文保 I配置換 I技術課電子計算機技術係
技官

生理学研究所技術課生理機

能技術係技官

7. 4. 1 I鶴瀑武士 I採

7. 4. 1 I内藤茂樹 I採

7. 4. 1 I矢野隆行 I採

7. 4. 1 I山本尚代 I採

7. 4. 1 I染田清彦 I転

7. 4. 1 I高柳正夫 I転

用 I技術課理論研究系技術係
技官

用 I技術課電子計算機技術係
技官

用 1技術課装置開発技術係技

官

用 I分子構造研究系事務補佐員

出 I東京大学教養学部助教授理論研究系分子基礎理論第
三研究部門助手

東京農工大学大学院生物シ
出Iステム応用科学研究科助教電子構造研究系 電子状態動
授 力学研究部門助手
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異動年月日 氏 名 区 分 異動後の所属・職名 現（旧）の所属・職名 備考

7. 4. 1 豊田二郎 転 出大阪大学理学部助手
相関領域研究系 相関分子科

学第二研究部門 助手

7. 4. 1 成田吉徳 併任終了
相関領域研究系 有機構造活

九朴1大
性研究部門教授

7. 4. 1 根本尚夫 転 出徳島大学薬学部助教授
相関領域研究系 有機構造活

性研究部門助教授

7. 4. 1 臼井 聡転 出熊本大学工学部助手
相関領域研究系 有機構造活

性研究部門助手

7. 4. 1 浅尾直樹 転 出東北大学理学部助手
相関領域研究系 有機構造活

性研究部門助手

7. 4. 1 川副博司 転
出東京工業大学工業材料研究 極端紫外光科学研究系 界面

所教授 分子科学研究部門教授

7. 4. 1 西尾光弘 転 出佐賀大学理工学部助教授
極端紫外光科学研究系 界面

分子科学研究部門 助教授

7. 4. 1 林 浩司 転 出岐阜大学工学部助手
極端紫外光科学研究系 界面

分子科学研究部門助手

7. 4. 1 美齊津文典 転 出東北大学理学部講師 機器センター 助手

7. 4. 1 中村 晃 転 出 大阪大学理学部教授
錯体化学実験施設錯体触媒

研究部門教授

7. 3.31 丸山有成 停年退職 法政大学工学部教授
分子梨団研究系 分子集団動

力学研究部門教授

7. 3.31 長尾宏隆 辞 職 上智大学理工学部助手
錯体化学実験施設錯体物性

研究部門助手

7. 3.31 石田豊久 退 職 旭電化工業（｛粒研究員
錯体化学実験施設錯体物性

研究部門非常勤の講師

7. 3.31 早坂啓一 定年退職 技術課第二技術班長

7. 3.31 西岡孝訓 辞 職 大阪市立大学理学部助手
技術課相関領域研究系技術

係技官

7. 3.31 北川禎三 併任解除 分子構造研究系研究主幹

7. 4. 1 齋藤修二 併 任 分子構造研究系研究主幹

7. 3.31 吉原経太郎 併任解除 電子構造研究系研究主幹

7. 4、1 花崎一郎 併 任 電子構造研究系 研究主幹

7. 3.31 丸山有成 併任終了
分子集団研究系研究主幹・

極低温センター長

7. 4. 1 薬師久禰 併 任
分子集団研究系研究主幹・

極低温センター長

7. 3.31 中村 晃 併任終了 錯体化学実験施設長

7. 4. l 田中晃二 併 任 錯体化学実験施設長

7. 4. 1 三好永作併 任
理論研究系 分子基礎理論第

九州大学工学部教授
三研究部門 教授

新規
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異動年月日 氏 名 区 分 異動後の所属・職名 現（旧）の所属・職名 備考

7. 4. 1 笹井理生 併 任
理論研究系分子基礎理論第 名古屋大学大学院人間情報

新規
三研究部門助教授 学研究科助教授

7. 4. 1 森島 績 併 任
分子構造研究系分子構造学

京都大学工学部教授 新規
第二研究部門教授

7. 4. 1 手木芳男 併 任
電子構造研究系 電子構造研 大阪市立大学理学部助教

新規
究部門助教授 授

7. 4. 1 山下正廣 併 任
分子集団研究系分子集団研 名古屋大学情報文化学部

新規
究部門助教授 助教授

7. 4. 1 福山秀敏 併 任
相： 領域研究系相関分子科 東京大学大学院理学系研究 新規
学二研究部門教授 科教授

7. 4. l 烏海幸四郎 併 任
相関領域研究系相関分子科 姫路工業大学理学部助教

新規
学第二研究部門 助教授 授

7. 4. 1 福井一俊 併 任 極端紫外光実験施設助教授 福井大学工学部助教授 新規

7. 4. 1 宗像 恵 併 任
錯体化学実験施設 配位結合

近畿大学理工学部教授 新規
研究部門教授

7. 4. l 松本尚英 併 任
錯体化学実験施設 配位結合

九州大学理学部助教授 新規
研究部門助教授

7. 3.31 市川行和 併任終了
理論研究系分子基礎理論第

宇宙研
三研究部門教授

7. 3.31 薮下 聡 併任終了
理論研究系分子基礎理論第

慶應大
三研究部門助教授

7. 3.31 三谷忠興 併任終了
分子構造研究系分子構造学

北陸先端大
第二研究部門 教授

7. 3.31 中垣良一 併任終了
電子構造研究系 電子構造研

金沢大
究部門助教授

7. 3.31 大内幸雄 併任終了
分子集団研究系 分子集団研

名古屋大
究部門助教授

7. 3.31 青山安宏 併任終了
相関領域研究系相関分子科

長岡技科大
学第二研究部門 教授

7. 3.31 細川隆弘 併任終了
相関領域研究系 相関分子科

大阪大
学第二研究部門 助教授

7. 3.31 中川和道 併任終了 極端紫外光実験施設助教授 神戸大

7. 3.31 松本和子 併任終了
錯体化学実験施設配位結合

早稲田大
研究部門教授

7. 3.31 永澤 明 併任終了
錯体化学実験施設配位結合

埼玉大
研究部門助教授

7. 4. l 細野秀雄 併 任
東京工業大学 工業材料研究 極端紫外光科学研究系 界面

所助教授 分子科学研究部門 助教授

7. 4. l 渡辺芳人 併 任
数物科学研究科構造分子科

学専攻教授

7. 4. 1 濱 広幸 併 任
数物科学研究科構造分子科

学専攻助教授

7. 4. 1 木下豊彦 併 任
数物科学研究科構造分子科

学専攻助教授

7. 4. 1 田原太平 併 任
数物科学研究科構造分子科

学専攻助教授 ． 
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異動年月日 氏 名 区 分 異動後の所属・職名 現（旧）の所属・職名 備考

7. 4. 1 松下道雄 併
任数物科学研究科構造分子科

学専攻助手

7. 4. l 鈴木孝義 併
任数物科学研究科構造分子科

学専攻助手

7. 4. 1 緒方啓典 併
任数物科学研究科構造分子科

学専攻助手

7. 4. 1 戸野倉賢一 併
任数物科学研究科機能分子科

学専攻助手

7. 4. 1 阿部正明 併 任
数物科学研究科機能分子科

学専攻助手

7. 6. 1 塩谷光彦 転 入
錯体化学実験施設錯体触媒

広島大学医学部助教授
研究部門教授

7. 6. 1 Gandhi, Suketu R 採 用
電子構造研究系 電子状態動 日本学術振興会 外国人招ヘ

力学研究部門助手 い研究者（分子科学研究所）

7. 6. 1 内藤幸人 採 用
電子構造研究系 電子構造研 日本学術振興会 特別研究員

究部門助手 （分子科学研究所）

7. 6. 1 麻田俊雄 採 用
理論研究系 分子基礎理論第 九州大学有機化学基礎研究

ー研究部門 非常勤研究貝 センター研究員

7. 6. 1 岡田 朗 採 用
理論研究系 分子基礎理論第 筑波大学大学院光学研究科

ニ研究部門 非常勤研究員 研究生

7. 6. 1 藤原英夫 採 用
分子構造研究系 分子構造学 北海道大学大学院理学研究

第一研究部門 非常勤研究員 科研究生

7. 6. 1 穴澤俊久 採 用
電子構造研究系 基礎電子化 東京工業大学理学部研究

学研究部門 非常勤研究員 生

水谷雅一

極端紫外光科学研究系 反応
東京都立大学理学部研究7. 6. 1 採 用 動力学研究部門 非常勤研究

員
生

7. 6. 1 藤原隆司 採 用
錯体化学実験施設錯体合成

大阪大学理学部研究生
研究部門 非常勤研究員

7. 6. 1 栗原正人 採 用
錯体化学実験施設錯体物性

九州大学理学部研究生
研究部門 非常勤研究員

7. 6. 1 鈴木孝義 転 出 大阪大学理学部助手
相関領域研究系 相関分子科

学第二研究部門 助手

7. 5.31 花崎一郎 併任終了 化学試料室長

7. 6. 1 渡辺芳人 併 任 化学試料室長

7. 4.16 小林かおり 採 用
技術課分子構造研究系技術

係技官

7. 4.25 
DANIEL THOMAS 

辞 職
錯体化学実験施設錯体触媒

PETER 研究部門助手

7. 5. 1 竹内佐年 採 用
極端紫外光科学研究系 基礎

日本学術振興会 特別研究員
光化学研究部門 助手

7. 5. 1 和田仙二 採 用
相関領域研究系 相関分子科学

第一研究部門 非常勤研究員

7. 5. 1 松尾繁樹 採 用
極端紫外光科学研究系 基礎光

化学研究部門 非常勤研究員

7. 4.30 高田彰二 辞 職
日本学術振興会 海外特別研 技術課理論研究系技術係

究員 技官
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異動年月日 氏 名 区 分 異動後の所属・職名 現（旧）の所属・職名 備考

錯体化学実験施設錯体物性
日本学術振興会 特別研究員

7. 5.16 柘植清志 採 用 （東京大学大学院理学系研究
研究部門助手

科）

7. 5.16 茂木孝一 採 用
電子計算機センター 非常勤

研究員

7. 6. 9 阿部信子 辞 職 分子集団研究系事務補佐員

7. 6.19 岩月貴子 採 用 分子集団研究系事務補佐員

7. 7. l 小林速男 採 用
分子集団研究系分子集団動

東邦大学理学部教授
力学研究部門 教授

7. 7. 1 冨宅喜代ー 転 出 神戸大学理学部教授 機器センター 助教授
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編 集 後 記

分子研レターズの編集の仕事というと大変そうに見えるかもしれませんが，歴代委員の経験の

蓄積により，手続きは半ばプログラム化されており，流れる様に進んで行きます。担当編集委員

の主な仕事は，原稿依頼をする事にあるのですが，お忙しい皆様に原稿を依頼するのは，編集委

員としても大変心苦しく感じる所です。快く原稿を引き受けて下さった皆様，大変ありがとうご

ざいます。

ご存じの様に，分子研は今年で20周年を迎えました。分子研レターズも模様替えの時期かも

しれません。今回は，所外にお配りする皆様に，アンケートの葉書を同封しました。皆様の忌憚

のないご意見を伺えれば幸いです。

分子研レターズ編集委員

宇理須個雄（委員長）

谷村吉隆（本号編集担当）

加藤立久

鈴木俊法

宮島清

高橋 保

小林勝則
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